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まず .インフ*-マルな放族交際から検討していきたい.①の経済的掘助比 ,往 58名 ,来26

名をあげているにすぎず ,①～⑬の中でもっとも往来の少ないものである｡内容が内容だけに,級 ,

兄弟といった血の'altL､Ⅰ,Ⅱ親等内でなされていて .主方に中心がある.垂方においては2名しか

あげていない｡また近 くにVlる速い親類よりも.遠くても血の灘い者との問でという当然の忠誠が

あるために .この交際においては地域的な特徴壮見られをい｡㊥の塊集掻営面での協力も往 48名 ,

来 44名と①と同桜に往き来は少なV,｡ しかも,その6割近くは父方親族内部でされ ,I,Jr親等

が中心となってレ､る｡また ,嫁方 ,締方内部でも,ごく親しい父母兄弟の間で往き来がある程度で

ある｡これは各家の綴械化 ,郎落内での労働交換があるために他からの協力の必要を感じをhとこ

ろに起因すると思う｡⑦の趣築 ,@･U)尾枇茄については ,⑦往 154名 ,来 152名 ,(83徒 75名 .

来 80名と①(乞比べると多い｡これ壮㊥が単なる労働提供に対し,⑦(をf,-i,祝hl的ruT:味をも含んで

いるためである｡また ,⑧にかける往き来が/少をし(のは ,わら屋根の減少という時代の流れの結果

であるO⑦各とも父方が中心であb輩方がこれに続いている｡父方部落内親族と比 ,Ⅵ親等以下と

往き来があるが .これは ,先に述べた同族の持つ性格から当然考えられる｡地域的に比 .部落内に

限 らず町内 .近接町村 ,県内までも広がっている｡

次に◎藷⑫⑬@の年中行革における往き来はどうであろうか｡ この年中行串は ,家を出た者の帰

省 .里熔DのチャンスであD,家族中が寄り合う絶好の場であった｡･また定期的なものであるため

に.これによって親族的係をより親密化する役割も果すものである｡ところが⑥往 95名 .来 84

名 .QTj)往86名 ,来11占名 ,⑫往 9占名 ,来 128名 ,⑬往 96名 ,釆 122名,⑯往 59名 ,

来59名となっていて.①～⑬までの交際の中で低位鼠にある｡親族交際の中で,この年中行中が

特に求められるものではなくなっている｡しかし,I.Ⅱ親等内部での往き来が多いことや ,⑬で

は父方内部で往 57名に対し,釆 71名を示しているところから.家をLH.た子どもが帰省したり.

要 ,嫁の里帰りのチャンスとしての役割比 ,今なお十分果しているようだ.

つぎに .吉凶時における交際である④㊥④@⑲忙ついてであるが ,㊥の婚礼比 .新しVl夫WJ関係

の承認を社会に求めるとともに .新しい親類的係を語め合う人生にかいて誼要な儀式である｡その

ために怯札的である忙しても往 244名 ,来 259名と親類交際の中で④⑨忙次ぐ活発音である｡

血族 .姻族の区別はないし,血のうすい着せでもあ加している｡また地域的な差は見られず .県内 ,

県外との往き来も多い｡④の葬儀は㊥と対偶的紅組類関係の一応の消滅を意味する｡しかし,関係

当りi者の死亡でもって ,たたらに親類的係が切れることはなく,ここ南佐古田においても52戸中

全部が,｢吏隙.Lは変わらか ｣̂ないしは ｢多少頚のくがつき合い壮するJと述べている｡④は①～

⑮の交際の中で .もっとも活発を往来を示し,往 540名 ,来 326名を数えていて ,町内までの

絵親類敬の 100蕗の者が参加しているし,近接町村 ,県内 ,県外に至っても90蕗近 くの者が往
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き来している｡また父方親族の95%,妻方親族の90留の者の往き来がみられるのである｡この

#蟻への参加は .親族の果さなければならない療職であわ.葬儀に参加すべき範囲でもって親族を

限ることができる｡それほど,却儀の親族交酸の中でもつ意義が大きvlのであるO@の出産になる

と.往き来比ぐっと減ってきて ,おもな交際も血の鼓hI,Ⅱ,Ⅲ親等の範囲内で行なわれている｡

㊥の病気見舞であるが ,往309名 ,釆294名を数え,親族交際の中で葬儀についで活発であ

る｡⑲の法耶杖 .往258名 ,来2i4名と④㊥⑳忙つぐ往来を示している｡この㊥⑬は辞儀と同

様に親等の遠近を問わず往来し,⑨③gL)と7Tj:らんで訳旗変転の中で砧vlところに位荘づけされ ,大

串を親類義理であることを示している｡

般後に .⑮のその他での往来であるが .これは艶鹿交際の巾で第5位を示しておb6:Q)の法堺につ

ぐものである｡その他の内容としては .休暇を利用してとか ,近くに来たから番ったとかいったこ

とがあげられるoこの往き来で注目するところは県外にある｡県外親族者との往き来の中で⑮壮㊥

④忙つぐものである｡何かのチャyスがなVlとなかなか在竜来しにくいという県外の特殊申f如 ;よ

くうかがえる｡

以上の如く.親族の地域別親等別分布 .さらにその変転内容を検討してきたが ,これらd)親族の

中ではすべて平等に交際してVlるとはいえ7TrhであるT)｡この親族間の親密度につVlて ｢あをたの

家とLて滋も馳くつき合ってVlる家から.あまり如くない凍までを親族のrlJでJTEi器(大体5番目ま

で)をつけて下さい｡｣'という野間による結果をもとに述べていきたいoただし,ilf問に対する答

え方として,全部の粗放に順番をつけてもらっているし,bgi番をあげるうえで ,なんら規rlEを与え

ていなVl｡したがって .必ずしも,5番目tでが 1戸ずつと比限らなh｡

まず ,各家にとって政も沸い親族についてみると.蓑9-5-5のどとく,施政類数の5DVDを

こえてあ(,fているoさらに ,注目すべ重点として .父方劫落内親族の75啓 ,輩方部落内粗放の2

名Lrl.2%.がとの滋も氾い親族にラyクされている｡報等別に見ると正規等が滋も多く.つづいて

I,m,Ⅳ親等となっているO父方部落内親族において比 ,血のうすい老-までをもあげているが ,

師落外においてはやはり.I.1f報等といった血oj狙い者Erc限られてし,るO-また.倍も放し･･h親族に

あげられた112名中血族が68解,納族が52番を占めているところから.狙い親族比やLriり血

族が大きな比屯を占めている｡

2茶目に灘い親族は .1木目にあげた蝕族と一世代)すくなり,地域的(,,Cも.近接町村(,比内が中

心にTu:っている.そして桧親類数の半分t,-i.先にあげた最も淡い親族とこの2番目に沸い親族で占

めているO

ところが ,5番目,4番目,それ以下になると部落内 ,近接部落の親族が減って ,県内 ,N.･外が

多くなるO-親等の面からみても,m,Ⅳ親等が中心托なっている｡
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去 9- 5- 5 煎h親類の親等別 ･地域別分布

Ⅰ Ⅱ m ;T Ⅴ Ⅵ ㍗ 汁 Ⅰ Ⅱ m Ⅳ Ⅴ uL2412 1日ー占(1)19(2). 1 'l 1
･近 部 Lい 15 L 1 l
町 内i2IlJ15i2(1)il l
五 -qTけ直 二重｣T5(1)二5(i) 8(2)l14(1)Fl l122 25 8 1｣ 9弓

良 _gU2ー⊥5JlJ2(1)lA71 千日合計与1727(2ー卜1l 1占(1)2 6(1)占5(5ー4l;)r2 1占(2ーま5 1 u t
(い1(1)1 ! 1

,.I-~ー~'~1'･.~~■■■~■■■■◆一5 1 1552 日2
近 町 ll121 71I J8I県 内 55 2 15514 184
県 外 - - -2(司 1(2)l｣4 封合 計 d ll 1 4 2(1)2(1)28(3)1I-15(2)2
Jf亮1 卜tI 21三1i 1

町内 I7(1)18･5 i51(1) 1近~町■ a 1日1 55(′1)4JL?川
県内79 ll 5 1

県外i1 1 1 1.5 1(‖ ニプ｣15(2):1Ilit

合計815Iー2Ji_)l2 2 1 19
部内 l l
近部 l 1 12 ｢I1町内⊂ ; 1
蔓町l｢l 1 (,i)i I(いIi2 l■~.一一一.一一づ2_筆内い 5 1(1)51 19叫 4 1(2ー:2 7(2)

県 外 4 1 】皇_ldJ2)_2(i)_1- i5(1)ll園卓 計 5 4 1(1)4(1)l⊥ 1_型壬)完!丁1｣

旦 部 1 Ii Ti
生 旦 ｣ 2 5 1日 2 i

近 町 5 2 1 占6 11 2県 内I_｣ ;2 1 1I 2 4llI5
書生 _2__上2___5 1⊥･禦 出 こと __ー呈_). - 8 5 5

(
1
番
目
に
虻
い
親
族
)

(二
番
目
に
曲
S
親
族
)

(三
番
目
に
濃
い
釈
放
)

(
四
布
目

に
濃
い
親
族
)

(五
番
目
以
悔
)



-457-



以上のことから,親等の適近と地甥的避近が親族交際の疎密を決定する大きな要因となっている

ことは否定できない称美である｡

町n=,各家内部で親族交殿がどのように受けとめられているのだろうかという点について ,家族

の者が澱も行きやすく親しい親類はどこか ,親族交際の中心者は誰かという2点から明らかにした

レヽ｡

衷9-5- 占 家族Bの澱も行きやすい親簸

ii 主 方 】 妻 方 】計

I ≠ i [Ⅳ!V!Ⅵ以下 計 IⅠiⅡ llq Ⅳ千 才
世帯主の父 l1 1

〟 母 11ー 15 1 15 i J
世 帯 主 17 2 1｣I l l 51 i2 8(5) 1(1日 ll(4)

響 17 2(2) 1 28(2) 5 い9 4 1 ; 27
子 -亙 7 6(5) 1 ー 1 ≡帖(5) 2 1占 2 i 28

嫁 1 1 7 IL.～
孫 I

A 母 方 I計 嫁 方
._V mIⅣ T け 打 計 -

世鱒主の父 lf

〝 母 1 122
世 帯 主 l2 1 1

+~妄 2 7 I

2 12 l8

嫁 8 ち I ll

蘇 I 5 5 A

Li _空._他 i

7fず ,家族員各自が最も行垂やすく親しい親軸であるが ,世帯主は自分の父母兄弟姉妹 ,垂は子

供 ,自分の兄弟姉妹 ,母比自分の子ども.煉壮実家の父母兄弟姉妹とそれぞれの血茄をあげている

ものが大部分であるOまた ,長男以下の子どもは父方.噂方によく出かけてかり,孫は母親の里に

よく帰っているOこの結果 ,もっとも訪問し,やすし･,親衛として,父方 91名 ,母方 7名 ,撃方 62

名 ,腺方2占名となり双市制把特徴約7と血族と姻族のバランスを保っている｡次に ,中心的交際者

であるが ,世帯.T_が訪ねるのは ,自分の血筋の親族が圧倒的に多 く ,続いて母方 ,垂方と･なってい

るo Lかし世帯主に続いてよく交際をしている婆は .自分の血筋の親族よわも美方の親族によく出

かけてVTLる｡
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衷 9-5-7 中心的親族交際老

十 ∴ ∴ 崩 .･‥

■

t蛸E圭 の父母比 .血筋をあげていて蛮万をあげているものは全くない｡以上のことから,各成

員か行きやすい親類という主我的面から考えれば血族と板族のバランスが保たれている.tうである

那 ,実際にその交際状況を見れば血族の方に偏ってt̂るといえる｡

以上が ,親族の顕卵と分布 ,親族o)参加状態である｡フォーマルを融での往来では ,親等の滋近 ,

地域的な&.近に朗係なく参加しあっているが ,自由を個人的感相でされるインフォーマルを両での

往き来においでは .血縁関係 ,地理的涼道が交換の曲折を決定づけている｡

撮後に ,日常生活において同族 ･親族 ･組とVlう各1J!用がどのようにからみ合って存在し.壕た

どの上うVL,銭能しているかについて以下検討してtJlきたい｡

衰 9- 5- 8は ,下記占つの質問による触発を手t会胡係別 ,地域別に盤#_したも0)である｡

① 気軽に物を持し借りしてVlる家がありますか｡

㊥ お宅で親しく往き来している家がありますかb

㊥ 何かと相談をかけることのできる人のうらでも特に頼iJ!,Cできる人を5人程度あげて下さい｡

④ 相鉄を持らかけられたb,またお宅を頼 りにしてい73分もfd:どこですか｡
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一■■

⑤ エイとかテ--1･JJエシとかいわれる労働交換を昨年どこかの家としましたかo

@ 忙しく手o)足りない時どこかの家から手伝いに来てくれますか｡またか宅から手伝いに行く

某が奉りますかO

哀 9- 5-8

-t､＼垂室(ij物 主蒜⊆低 l I温 竺 L組 内 ー 同 族親 類 そ の雨蛙古田 l他 部 落他 町 村合 計 1515 15 -(a)I15 (8) 527 7 12∫ 5

⑧ 南佐古田楽親i他 部 落と i他 町 村 31 1I･, ; 21 (14)I21 (14)29 (14ー29 (14) -.-g 一十2 'iIll i 752

荏 合 計 28 14

@き 頼る b人把で i南佐古田他 部 落他 町 村合 計 1515 14 暮8 ー951 7｣

④ 皇帝佐古田芸貰HJbb芸 荒さi合 計 A上 巨 8 rt2)1 ,8 (,2, 85516 f 22

㊨こしイ 雨佐古田!他 部 落量竺 町 冨 1212 .l S!｢': (5'8 (3) 4518 ∴

①の物品q)掛t呂t･については ,同私 怨は'を上回って組内の近所の人から矧音することが多い｡tf

倍する物吐出機具 ,日用品 ,食料品などである｡Lかし.近年各出家の近代化によってこの面での

往き来壮頻雑ではない｡㊥o)親しく交際してレ､る家につVlて吐 .親類以上に納内の者をあげていて

51名を数えるところに注目されるO親しく交酔といっても吉凶時 ,拙作光,日常時の両での用事 ,

相淡とLnった軽い交際をさしているoLたがって ,①◎での往き来では ,地串的結合に･iるところ

が多hoところが ,④の頼りになるaJとなると①㊥とは過って親族,同族といった血繰関係に求め

てhZh それltt,この面での往き来が .経済面,家庭内部の相談 .腿薮面での細かい相談であって ,
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相互に信頗していなくて仕不可価と言える往き来であるためであるOまたこのことは交撫状況をみ

て もいえ るo つまり父方が 59名 ,垂方が 17名となっていて,父方におレ､ではⅥ親等以下と

も往き来があるのに対し,蛮方の場合は7V親等までと限定卓れていることである｡④の廟btJこされ

る家も㊥と同様の理由で .机内の人は少なく血柱眺係に為る同族 .親族の家であるO㊥のユイ(労I

肋交換 )であるが .田植えtn:おける労働交換がほとんどであり目敏は2-5日といったところであ

るO繭佐古田にかいて壮下組で比 ･船内内で成されている場合が多 く .上組,高塩では ,妾方の兄

弟といった血縁の者との問で行なわれている.しかL,機械化など0)増血で必豊を感じなくなった

ためか .この面での往来は少ないoJbtL後に⑥の手伝し1(RJ植え時 ,米のLtj荷 ,稲かり,ぶどうの世

請 )についてであるが ,船内でされている樹合が多く親族がこれに続いている｡そして親族といっ

ても父方 .母方 ,祖母方といった主方中心q)親族で為･,て妾方との往き来はなho

以上のことから,南佐古田にかける日常生活面での女鮮比 .密接を地相的節がりの上で成り立つ

個人的相談をどになると同族 .親族といった血縁の糸に斬ることが多 く ,らLつと困った時などの

往き来となると.組内に求めてし｢ることが多しつことが言える｡また .和佐古田にかtnて壮同族とい

っても兄弟の家 .かじの家といった親族とかなり屈75り合っているので .系譜馳係にもとづく本家 ,

分家という意軸でつき合っているのではな く ,同腹である顔族 ,親族である同族といった具合に2

つの姓Etllが相首にからみ合い ,その上に組という軌粒か作用して ,村落にかけるつき合いを決定づ

けているといえる｡ (藤 原 和 恵 )

5 村落社会の統一

前筋まで南佐古田内の家族 ,同族 .親族について考致してきたが ,とこでは組や雅-落U)中におけ

る生活共同の仕組を検討していきたいO

まず .部落の下部単位として多くの抜髄を架Lている凪について考えてみよう0両佐古胴虻 ,上 ,

下 .(-Eib-屋机の5組に分れ .戸数はそれぞれ 15戸 ,14戸 .占戸である｡下組o)14戸のうらには .

今井部落に鳩Lをがら.地理的に南佐古剛で近いととから,下約0)つきあいをしている5戸を含ん

でいる｡ したがって ,T机とし､う場合には ,雨蛙古田 11戸と今井分5戸を指す0

5節でもわかるように,ほとんどの線内が釦内忙存在していることから,物の拝借柑係 ,El常U)

訪問的係などが抱卵こ鵠申しており.また ,結姑 ,出産などの祝伐や非式の香典なども組内が他よ

れ卓越している｡また .午 (藤/秩 )2河の澱ぶしん ･b･柵 としてのか稲屋 ･卦｡桝 用などでも集
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日桁 勅をとり ,糾a'-,･I;･fT林からの収入をもとに飲食をともkしている｡さらに .葬儀についてみる

と,各組とも葬式用の脂脱を共有して･T,,り.雛 にには組内が袋まわ.一切をとりしきって行なうが ,

土葬であるため各組の結発はかたho

と0)ように ,組は人々の日常生活と切り馳せない関係にあ9.社会関係を越えた 1つの近隣岱団

を形成しているといってよho

hまとの点について.｢南佐古田.租 .棟内は ,各々共同生活をしていくうえで大切だと思うが ,
お宅にとって大切だと思うJlElに番号をつけて下せho｣という賀間で .52名中 ,棟内 .約 ･筒佐

古田 149.,棟内及び組 ･南佐古田1名 ,組 ･棟内 ･雨佐古田5名.約 ･両佐古田 ･棟内2名 ,級
･繭佐古約 5名 ,病性古田 ･組及び棟内 1名 .南佐古田 ･組 1名 .全部同じ5名という結果を得た｡

この中で,棟内を-帯電んずる15名は,｢棟内は近親であり.何かあった時に ,他人には言え
なくても相続し合える間柄であるOそして,何かと賢 し合える棟内から結合していって .組さらに

'Ltt雨佐古田が放結するのがよい｡｣という瑚由からである｡組を一番砿んずるのは .｢E]常生活で

何解にも組の出入りが多いし,何かという時に世話になるから｡｣ということによる｡この巾には ,

｢棟内は団結がかたいから当然典同はするoJ｢棟内は利益餓体では72く,共同に何かを企てるこ

とはない｡｣として ,棟内を比較の対象からはず している家もみられ .いずれを大切にするかにつ

いての基狸が臭っているが ,棟内の粋を基礎として ,組が村落の日常生活に大きな役割を果してい

るの仕確かであるO

それでは ,日常生活に切り離すことのできをい組の連合体としての南佐古田Lttどうであろうか｡

壊す ,行政制度の末端組椿としての行政機舶であるが ,行政担当者としてほ .区長 1虫 ,副区長

(会計を兼務 )_1名 ,絵代 8名(上組 5名.下組5名 .高屋組2名 )があげられる｡掩代は組こと

に選出する組の代表者であり,総代会を柵成し.少々の間層の場合は ,部簡総会にかけナ把解決す

るようにしているO

区長比 ,任期2年 ,椎的制で ,年に4- 7回の部常総金と役境からの連絡部務が主な仕切である｡

そ の 他 ,1月9Elの捨抜群(新年蟹の壕初の袋 かだから,部落の会計報告もする).占月末の雨

祝い ,11月 1円の大柿昼(家形神社 ).村仕郁恵どを行V,.部落民を統合させている｡

次に ,輔佐古田忙累郡する姓氏についてみると,氏子頒団は天津神社 ,福井神社の氏子でもb,

蜘捷薬価J.A:親柱数の2戸を除いては ,ほとんどが天台宗の浄土寺で ,との放棄で仏教的入金を組繊

し.当地も加入しているO年令的柴田として比 ,対隼田 ,婦人会 ,中老婦人会 (ときわ会),老人

会 ,子供会等がある｡青年団には ,現在 4戸 しか加入しておらず ,活発でない｡婦人会は ,テレビ

料金 ,屯効代 ,税金 ,罷語料の徴収 ,国民年金 ,保険金,J G広郷卵にわたって ,本来 ,戯協 ,役場

が行う什リ‡をかわって行ったり.坐.宿用品の予約注文孜どをしたりして ,その手数料をもとに .娘
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入金の米用としている｡ときわ会は ,50才以上の輸入を対象とするいわゆる申衰婦人会であるが .

去年まで比 ,婦人会の役良がときわ会の役員を雅ねていたが ,今年から分離しており,旅行をした

り.公民館で会合をもつ娯楽的なものである｡

水利面をみると.現在 .用水は 4戸の瀞池で構しているが ,全戸で水利組合をつくb.ひもb役

を設け .滑油を皆裡している｡その他 .消防団も去るO

実.脱糞協同組合には全戸加入しており,さらにその中の .花木組合 ,ブドウ組合 .野菜組合に

加盟している家もある｡

これらの粘団で,｢部落民にとって役に立ってhる奨励｣は .55名中15名(57aTjD)が削プ
たLB協である｡

表 9-5- 1

これは ,LB協が ,出産物の出荷 .肥料 ,生命炎済 ,家屋共済 .貯金など,L]常/i-.倍のすべてにわ

たって開遜しているからである.実 .12名(34多)紘,｢部落のまとまbのため(,CJr民意を

くみあげる械鮒として｣戸主会を,4名 (11%)化,｢賂金してくれて手間がはぷける｣として

bfTll入金をあげているo

Lかし,｢こうした集団に対して ,改めてほしいと思う点｣については ,55名中19名(59

a6)が ｢別にをい｣とし,11名(31承)があげている戸主会に対しても,｢始まる時間 ,終る

時間の厳守｣｢全員が出席してほ しい｣というJ:)を点であり,集団に対 しての接木的改良点はも

っていない･｡(衷9-5-1)

ところで ,村落生活上 ,前述した組と同様 .部落という1つの生活単位も重要な役割を果してい

るが .南佐古田にどのくらいの帰梶忠誠 .共同体患抱をもっているだろうか｡

｢お宅;では部落という場合 ,何をさL-5すか.Jとレ､う間に対して ,52禁中51名が南佐古田 ,

ナをわら,大字をさしているo実,｢村仕叫は朗締着だけに限るのがよいかD｣という'iT間に対し
ては,｢牌係がなくてもでる.｣が52名lP22名(ム9啓 ).｢仕坊によって比的係がなくても

でるJ5名(9車 J.｢鵬係老だけに限るのがよい｣ 7名(22解)という結果が得られた｡

さらに.｢南佐古田は5孤に分れているが ,何かまとまりという点で不都合をことはあbません

か｡｣という啓開で ,52名中古名(19飾)が ｢脇道 ,水利 .山道をつける場合 ,上 ,下 ,高屋
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で土地も興るし.所有両勅も連)と考えが一致しない｡そのため不和合がおきる時が多い｡｣

衰9-5-2

｢耶箕(造 .池工qf.砂防工串 )をするとき,組対抗とVl5両がある｣｢高尾が山のむこ)だか

ら嘩利が悪い｣とhgよ)に組閣の対立があり.多少まとせりに欠ける面があると答えているoL

かし,25名(78感)は ｢南佐古田は昔からおり合vlの良い部落として知られている｡不敏合な

ことは別にをVloまとまっている｣としている｡ 58戸たらすの小さを部落とはいえ .地縄的状況

などから各組ごとの利害馳係が興ることもあるのでもろ)｡しかし,これは部落全休からみれば些

細なこと.とる忙たらないことであり,やはり部落全休●としてはまとまっているのである｡｢部落｣
と呼ぶ忠地の中に,他vc対して自己を主張する輔内意劫 .共伺体恵缶があるとはいえないが .部落

が村落の-部を指し.その一部が日常生活で最も身近かな生清適的の範卵内を撫意識の)らに指し

てVlるのであろう,,

で蚊, この南佐古田を1つにまとめているものは何であろうか｡｢再任古田は5組に分れていて,
利等の異なることもあり,南佐苫田をまとめ七いくの吐大変かと思うが,そういう南佐苫田を1つ

にまとめているのは何でし上うかム｣というfl間によると,再任古田をまとめている磐田として払

｢人情がよい｣56名中17名 (47妬).｢地域性｣占名 (17車).. ｢区長の力｣ム名 (ll
解｣ ,用博 行41｣,｢同一舞数｣等という結果が得られた｡ (表 9- 5- 2)
朗査中,私たち机 ｢南佐古田は昔から町内一かり合いの良い部落として知られている｣という

ことばをよく耳'lcLたれ 筒佐古田をまとめているの払 ｢何甲をするにも預 り合う｣｢自分の利
益ばかりを言う人がいない｣｢皆,共同する｣ということばに代襲される部落民の ｢人情のよさ｣
であるということ怒酌 に思っでいる人が多く,このこと拭 人 の々L)の底徹 洪同体意敦が配れてい放 抄召あるO

｢地域性｣については .繭佐古田が ｢三方を山で印-2れた谷地形｣であ9,しかも｢山道が貫通

していないために他部落とは遮断されている｣とい.)地理的姦件が .必然的に人々をまとめ卓せて

いる一要因となっているのであろう｡
I
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次に.｢区長の力.Jについてであるが ,単に｢区長の力｣といっても,顎在 ,区長そのものの牲

節 ,姿が ,職前と比べてかなり変化 してきている｡そこで .ここで比 ,部落の7)一g'-である区長

について ,独酌と比較しながら検討していきたいO

衰9-515

部落での立場

1管i
.‥-__L ._- V'

戦 前

意見があれ iとりついで lいいたくて l.D･R..当

ばいえる ほ 芸三人も 鳥 言え帥 IE警笠ませ

竺 聖 .4} 竺i 4_斗

(

= 藤)i 4(12砺)現 在 l!4(12%)

(22痴)圭5(14%)152(100%)

4(12虜)io (D虜)≡52(100感)

その場合 ,ます ,部落の人々が ,部落にかいてどんな立租をとっていたか (実 .現在とっている

か )をみておかなければならない｡この点については ,蓑9-5-5によると.戦前 .戦後をつう

じて .｢部落の問題に意見があれば言うことができる｣立場の人が卓越 しているものの ,俄駒では .

52名中15名(41%1ほどであるが ,戦後では ,2t)忠(占4%)と増加 しているorまた .職

約では .32名中 7名(22藤)ほどが ｢いいたくてもいえをL̂｣立場に立っているが ,戦後では:,

4名(12啓)程度に脚少 しているO

これらのことは .戦前では ,半散 らかくが自分の鹿兄を自由に言えるものの .そこにはやはL).

階級的な発言柵の差があったとい')ことを物語っている｡そこで .その中での区長の地位を検討す

ると,｢以前はどういう人が])-9㌧に虐げれていたか｣という間に対して .52名tt]8名(25
解)那 ,.r財産があi).家柄がよくて ,人里の厚V,人｣｢懲役が長年やってきた｣｢昔から地下

(ジグ)で派軸をきかす人｣｢縦力をもった個人主義の人｣｢地主｣と答えていることからもわか
るように,当地でも,峨荊までは ,区長職は名3'榔であるという敵艶があり▲.比較的i‡産 ,財産が

あ9,血統のよい家 .す在わら.地下の2 ,3人の鵜力著が区長への峨をにぎっていた｡そ して .

何か叫があった時 .区長の上からの力に上って部落をまとめていたのであるO

ところが .蛾後g)出地改革 ,さらには発光化によb.部落民の生活程度が均等化するにつれて .

戦前の区長に対する名辞職という恋劫も功れてきて .現在の区長の婆 .性格もかなり変わってきた｡

しっ7t.この点に対して .｢現在どういう人が リーF一に選ばれているか｣については .衰9⊥ 5-14

に示されるJ:うに,｢信用があり共面目を人｣,｢全休の意見をよく閃いてまとめ ,理解ある人｣ .

｢公平を人｣,｢人物のしっかりした人｣に代滋卓れる ｢人格者｣(38名中15名(34Fu))
ヽ

に次いで,｢区長の仕]･JfO')I面で ,寄り合いが多いから.それに出席できるようなIL射情の拝す人｣ナ

をわb.｢部落にいつもいる人J,｢勤め人でない人｣(占名(16宙))千,｢若い40代位の

人｣｢一定の年令に連 した人｣というようを｢中年JB｣(5名 ,13解)という答が多く.その他 .
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｢村のために尽 してくれる人｣ r学問のある人｣などがあげられる｡

衷9-5-4

Iどういう人が区長に選ばれてlハるか i 人 格 者15(5.4Llp)計巨 -人 格 者19 ( 4 -/ i )I 鷲 .架 -村のために尽してくれる人卜4(11%)学問のあ や 力の 上 .Kる人 ;ある人

5(8解) 2 (占%)5(13宙)

I I

2 (SFu)i2 (5%)i2 (5%)I

t D .XI 1(2i) I～

幸 子｢~ ~巨15(59%) !L rb̂渡 のあ … 敬 芸 lD .K 生 計｢完 2%, 2 (占東) 1 (4%) 1 (4%) 6(15%)154(10哨

金持 .門 村のため 政治力の

前述したように ,現在 ,部落の1)-ダーである区長は ,役場からQ)遵給係という性格をかびてお

り･しかも･非難出家の増加による部落内筒在住者の#-少や ･戦前の名誉職恵籍もないために ,区 l

長qUrり手がなく.,%局は ｢お面El葱 40才代 (中年層 )の人で ,多くの祷合に出席できるよう表 ･

勤め人でない人｣を推既するのが現状のようであるOそして ,現在 .戦前のよ)な区長の上からの

かさえつけによる部落のまとまは みられ紬 が ･しか し･｢部落の問題に意見があればい うこと 1
ができる｣立場の人の増加把上る言論の活発化 .さらには .出道 ,水利 ,山茄などに朗しての組閣

の対立などの .巣7生る利害関係のまとめ投としての区長の牲軒は現在残って卦b ,そういう恵味で
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人々吐 .南佐古田をまとめている要因として ｢区長の力｣をあげたのであろう｡

以上 ,南佐古田をまとめている要因について検討してきたが .区長についてもう/JJL詳しく考凍

したい｡

前述した上5吃 ,現在 .区長になり手が女(.｢裏面目立40才代の人で ,多(の寄合に出席で

きる上)な勤め人でない人｣を推叫しているのが現状であるが .はたして人々は区長という役職に

対して .どのような考えをもっているのだろうか｡そこで ,区長として ,部落内 .部落外に対して .

ど)いう灸件をそなえた人が適任かという区長の理恵像を尋ねてみた｡それに上ると.部落内に対

しては ,｢費任感旺盛｣｢触#.を言わない正直な人｣｢信用があり.東面目で.何堺につけても世

話をナる人｣等の ｢人格者｣が40名中19名(48帝)にも連しており,次に占名(15年)紘

｢行動力 .統率力 ,指導力のある人｣をあげてVlる｡それから｢村のために尽してくれる人｣｢財
r 産のある人｣｢村のことをエ(知っている人｣と携いている｡これを,･前述の ｢現在 ,どういう人
が1)-ダーに選ばれているか｣という項と比べると,｢据尋力のある人｣の増加(5好一 15再)

と,｢勤め人でない人｣の淑/少(14藤一 5串)が耶者にみられる｡実 .5名(7.5序)の ｢財産
のある人｣とhD答も注目すべきととろである｡

次に ,部落外に対しての区長比,｢赤坂町へ行っても南佐古田のことを話せる人｣｢よ(〝きれ

る′人で .役場に対し意見を言5人｣｢役場から予算をもら)上)な政治力をもつ人｣等のことば
に代表舌れる ｢指導力 ,発言力 ,政治力のある人｣が 54名中15名で ,全休の59弟と.いわゆ

る ｢人格者｣(11名 152蕗)をぬいて ト,ブに立っている｡

これらのことから.部落の代兼である区長職に対して ,-2だ権威ある役職と考えているのが実佃

であり,群冊の許す限り,区長に比,｢行動力 ,統率力 .指導力があb,家に余力のある人｣が適

任であるとしている｡ このこと絞 ,区長をして ,町殻椴で部落の利益のために ,発金調達などを主

張たらしむるためでもある｡

このように ,区長という役職に対する意地の中にも.からが部落に対する僻捕恵鞄がみられる｡

その他 ,役員の選出特休としての紡合はどうであろうか｡

旧軽部村時代に比 ,当地から一人ずつ村会成員を遜Lliしていたが .昭和34年赤坂町に合併 して

からは ,現在 ,今井部落といっし上に走って部落推特利をとり,町会議員を送り出している｡レ､ま,
町会鞍nに対して,｢部落推助の人とそうでない人が同時に立った砲台 ,後者は放るべきか｡｣と

いう耶 粧 対して ,52名中2,一名(d'̀ 留)が3るべきだと答えているし.さらに,｢両者がた

った場合 ,どららを支持するか｡｣については ,32名中24名(75%)が部落推粥の人を支持

する立場をとるとしている｡そして .｢町議は町全体のことを考える人だから部落のこと壮考えを

いてよいとい5人もいるがどうか｡｣という野間に対して ,52名中15名(47蕗)が ｢部落の
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ことを節一に考えてはLhJ｢推した以上は部落を有利を方向把町謎会で発言してもらいたい｡｣

というよ)に .せず簡佐古田のことを健先して托しいと答え ,それを,｢他の町会課員には ,自分

の部落のことはわかってもらえないから｣｢町紘部落からできているのだから部落のことを考えて

托しh｣と坤由づけるのである｡ (衰 9-5-5)

衰 9-5-5

部落推戯V(Cより繭佐古田の代表者を町謀におくL),南佐古田に有利なように補助金を取ってもら

いたいと願う部落第一主茂の考え方がここにもある｡

以上 .和佐古田という部落に対しての共同体恵8LTn.帰倒潰蛾について ,村仕串 ,区長 ,町会鼓良

等を適して考察してきたが .般後に部落生活の改巷 ,希望などに対しての人々の意見を照し合せな

がら,今後の繭佐古田についても鹿討していきたい.

7tず .出村の部落生活に対するJlB民の1uQ壕を ｢改めた方がよいと思うしきたりがあるか｣という

ことからみると.衷 9-5-6から,52名巾 1'/名(55%)が改めたい部落のしきたりが ｢あ

る｣と答えている｡その改めたいしきたりの内容をみると.,｢おとうやのどらそ)を派手にする こ

と比改めた方がよい｣｢会合 .寄合のあとの飲み食いをやめてほしい｣とか,r衛視hJ｢徹返し｣

の改点や.｢冠婚非無暗の触駄なLl用Ii:滋.′J､限('=したい｣などの経済的を理由による ｢部落内の飲

酒行畔 .冠妬葬祭の簡索化｣をあげている｡

しかし.10月の天津神社の小祭り.福井神社の秋祭b.11月1日の宗形神社の大稲尾などの

｢部落で行なう第9｣に対して吐 ,32名中29名(91%)が ｢今後とも維持していくべきだ｣

と答えており.部落内の行印は .村人の娯類として .まだでだ存在,-EL･頚をもったものとして受け入

れられてレヽる｡

次に,｢部落として ,将来どうしてもこうしなければならない｣という部落生活の希望目標 ,戟
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港のゴールを棚いてみると.｢別にない｣あるいは ｢わから75:い｣が52名中 14名(44妬)と

なる｡

袋 9-5-6

あ る
改めたい部落

のしきた り

部落のゴール

部落がもめて

も行穀うか

生活のゴール

冠讐 竺 讐 1㌧ 飲酒行恥 簡靴
?(28%)1 8(25g)

な い l 計

.髄
1

I

M
r
｣
.-

十

⊥

あ る I を h A D

I-:一室 :空 i/ さ

ためて竺 る竺 lヱ 竺 空 る ? わかbj2㌧

__ ヲ_o(i2%)i i(19感) a (19¢)

聖 空 改 良 i空･宿 望 竺

三∴ ミニ ー_::I-こIt1

5(16感)

- - - 【p-- LI- -

交感を便利に

冗 計

4(15啓)i32(loos)

人 対 束 I子供の将来

4(19境目 l (5留)

そ して .部落生活の希望日控をあげた残り18名 (5占感)紘 ,すべて戯鼓改良に鞠する印で ,

そのうら9名は.｢町道の舗装｣｢ni!道,水蹄の盤偽拡張｣を問層としており,獲り9名は,｢田
の区袖僻理｣すなわら｢蛸遇故脊耶築｣を希望している｡ これは ,現在の棚状の田を区軌喪期 して ,

機械を蛋古人し,労力の能率をあげ ,JEi米を中心(,cLて生活できるようにと願うものからである｡そ

して .これらの希望日標をあげた18名のうら.14老壮希望日標について他人と話し合ったこと

があると述べている｡

さらに.部落のために何かを実現する域合の立坊をみると,52名中20名 (42解)が ｢もめ

てもやるべきであるJとし,d名(19解)が ｢あきらめる｣立場をとり,残 り6名(19虜)紘

｢わから75:い｣･とをっている｡｢もめてもやるべきである｣とする人は .｢部落の利益になること
Iたらやってよい｣｢利賀的係があっても,大きい祝野で将来の/tめ忙しをくて綻ならない｣とn'由

づけており,｢あきらめる｣とする人は,｢部落のよと7モりを保持することが大切｣だから｢もめ
てまでやることはTrh｣としているが ,部落の将来忙つし1て,An啓弥後の人は ,桃拓的な歩数を

示しているといえる｡

虎後に ,｢現在の4=.宿でこうなってほしい｣点として .｢自分の生活のゴール｣について尋ねて
みた｡
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それによると,52名中古名(19感)仕.｢田の基盤教理をして鹿機具を入れたい｣｢脱糞の

ぷ椀を大きくして ,啓発で生活していけるよう托したい｣｢戯作糞の簡略化｣などの ｢幾寅改長｣
をあげ .52名中5名(16虜)は ｢サラ])-マン汲みの所得水準にもっていきたい｣｢経済的に

ゆとりがほしい｣という｢生活改尊｣を望んでいる｡さらに,｢活路を郁装 ,貨滴｣ して ｢交通を

便利｣にしたいと望む人が52名中5名 (9解).｢労令年金を70才でもらっているが ,iD才
くらいでもらいたい｣｢年よりを大切にしてほしし､｣などの｢老人対策｣が 52.名中 さ名(9解)

となってV,る｡

しかし.｢現在のませてよい｣という｢現状維持｣がd名(19啓).r別にをい｣が8名(25
i)と高い比率を示してかむ.しかも,これらの希望に対して,｢5年以内に到達できる｣という

I

もの絞 ,52名中わずか5名(9虜)にすぎず ,これらの欲望が実現しがたいということを物語っ

てレヽる｡

昭和 47年 ,下組2町5反 9畝 ,上風 2町5畝 ,有里凪 1町1反 5畝と,村人は鼠の共有林を.

ゴルフ場用地として売却した｡

ゴJL,7墳開発について,｢世間が広くみられてよい｣とか,｢ゴルフ場ができて ,風紀上悪くな

ると困る｣などさまざまであるが .今まで.谷間にひっそbと暮してきた南佐古田の人々にとって ,

ゴJL,フ場建設は ,あらゆる意味で ,人々の生活に律雷を与え ,南佐古田を変貌させるだろう｡

(井 上 知 子)

1
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第 10章 宗 教 と民 俗

1 社 寺

赤卿 †の地図を広げてみて.7tず気づくのは.押了tを示す岳己号e)多いことであるo教えてみると16

もある∩ここで払 その-4かから,)-.Lll榊 祉 ･抑JW謀(,御社 ･天地神社 ･松尾神社 ･多判神社Q)5つ

の神社と,普門院 ･笠寺 ･西光寺･iE抽寺･日正をq)5tlJa それからf75尽にで什あるれ 無住敷金

iji･金光教数会所 ･天理教敷金所 ･JBイエス会恥 部は金をlLiりあげ･人々と宗教とのかかわDを調べ

てみたO

I:iた.｢伽前駐車と安卦ri】徒｣といわJl･も.r.うl･こ.備付Tでは法雄繋が広-rtD.不受不施派か大')抑圧

を受けたOこれ((i,江戸キFTlIの宗教放肌 池liJ九枚の第1又政策の払拭U)LPで,症砂7TL位ぽこを示してい

るO備前での宗教改熊はどうであったか,そL7)早-C滞卵 ∫はとん7tl,OJわりをもったか,あわせて考え

てみたいO

(a) 仏 閣

天平勝宝4年(752)報恩大師(･t,助軒を神で偏析の地i'こ48ケ寺を創越したo普門院 ･LU_寺･

西光春 ･正柄寺はともに,この48ケ寺の LH/こ7 1 1しているOす72わら.金山寺文i.Ltc)｢備前店四

十八旗寺領御分団大社儲自身｣には.

-､ 正桶寺 十石

-. 榔劫u 二十石

一､ 立寺山 二十石

一､ 苫和谷山 二十石

と記されているo

これからそれぞれの仏脳を取bあげてみよ')O

① 帖陣山穣楽寺普門院 (山 口 )
11

沿革か｢赤鮮郡諾｣yこ述べられてレ､ろF,｢元オJ･七年vC成る笛地の縁起vtよると,元西方IUを越

えて,伊田村の内菅野に在って,寺壮廃れて Llる彰 もなかった0時の住持快臥 一日純女 が玉帳
乍 た

を献ずとil1秒VC感じ,山上L,CyBt_A(rl,肋骨の,.･蛇 そ うして立幅を札 快m苗 こんで虹彩 の ま 7f{}/と

t,E･今の舶 相して盟約 槌てたOこれかJi'',I,I.雅 史,J極雄幸であるo｣とo

志GFkt,御丈約 11■1の嫡子入SL-木像の干-i-扱 き で ,.:府 はLLI王であるofJiTl･⊥JI(言宗であるか,

もと,天台斉であ-.たらl,いo (放念をがらtのfl捌 け発ってい72いO )
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幡 降 山 凍 炎 尊 者 門 院

写 寅 10- 1- 1

宝物VC仏銀食時代の経机がある｡ これvC比.

峯寄進

御経机

右為

釈玄曲菩提也

延亨四1列1仲冬 け一日

白井政党敬白

と配されてV,る｡このほかに.鰐口がある｡これvtは,

元線十五壬午年六月吉日

木尾又右術門敬白 ●

と記されている｡ ト

出徒は,山口 ･由敵里 ･町苅EE]･石運専 ･御津銚伊u]･金川vC広がi),約 180戸である｡行耕
し†く

VCは, 1月 大般若法野 600巷を三回 くり返 しで訊む断食法曹0 2月 彼岸臣事｡ 4月 槻死

新地愚駐督0 5月5日 子ともを中心とするお花まつり. 8月 15日 弘琵大師降誕法夢0 8月

17 Ej 亡 くなった人のためVCとうげを取みあける施政鬼縫魯0 9月 金剤如入金の稔金ととも

VC･先祖 眺姫0 10月 也家の 25-50才7tでの男の人の金である山王金0 11月 新穀祭0

12月 釈迦がさとり一昔脱いたおいわいの儀式である成功金o これa. 158-200人 (Jらいの人
じユうどう
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が典7tA,子ともたちが折仏歌を歌 う骨炎臣乳 献茶,献花などをする｡子とも･背年 も｢緒vC参

加できるようVC行事がく7tれ,活発忙行なわれてvlる｡

現在の佐瀬比,幡山光哉氏である｡

(2) 王寺山浄土寺持敦院 (西暦部 )

写耗 1D- 1- 2
笠 寺 山 浄 土 手 持 数 院

2)
｢赤磐郡誌｣に.｢旧名立地山村忙ある寺で,鎌に在る山を遠 く見ると, T匪鯉雨笠の横に捉える｡

そこで,詑山と名づけたものらしく.何時か笠IL1(リ胤y亡,地 ･持 ･寺等の文字を入れて用ふる硬化

をったO此の山鎌は,昔は撫 く,またその必尊 も乙q)なかった｡ところが,観取大師がLJJ上伽藍を造

D始めてから,寺はIJjVC在るも0')と云ふ感を生じ,また,その山を誇 りとするV⊂至って.山観を附

することに75:ったらしい｡ ｣とのべられている｡

芯ぞ与は薬師如来で,軌守綻山王｡天台宗の寺院であるo

宝物VCは,阿弥陀 ･観音 ･勢至菩薩の画傍のある古Vlかけ軸と,光9:占年 (1占占占)7月11日

づ叶の.丈肝をはしd),数多 くの古文岬も触ってい;So

攻徒は.束軽部 .西幣部 ･今井下 .北佐古ELJ下 ･順位盲EEI･由沖里 ･町利払で,約500戸である｡

年中行駄Ii_･あげてみると, 1月1日･2ET･5日 )J&正金, 1月28日の閉幕,記念 [-i, 2月 15日

の漂償金, 4月8日の揮串降誕会, 4月 15日の純u大明王, 6月4日の博教会. 7月 15114

･15日の孟朗後金, 7月 20日の施 餓 鬼金. 8月 18日の宗祖降誕会, 11月24日の天台全,

12月 8日の珂専戚適合 である｡これらの行 少壮,天台寮の寺院に共通 してみらILるもの/t-Jが,

4月 15日に行なわれる淡的大明王比 ,軸人柄を直す祈鹿のことで.笠寺!(ErTで行なけt'Lるもので
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ある｡

現在の住職は.片陶軌道氏であるO

喧) 菖蒲山西光寺随綾院 (出巌 )

写在 10- 1- 5

苫 蒲 山 西 光 寺随 縁 院

寺院台t脚こは,｢天平勝宝元年,報恩大師孝謙天皇之奉勅命吉備四十八ケ寺創立其-ツエンテ芯

{3--行基菩薩 ノ作ナリト云 ヒ博 フ｣とミFFかれているo

茶特は,阿弥陀如来 ･観世音菩薩 ･大妙空■菩薩の三尊の立木係であるo丑年はllJ王O-天台宗の寺院

である｡

宝物に拭,直径 1.4尺 ･厚さ0.7尺の町鈍魁鰐Ll･/ハあるOその鈍L'Cは,

備前酋潤西北寺常住大願主浄河｡,

永和二年八月二十二日

人工雷同友水

と記されているDそれから.破損托結け しいがす もうとDを投写した写実的な仁王門の仁王があるO

焔祐也 今井U)一部 ･多で.L;･出藍 ･15壬小原 ･小)17]:･坂辺 ･-F分 ･惣分 ･吉Jl二町山ノ上で,約 250戸

である｡

7Trも,血裡払 寺院台帳vc.｢-B治年中碓弟 ｣と記されておL).赤額町の木造建築物では食も古い

ものであるD

T)L在の往耽虻,内藤舜戒氏である O
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L4) 金必 1｣J-E溝寺妙党院 (大鮎 )

-'坑j;1D--11 4
金 塊 山 iE拍 車 妙 先 院

本竹は 阿 弥陀如来で,rJl1.LvC虻,塑観音の北限価があるO鎖守は山王で,天台宗の寺院である｡

宝物打⊂仕.経机かあ'730その鮎(,Cは,

天fE十八年庚刀 'J:-_j】吉El

仙IrlJLiEj住上値部金泉山聖満寺常住

と記されている∩

唖徒は,山手 ･大島 ･下身の持弛 ･惣分の一部 ･佐伯町皿や ･吉井町八EもLtI･吉井町平山て,料

2 00戸~ある｡

槻在の住職は,神谷濃膿氏であるo

(5) 稀釈LIJ日正春(町苅Eu)

以如ま,御於町 日応寺のLil張 Dで.院号総花上院1T,庵寺が油称であったo I)招二の赤酔 il学校

の附近vCあったrt光春o')隠膳所として槌て られ,はっき9した記鎚は75･iいか.俺として 200年

Eliと経過 したものらしい｡庄光春舵,光政の甲良止を･受けて焼かれたが,ここは雁寺たったので焼

かれずVC残ったものであるらしノいO (大野李正氏のお話 より)

明治 55年 (1902),稀釈堂として辿てられ,昭和 28年 (1955)5月 16日,宗教醒人

｢目迎策 ｣の包括Bl体としてでは71く,艶i'L寺院として#L可を受けた｡親睦物は,り'd和 54年 (

1959 )5月U⊂姐てられ.-A-堂E,i昭和 42年 (1967)4月 2E川⊂完成-された｡
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写真 10- 1- 5

t

帝 釈 山 日 正 寺

末年は.日蓮上人の兵定の大慶茶羅で,鎖守は帝釈天王である｡日建窯の寺院である｡吐硬は,山

階町西中･･町苅田 ･大苅田で.約 190戸ある｡

4月占日の創立記念柾夢,8月の盈施餓鬼法野, 10月12Fjの金武庄野,以上三大行事がある｡
えLF_

現在の勧批は,大野竿正氏であるo

備前の天台宗の寺院vC払 お魚の禍 である施餓鬼iiL'⊂特色があるD比叡山の響比 rこ伝わる配上

げ鮭助の依式と同じものであるO平安時代は.写経か盛んで,法華経も盛んvC等放された｡この法

華経写経を読みあげ,仏 様 に供蕃するのである∩天台宗の荘厳の甲で雷啓なものであD,平安時

代 非常vCqJ誼かられたoこの事転が,横川と備前地方嬉けほ残っているのであるO .

琴線の法頚経の表紙vCは,

東ノ座

如法行蘇原作法

曹蒲山

西ノ座

如法行/#厭之作臣

P_冒光専

のよう化好かれているo

lド



(tb 神 社

西大寺観音院所蔵の備前国総社神明帳には, 125社が記収されてV,る.その赤坂都塵 27祉e)

甲V⊂,片山神社,天地FT.社,神横議彦神社,松尾神社の･名かみられる｡これからそれぞれの神社に

ついて取 9あげてみよう｡

(i) 片山神社 (由緒里 )

写鼻 10- 1-1･d
片 山 押 杜

鳥取上村役坂資料の中VC,本社由緒の記されたものかJ5ったoすなわち,

創文年月不詳 宙餌総社神fy]帳二片山神社u｣太氏五二正四位上片山大明神 卜紀オセン仙前鯛式内

外古社百二十八祉ノーナリ 郎 甲片山神-又ノ郎名腎背馳,q子Itgi甲エンテ迦毛大明神 卜申シ元
山頂二銀座永楽凶年山鹿二轟凄片山大明神 卜改称 正三位 ヲ脱 ラン 大昏条 ト-朝峯 ヨリ供物ア

リ 延音式赤坂郡ノ部将三社ノーナリ(当社旧貞己)孝鎚天皇七十二年書備若 日子越王子播ノーノ

同恐賦征討祈庶 鉄兵後社殿再皆 (当社旧疏r比だ字 )天平二年九月雑著 (当社旧記 )相和十年

五月拝殿ノ幣殿社務量ヲ改矧 El祉領地之nJ八反≡畝歩アリシカ凶主宇喜田在家二没収セラレ改 メ

テ一反歩切半九斗六升ヲ交付セラレ(当祉旧記 )陣 .Jテ#JLl時代旧帝王池田家 ヨリ社債-石四斗四

升 ヲ寄附セラレグT) 大正七年古月村社御崎神祉 昭和th7年六月村社熊野神社ヲ何 レモ境内末社

トシテ奉紀ス

祉掛 土郷杜で,式夕ほじであるO末社に杜上記のほかに,稲荷社,破園社がある｡

氏子は 12 0戸で,由縫虫がその昭卸である｡竹串には, 1月 1日の元且祭. 5月10日ころの甘
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u待祭, 5月28EJQ)春Q)大祭, 7月26口から月末の他に行なわれる大疎い祭, 10月14日の

歌の大祭, 10月末とろ行なわれる秋のLl自称祭, 1 1月2□白とろから24, 2 5日に行なわれ

る新穀感謝象かある0番の大祭 ･秋cj大祭vC比, 40人-5□人が倉せい9するか,普段比,神職

･区長 ･区の総代が式V⊂参列するだけである｡改札 末社の碓園社で紘, 7月 14 ･15日VC原 .

久保 地々の人々か別(,Cおまいbする｡

社司は,物辺繁簡氏(御路町石上 )であるO

堤) 天地神社 (乗艇部 )

写其 10--1- 7
天 地 神 社

株札に払 次のように零かれているD

大文ヨ1)元和弐迄雑株札有之依文字古ク品軌 今新横軸 fli-者也｡当者八幡宮破滅ノ執 天文十一

年壬寅三月八日也未刻,井由来ノ郡 ノ､,既出窃国住^児子民部隣包触役神妨シ則チ迄此威令乱入
取,先松田孫次郎甲参シ赤松般成給フ敵二依耗放当社俳神モ合破却,共時僧俗万民.政戦材破取

確或-一命被等者有,山敢為柄 卜旧畑牙広野二放り去 トモ赤松毅ノ軍兵-枯一命粉骨ヲ依 破袖
レ′レ′

庶子埠兵或盈引退確｡漸ク盈依り静益ナル-当荘ノ僧俗為,神栄明晩 此杜唖ヲ再興ス共時天文

十五年八月朔日材木取払 明-八月什八r:l御述宮也｡共時二織田惣髄軒 十亀 岡木所代孫右裾門

札 立願 為 成就 之 艶年 頃 主 卜何公文巷扱叩方,同田所輿三右兵衛尉,総神主 トモ是也
L/ = Jt/ -一

托那而値理苑 本鞘了海軍,但ujJ偶守之住1L,Y]也,別当南泉方,神主イL諸相卜五郎右衛門尉,大工高山

頭梁故兵術尉｡御調人数之軸b五十人加十･lA.luIJJu,TL十人触三兵術方,五十人修埋死方,五十人壌
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r卿 1方二十人 八兵衛尉,二十人蘇九 二十九人指=.軸方,十五人文七郎-jj,比外宮方庄内之万比

男女Ji;･一紙半銭竃㌔ 助鴫プ ,ii,11弓之れ ク他捲l;Jル叫 如ヒ凡乱 天上安穏伍徽塩賂 諸人快楽･

恕)似ヲ粍凶二令ノム退散 Z=云

千時天文十六年丁末 両方寺 抄輔

九月:-_EI 執 rlL 永稚

在生U_q十

明治四十年,指定村祉となった｡末社vCは:,疫糾押汁.その他 天台豆女缶,出芸大払 海産神比

和ぷ神社,愛宕大権現,稲Tp'f神祖 伊!j車神宮等があbb,祭神帆 伊邪郷任,伊邪郷糞の二神であるo

氏子は,旧軽部村で,多ri'.出鼠 北佐古旺L七戸Ĵ:J,iVlた全部V⊂広か9, 250戸E･aどあるO

行･lt,として,元且!払 5F15日の藤祭り,旧6月 日 日の砥幽祭,lrFJ= 125日の和鮎神社祭' 10

月 15Elの全町で行Trわれる祭がある｡これらの Lh-･,･1‥ 昔総店7i=とかLqjてVCさやかであったれ

今は参拝人の姿だけと在っていろ｡･.iた 10Jl15EH)奈に托,みこしをかつ ぐ･/U㍉ このみこしをか

っけるのは東軽部の人で,曲ぜ冊の人は天狗の桶をつ11,今抑 1都子の面をつけてお仰の役をし釆磯

部たけをruIるO

杜司拭,吉田三此氏であるO

㊧ 神林歳彦神社 (大判Lll)

写克 10- 1- 8
神 損 壊 彦 神 社
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宗教法人 ｢神根蔵彦神社｣規則から由緒を抜き甘さしてみる｡ 】

由緒 創立年月日 元藤元年

延菩式 包史所破 総社国内神名帳所献 懲社格 村社

当社は本国総社神明鵬vC神根歳彦神社又山本氏本に正五位下神根歳彦明神と記載せる備前国式内

外古社二十八杜の-なり

祭神は大歳神で.f苑内末社vCは稲荷神社と出船神社があるo

氏子は,大苅田,東串田で,約 125戸であるO仇祭L/Cは, 10月15日の伊原 ,正月1日か2日

の新年祭があD ,約 1 00人偲 どの人が参拝しているo l
し

神官は,小坂東臣氏(山階町仁保 )であるD
もとふみ

せ) 松庵神社 (坂辺 )

写克 10- 1- 9
松 尾 Hl 牡

元弘 2年 (1552),上軽部郷の十一ケ村が魅力してこの地方の郷社として発 ったものであるO

蒐文5年 (16ム5)に火災で焼け,点字5年 (1686)義行の俣野治平の呼r}かけで近郷五 1r

村の庄野の発起で再姐された.大正 2年 (1915)5月八幡宮を合祀したo

祭神恨大山咋命で,閑軽の神 ･雨 の神として紀るものが多いO末社tICは,乾固.稲荷 幽司の三
洲 くひ¢冬こと

社があD･改姓の東方VCtl･花樹岩の竪石二個かある｡｢此の-Bに,神様がお遊7Jに出ておられたO｣

と言い伝えられてV,る0枚前は村社で,氏子に約60戸である.

お索つり行如tr:払 4月15日の八幡林の.i,ほ っD. 10月 14･15日の大魚 (200人ほどの
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人た らが参拝する ), 12月15日の小奈がある｡過去VCは神輿行事かあったか.今は全然71い｡

7tた,帝展祭 (古 くから住んでいて神社vE舶俵ある人だけが集まり,新たVこよそから来た人払加え
FJ

ない )もあったか,戦後やkT)でいる｡

神官は,藤井勝見氏であるo

細 都塵27社の中忙比含紬 てV,帥 か,F)Eb掃正しくして谷宮を逸れた ｣と｢赤磐郡削 vC

記されている多n'神社vCついても,次vC出してみる｡

哩) 多'L1-神社 (多判)

神社明細帳vCは,八幡宮の末社とし,条仲仕,伊怖 ･伊弊冊の二神と記されているo戦前は村

社であった｡

子どもの守新 中(寿命の神 )として昔から近軸の信仰のまとで相当数の参拝人が くる0 5-月5日の

春の大祭L′こH,剣道の試合などが行なわれる.-また.軒撒きの行事 もある｡rFld月17日VC比良の

大祭があるO

氏子は,多賀約 100戸である.

在_Ll,境内vCは.組合式石村の虻がた くさんある｡

祉司机 友次他項氏であるO

赤碇剛vCは神社の故が非常VC多いと抑こ店レ､たれ 昔は信仰心が厚 く部落Vこ一つとい う仰向か1っrJ

たo Lかし現在は蛙帝的vC神礼の維持が困腰に72ってきている｡このためVC,｢合絶 し神社の故を
-181-



減らしたらとぅ7とろうか｣というような意見をもつ人もあるo押祉維持をどうするか考えてみたい

ILr]組であるO

(C)､敷金け｢

次vC取 りあける5つの敷金桝もさまざまな年掛行1jtを行72い,住民との深い蜘わりをもっている｡

以下,,記してみょうo

① 黒住教教会所(由雄里 )

叫桁 5 d年 (1 9 0 1)創文o

Jhl一従戸数吐約75戸で,由紳乳 多孔 町苅臥 位盲臥 瀬戸町にある.

所長帆 清即右正氏である｡
)lヽ1丁

② 金光教榛部数会所 (西擬部 )

大17 1年(1912)Llrl立.

教毛利d:柿?0人｡何級Hl約500人で,鹿部の人がE-･'Lとんとである｡

iyT長は,大岩一正氏であるo
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.⑥ 金光教笹仲裁会所 (惣分 )

写11日 0- 1- 15
金 光 教 i-間 数 会 所

大正4年(19 15)11月2日創立｡

教徒は約 60戸,侶徒比約 25戸で,坂辺,下身小汚とんとであるD

所長は.大森雑書氏てLIDるO
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㊥ 天Pe教卸倉分教会 (西軽部 )

天 理 教 和 倉 分 数 会
写真 10- 1- 14

大正 15年(1924)5月 5日創立｡赦従は 占人,用木 49人.信者約 60人で,西軽部,今井.

東軽部の人かほとんどで,佐伯町.軌 山町,吉井PT,周山市の人も来ている｡

所長は,罷利天氏である..,
とうし

㊥ 堂イ土ス金復活敷金(酋腰部 ).】

l▲

LI

rPp克10-1-15

-L18Li- 空イエス全役倍数食



地利 5占年 (1961)1月9日13I15[_o

lpJ者は 45人おD,西軽1弘 青井町,佐古tfl,it一握乳 坂辺,佐伯町から来る｡

伝由師は,態利登志子氏であるO

(a) 仏前法華について
4)

剛 ヒ朝時代の初め,大党大僧正VC.tって日蓮'i'が9'i下L,t伝えられた｡そ して｢僚前払華 ｣という

呼子rriは'約4 08年ほと'jiJYCLlこったQ江戸fLyrCL･J史IFあるい仕口碑(･{よると,六度大佃正か,決

野村の後席寺を創ItL,二Ej市vC妙勝春をl崩V t,･L 乙)那.如融E儒 家の始せりであるらしいOそ して

大党大作正が京都vC捕り,脱TV〔･おける日蓮宗の.加数帆 大兄の心弟EJ卿 こよって引き続き行なわ

れ.以下の日避宗寺院で妙山寺から附 して抄発音の末寺になったものか中世には多かったO室町期

i'C入IJてからも,備前vC･かけろ荘葦毛t免庫の主部,工.妙党寺門m,ことVこ金町LfJ助から職幽畑作か

けては'松Efj氏の保護のもとにその橡盛畑を迎えたo松田氏はその武刀と政治権力を背恩vC,執内

の他宗寺院を自重宗忙■さかんVC改宗させたのてある｡

｢文叙 A年 (1595).鹿山大仏倣頚の時vC苗 って.E)野末の酪寺vc対してもFr]様,千僧供藤山

任e)命があった｡ところが秀吉は日蓮宗の信者でないから盛狂者で,もしその感泣者から供巷を受

けるなら(,ir,宗規に反するとて,京都の本 岨如 亡会議を起 したが,多 くは秀吉の威勢に恐れて卑怯

にも宗規を往けて,大仏供養に出席LたO独り如虎寺の日炎上人は:,大にその不可Ii:鳴らして,大

仏供養出席者の非を攻曝したO ｣と｢赤好部課｣851野⊂記されているか,こe)ことで,5()妙免
上 寿日奥を派租とするOを華鮭のイ古老でかハものからrl･臥饗をうけザ･経輩謀の僧侶以外のもの-

描財物を施さ在いとする宗派 ｣一･一-I-不受不汲沢と｢転華経以外のものVCはむ･ろん供蜜すべきで

後許=ざれて京都に捕ったOそ して,日蓮宗の大樹拠地である備抑 ⊂4i-_uJ巡錫 したO

兇永 7年 (1占5□)2月21a,El亀 ･El逆に{.ilいられ･る洛階数等系の受不施沢である才延派と

E]JA･･日樹 IE]慣ら舶来敏学派の池上沢が対諭 した甘地対鏡が二かこり,不受不施派は茄術C)弊正否_･

受けた0

第文 5年 (16占5)5月,ji'[･府け不受不地脈の寺紬を蘇し~た｡!ji突上 日蓮宗不受不施派比,千

リスト教とru=,卸 屋禁の宗派となったのである､そ してこれから6)輔釦地方か長 く不受不施脈の地

盤として存続し,僧侶や信徒の多 く机 TJ:府や感からのは しい抑圧のTvCB](信仰を守9続けてVl

った宗門の歴史｣か始まった｡この歴史的背蚊pCは,｢LP也以来の鵬前紅紫宗が妙党寺のr】佃 であ

った｡ ｣ことかあげられるのであるOこうして. コ軌比重の呼称払 備前不受不施lてつfrがってい

った｡不受不施派t,C対する迫苫打放しく,触')可忙▲.tける□蓮宗は往時の~面影がなくな9,かわって
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其官宗が城も援勢と在り,｢備前法華｣から ｢備前央言｣となったO

そうしていくつかの舛圧を･経て,明治9年 (187占)釈1]正は目指派を再興 し,金川妙党寺を本

山として不受不地脈t･林し,釈円心は幹高派を明治 15年 (1882)再興して不受不施辞門派と

称した｡

池田光政は,瀬府の'宗教政筑 思想,草間などの立毅から,寛文 6年 (1日 6),寺院的 決 .

神社怒埋 ･キリシ,9ン神道捕制鑑の採用という大胆在寺社政策な行なった｡こうした政策の中で,

日,-p-jLJ;不受不施派t･J-i,兼府の不受不施派禁制tK:則り,同派寺院の弾圧,僧侶の追放,信者の処罰を

されLliも′適しノく弾圧を受けた｡

で(ri,赤坂町でけどのような弾圧を受けたのだろうかO ｢utl馨滋｣をもと'r-以下記してみる0
71
光女年諸郡廃寺

｡町苅田村 東光山妙立寄 本行坊 一

本寺金川村妙国専 任僧山寺 寺屋敦畑炎賜同村甚兵衛

otll津里村 要法山 新福寺

本寺関目｣蓮呂寺 住僧恵音遊俗改名惣太夫神職と成韻氏宮後行衛不知 寺株田地始賜惣太

夫後腸同村彦七

o大利出村 苅田山 i'j:.光寺

本寺金｣榊寸妙国等 住僧円住坊還俗改名与右ヱ門神職と成 寺株田畑賜与右ヱ門後家絶

｡大苅山村 苅凹山 明金寺 日 蓮 宗 生憎教光坊山寺 寺株EEIJl･田賜同村遭俗人与右二門与右

ヱ門家絶後村作

o小原村 東光山新袖寺 数凄幼

本章矢原村宗祐寺 鮭僧遭解九郎右工門神都に成 寺触 Il地政矧ml人

C,正柵専科 冊本坊 天台宗正満寺々申 住僧曳船十郎宕三門惣分村-引越 寺御 覧同人寺跡後

旭化成正満車碗偲院 d15人

末文六年弗=n淘汰後'/C於ける還俗家一覧

｡嘉左郡大屋村那 人 ･

正徳四年午

赤坂郡大屋村神軌藤井権之進病死仕候に付二弘上

｢ Jl.2摺BlE捕寺住持妙党院寛文年中に還俗仕

入屋村へ罷超藤井仲之進と改り同村氏宮神主 拝御郡神戦組頭位とも梱務申し僚

｢ 皿畑-町二反五畝廿七傘 寿株

｢ 田島四反七畝十歩 年 賞々求申し疲
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｢ 林山大反七畝内 三反七畝 寺分三反買求

｢ 政一畝 自分蚊

右之過先年還俗之節啓上申由

右之内

畝数七反九畝四歩

権之進弟樺兵術桁上別家仕せ侯何社L申し候

内二反七畝十七歩

買求地之内地主方-取戻し申候

同二畝

荒に引け申候 .

同五畝

売申候

林山三反 I

右権兵衛方-過

残て五反九畝十六歩内五畝三歩山手村-出作忙て御座傭唯今

林山三反七畝同断

政一畝 同断

｢ 右権之進跡家内七人但件主席廿年前より名代肋仕候

午十月廿七Br大屋村名主宰上

口 上

LJT: 米七石三斗六升六合 赤坂郡大畠村棚 藤井権之進

右御米大屋村側下札御物成之内御立地ね丑来 り候右仲之進当月五El病死仕候同人義元来

還俗人'lcて御座候被為造米御立米之血可払政教奉祝候午九月十日大在屋河原毛村孫六郎口

上番

怖之進儀還俗米七石三斗六升六合扱近来家内七人にて唯今まで之持株五反九畝余所持

仕候-共疎外不勝手IrC獅杵候由之抑 寸'(.L御座候然共還俗仕候節寺株-町余山三反七畝外

L/C七石余之御米被造候-は御頻作壮大舟之fhl/こ御座候株之内七反九畝余弟IrL分け適中由

此段は自分作廻之儀に御座候-綻可イ土堤も撫御座候当時不勝手相成申候とても元来過分

之破過'rCて御座候-比此度代磨り以俵は立来 り米一石御減し可被成故左様に披仰付候て

も外選俗人'K引合風儀へ壮不比忙l.L且へ不申候尤唯今の持株も五反九畝鎗御座候へは右

之通'lC破仰1てJ供ても渡世なり不中程之儀牡有之周激と奉存候

午十一月五日代替りに疾-姥在来米之内一石威し向後六石三斗六升六合立TiIiitl候

光延二年十一月

藤井主情病死悼竜岐-六升六合御減大石三斗立被下
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安永四年九月

大屋村神職藤井主席六月病死六石三斗之内五斗御滅残て五石八斗伴徳之進-立被下

平和二年三月

大屋町藤井徳之進病死に何故遣米五斗御狭五石三斗件他之介へ立被下

o赤坂郡店舗山村還俗人

赤坂郡菖蒲山村還俗人助之丞寛文六年還俗仕

同君町｣､原村奥天神宮神職役和動亨保八年病死 .

右助之丞前病身LK付乎保二年より倖助七郎神職役被仲村

乎保十三年

赤坂郡矢原村寺領高之内にて端七斗七升二合同郡苗蒲山村還俗神職土井助七郎に破過来IjCて

右御物成五斗二合夫口糠薬代五斗四升五合毎歳矢原村より相渡来申候然ル処助七郎当年病死

仕陣市太夫神職相続仕申候右遼俗米如何可披仰付候哉十一月菖捕山矢原両村名主現審

右に御郡日附付紙現之上四升五合御滅五斗樺市太夫に破過也
l

｢ 高七斗七升二合

此定米五斗四升五合 し

右之内

高七斗八合 怖市太夫に当年より被追分

物成四斗六升 免六ツ五歩

又四升 夫口糠薬代共

高六升向合 代替故此度御減

物成四升二合 免六ツ五歩

叉三合 末口糠薬代共

定米合四升五合 上 り米 但朗方御蔵入 ●

廷耳二年丑

酋浦山村土井市大夫丑十一月病夕闇 辰之助祉役相続立来米五升減四斗五升辰之助へ立被T

還俗人土井辰之助欠落仕供付被並米之臓中山軸考候処左之趣にも可有御座哉

元来還俗米(ri其家内育渡世指番に被遼候御趣意之由左候-は当時辰之助欠落仕候ても跡

家内祖母存生之内英傑被造死後御取上 当 何 百御盤哉勿論神職相勤候付右之米被避候と

申義にては無御座候問共感立韻遣僚機に奉有候-共小々宛御減彼遊ばされ候御趣意も御

座侯聞四斗五升之内五升御減祖母へ吋被並裁
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1ヽ
… 十一月 御郡 日附共

是窺折方記銀に不兄とも次発子年に拠考すれば跡家内-四斗立被下 しと見る也

宝暦五年

赤坂郡矢原村古寺跡寺領米之内御米国斗同郡菖蒲山村還俗人神職土井辰之介跡家内-禎避

来候処欠落仕御断中上御帳面外被仰付償間

右御米如何可視仰付哉

子八月 大庄野′ト鎌村 治兵衛

本文還俗人士井辰之介跡家内へ故遭米四斗御取上開方-排候様可被仰付親

御郡目付共

右十月廿三日御崎済

以上のようJK,赤坂町でも多くの不受不施派が弾圧を受けたことがわかるO

(西 原 明 子)
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2 民俗と行事

赤坂町は,由経里 ･山口･小原 ･7分 ･今井 ･殉佐古田等の諸村落 (現在の字 )か,明治 22年

(1889)Vこそれぞれ,.rL･取上村 ･軽部村 ･笹岡村の三村V⊂区分され.それが昭和 54年 (1901)

tji,行政区画_上の一つの単位vC統合され,今日にいたってV'るo

この地域の行事は.主として,正月V-C行われるもの.急VC行われるもの,そ して鼻水vt鵬するもの

の三越vc区･分することかできるが,I_その内容は,.もちろん村落ととK差がある｡ しかし,一般的にい

って,正月と盈vt行われる行事は,比較的共通性かあb,どの村落でもふしなべてみ られたが. 地 軸

vC鵬する行事は.その内答に迎いがあるだけでなく.tった く行われてい72い村落かあったD,その

JT多態は様 で々あったo Lかし72から.明治以降のEt_画濃度が村落との間の様々を交流を促進させ,村

落の独自性 ･特殊性をしだいに消失 しせめ,現代文明は姓氏の行事vc対する意識IP考え方を変化させ

来朴で無垢で東砂を何かを奪い去 ってし7tったO特vC,敬後の暦の変更と生活様式の変化は,行雄vc

も床い影僻を与えているといってよい｡このような変化の結果.どこVCおいて も行事か単調で色あせ

たもの'jt在っているし, ことに村全体が行う行glというのは,家庭で行 う行もi'rL比べてその蒙過の政

が敢しい｡形旗が様々といっても突膜性大同′ト舞なのであるO

ということで他の村落と比べて著しく異った行事とい うのはあせり見られず. したがって行事の比

較ということもあまりでき72かったのたが,以下赤坂町の年中行事について,調べ得た限.Dのことを

記したいと思う｡文甲の行水の期日VCついては,人の記憶vCよる故,正確をきすことかできなかったo

多/少の誤差かあるかもしれないことをことわってお く｡

このレポー ト作成vEあたって,北佐古田の時本信男氏 ･西窪田の橋茶正好氏 ･多賀の若林太一郎氏

･今井の光好照太氏等その他多くの方々 から弁韮在お話をうかがったことを感謝 しておきたいDまた,

大久保氏から重曹を較科を提供していただいたことにもお礼を申し上げたV､｡
二▲†一

年平行沓 p

元日VC行われる｢正月｣は,EI本古来から山大の年中行事とされ,それは現在T=お人々の心の甲VC

根傾 く残っている｡この｢正月｣から,その年の年中行事は始まるのたが,ここではその準備の劇塔

から脈を追って,以前行なわれていた行事をqJJLに,変化していったもの,-iた新 しく現代の行水と

して行われているものを取b入れながら.述べてV'きたい｡

師走の芦別 Ld(と,寒さも一段と厳しくをD,それぞれの家庭では,行 く年の仕水分さめと来る年

の正月准備t,ことあわただしい毎日となる｡正月鞄偏の口火をきるの払 12月 15日で, この日を｢

正月のコト-ジメ｣と言うOそして,この日山から/､ソキ告的って家族の者が一年中使う新 はっ.10J唯
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-シギは的天 (名を天V⊂血ずる棟vC,笥よけ )とか,哩 (この一年堅固で凄省t,L過ごすことかできる

ように )であった｡それから,i,鮪 り作Dをし, .竹で花街作9･腺痛立作Dをわい,止月新切りと

次々に正月の堆偏を行なうoこ0')bT切Dの薪は正JJ三 EJl呂】のためのものでのぶ (のひのrJと育つ秘 ⊂)

･群 ･ (まめから)の木を必ず切9そえていた0 1 2月 2 5 ･2 6日塊から,家の大掃除をする｡

いよい,EiE月か近つくと,との家でも杵の音がrdi,餅つきがはじまる｡ しかし. 12月28日(部

筒 vCよって1,129E)につくと,火難かあるとい-'てその日は避けるoIE月餅には,鏡餅 ･九㍍ ･豆

餅 ･あん餅の他に,｢オティ- レ｣といって.餅tLあんをまぶしたものがある｡ 12年 5 1日の大仙

日VC帆 仏棟 ･相称 ･入口等vCL-飾 りをつけるO一年中の慈Biを追い払うための行都 として,飴の軌

を柊の糞と共に出口へさす家もある｡7tた,こU)ElH恥そ吐 ･年越そばを食べ,借金かよく切れるよ

うにと願って,行 く年の軸後を過こす｡このrm現世で仏 12月 2 4日のクリスマス ･イブrこ,クT)

スマス ･ツリーを飾T.て祝う家も多いOその他,部常によっては鹿北のih･作を祝った行窪iもあるが,

それ(1後述する｡

元日VC払 .早朝t'C氏神梯vC参拝する.その年の呑J勺安全と繁栄を願って,以前に牡,iJJ旨旨をすます

と.7千万 (恵方 )から樫等を切って千リノメi:｣,それから,家の主人が水神様vC祈 って,-/平方

に向かって水瓶vC若水を汲み入れていたoそして.そのElは頗洗いから便所vCいたるまで,すべての

行勅を7千万VC向けて行われていたoまた,正月lこrlどこの家でも雑煮を祝うが,昔は1日は.その

年がVCこる(繁柴の窟 )ようにと断って昧槍の姓煮.2日はぜんざい, 5[]は正月の終り(正月が済むO)

ということで,i,澄1し(L Lう抽 )の雑煮と牡かりれていたD現在では,一般vCLl覆せLの雑煮が

多いようだが,昔の通bvl=行っている家 もある｡元日から5日までは ｢三11日]｣と言って,仕-*休み

の期間であるが. 10年師的までは,その 5日間子供連作 日誌古来の凧あげ ･羽根つき･独楽回し等

を楽 しんでいたが,今はテレビを見たb,パ トfントンをしたDという横vE変 -Jてきた0

2日は｢省き初.V)｣,たが.現在で比心ある者たけb-L行っている｡

4E)は｢仕-3初め｣,今は2日VC行われてVlるO

5日は ｢五El正月｣で,お澄ましの雑煮をして祝58

7日比 ｢七日正月｣とか｢良民正月｣とか昌｡て.大昔は,万病を除 くためl'C春の七草(仏座 ･芹

･御形 ･T=ずT1.はこべ ･すずT=･すず しろ )をいっしょVCたいて食べたらしい的 近世vCT=ってか

ら托,様々で,なず攻たけで雑炊する所もあれ仏 .なずなの他にほ うれん草 ･白菜 ･緋を入れる所も

ある｡

この日小原の方では,未明に戸主が起きてお供なし.ウシンガ(牛毅 )･舟等の出具を全部む しろ

の｣=Yこ奉って, その日1Eは 祝いをし丑 作を祈二た｡

9E]は｢lLJの神祭り｣と言い,この日山のrP辞か涛辞Dをするので･その流れ矢に当たっで箆我を
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したり.病気Ii･したりすると言われ,山-は-JA;:も足む入れる者はいなか-_たOそして,山の木が一

日も早 く大きくなりますようVC山の神様 ＼祈-_た｡老人は今でもこの日は山-行かないれ 若い人連

結迷信だと言って,平気で山登DをLているという話である｡

14日は｢土滴 りはやし｣, 15日は｢とんど｣と言い, 14日に正月に各所に飾-_た〆飾bをお

ろして,翌日とんと場 (各家で決ま-_ている)で燃やすO この時.2EH/C音いた解き初めないっしェ

Vこ燃やし,その次が高く空に上れば字が上手に在ると吾われているOとんt'lrcあたると病気をしない

とか,その火で正月の供え餅を炊きそれを食べると轡康'Jrなるとか言われ･それは現在でも行ってい

る｡

2Oに‖〔は,二十日正月｣があるo これは｢女の正月｣とも言われ,正月中客の接待等で忙しかった

女漣のための正月で. この日たけはのんびり休むC.とかでき,′J､豆軌子を作って祝ったOそして,こ

の日には遠隔の菊名な神社-診詣する人も多いと言うことであるO

以上か.正月の主たる行中であるが.次に年の始d)の姓村そらではの行単である｢八竜稚｣を取bあ

げようO｢八電離 ｣は今 披 行われていないが｢百姓始め｣という形で残っているo｢八重怒 ｣は旧

低 1月 11日(現在,7)｢百姓始F'｣は新暦 1月 11日)に行われていたo惣･ji･下･ji等以前の征岡村

(坂志のあたりはまったくこの行事はない )で払 この日の朝,未明に起きてそれぞれの鍬をWにし

て苗代田に行き,｢ヤレポー ･ヤレポー ｣と言いながら鍬で｢の｣の字の逆｢.ヾ｣の字形に耕して盤

作を祈 って帰る0-刀,その他の村では.たまって雷代田IP:行き,その年のアキ方に向って三鰍半耕

し,その帰途非常に大きT=声で｢ヤレポ一 ･ヤL,ポー ｣と叫T}つつ自宅に帰b,帰宅後朝祝いと称し

て家の前に,その年に使用する盛典一式 (鰍 ･ウシンガ･マンガ等 )を並べ,餅を供え雑煮俳を食べ

て五穀丑篠を祈 り, このE1-日は仕-Iltは休む｡

2月(GI-入るとすぐ(a:,｢小正月｣･｢ヒテェ正月｣(2月 1日)と呼ばれている滋後の正月を祝うo

この頃になると,前年の餅もをくそ -_ておi),再び餅つきをしお澄ましの雑煮をして祝う｡

2月5日L'jlの｢光春 ｣を過ぎると,赤坂町にも春の足音が馳えはじめ,藤の行部が行Ibれ為.その

最抑Tui･ 2月4巳の｢節分｣である｡どの家からも｢鬼は外,福比内｣という声が馳こえていたが胡

在で托その声も少Trく在った｡

2月 H EHd:I ｢建国記念日｣で明治から終戦まで続いていた｢紀元節｣か,昭和 4占年 (19gl)

新たII7:祝日とTrったものである｡

5月 21日は｢彼岸の中日｣･｢春分の日｣でこの日の前後 5日をあわせて 7日間を｢彼岸 ｣と言

う｡この日には草Bj子を供えて,家族が遊歩DをするQ この風習は,現在でも戎っている｡

4月SEj･一ケ月遅れの｢ひ72祭b｣を祝うoj｢女の節句｣とも｢桃の節句｣とも言う.今から

50- 占口年前にたし ｢ヒナ7ラソ｣という行!11もあ-=たが今は行われていZlh0
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5月5日は ｢端午の節句｣で,前述の｢女の節句｣に対する｢男の節句｣であるOまた｢菖棚 ｣と

呼んで, 碑の木 ･茅 ･~綱 を束れて屋根に授けた9苗蒲風呂JlC入ったDtI,･繕除け,史病みにならな

V'と言われている)柏餅 ･ちまき団子を作る家 も多かった｡その他鯉のほ少を立てた9武者人形を飾

--た9する｡現在では｢子どもの日｣として祝日にを-_ているか,昔の風習はあせb残っていないO

このほれ 部落部落'K｢おE]待ち｣･｢お当屋 ｣という行事か行われているれ この行的こつVlて
は後に詳細に述べたい｡

このあたりで春の行串を終えて,炭の行部へ と進んでいきたい.夏の行事は, 6月 1日の｢ロッカ

ツヒテェ｣iJ･ら始-1るoこの日l/Ciは.者荷の東で包んた鏡餅 ･焼B]子を作b･夏甲の健康を析 -_たO

これはち1つとした-giでも｢やJgもち｣をやく72とt̂う意味が含-iれているとかいう話である｡

この日を過ぎるといよV､よEEl植えの･/-ズンとZtる｡出穂の蝦初の行番は ｢ワサクエ｣である｡こ

れは自分の田んほにはじめてuJ稚えをした巳を盲い,相の豊作を祈るo北佐古皿tG=は,現在も免tf)が

保持されており,氏子全月で自分の田よりも兜･こそ このEEl植えをする｡以前は女千(女子は不浄を者

とされていた )o')入出はもちろん畔迫を.通る敵 城 されていなかつたが.現在では生兜の逢い女子

だけは許されているという蕗だ｡そして,このnlil.見えを氏子の｢ワサクェ｣と言い,それから後,自

分のu]の｢ワサクエ｣ができるのである｡ rワ･Vクエ｣が済むと｢シロiテ｣と害う行啓があるo

これはD]柏えが終って苗代床がなくなった(みて′亡)という忠だろうと思う｡｢ソロ〈テ｣は,部落

によ-_て異なるが次にあける二つの型に分けられ匂｡一つは,個 の々家がそれぞれ 自分の家の田植え

か終った時.次の日を･休んで祝う型と,もう一つは.その村の蚊後の家のEB植えが終った時J!:,村中

で休んで祝う型であるoBJ植えが折むと戯村はたい-ん忙しくfrD,その多忙な時期 L/C｢七夕｣･｢盈｣

を迎える0

8月7日(青松 7月7EJ)iR:｢七夕祭 ｣である｡ 6E)の早軌 芋の葉 ･豆の菜 ･稲の秦の拓で短冊

に歌や頗Vlことを硬さ征竹Ileつけ.軒先-Tl･忙立てる｡そして,笹竹の側の組側'lc,とうもろLlLのひ

げでし･=ばを作った胡瓜の馬 ･茄子U_)牛 ･西瓜 ･七夕田子等%･供えたO笹竹の下でSL-って去･かしID-IL･食

べると夏ばてを防ぐという話もあ-;たQ しかし,今では飾Dをする家も少なく･おか畑IjEd,･食べる家も

ない｡また, このElにI.rl,各家か供えであるul子を叫亡てもよいという部落も穀つかあった｡
七夕か過ぎると.夏の娘後の行}itである｢盈 ｣が近づ く｡

現在｢亀｣は 8月15日から5日I1-11行うが,中･L.h苛に.旧触 7月1i臼から行われていたo仏様にと

っては,正月以上の行事で, この三日間のためにTE月の時と同柵こ,青竹で花筒 ･頗香_TLて作Dをし

たi).その他ミズ},ナ(言葉の由来(rl.草の発にCu'r-が徹せるからとV､う説かある)を飾って埴備す

る｡また,室内で払 仏桝を仏塊から床に輪D,その如こ亀とさ ･ふれを陛きその上I/(I,超鰐 ･芋等

-IL･供えて亀を迎える｡ 15日は｢ホトケムカエ｣と官い,このE]V(:は,家族皆で先祖の墓参Dをし'
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仏名二刈与え'/CI行 く 0 15日は ｢ホトJ/オクリ｣の日で,少し前まで(ct,どの離籍でも夜中忙近所の川で

鞘鮎如し(盤範流し)をしていたか.今は衛生上の開廷から穴を輝って,そこに埋めるところが多い.

次IrL初亀の様子を少し述べておきたい｡初亀に払 それぞれの部鞄でい くらか逢う点もあったか,～

般に仏 初亀を迎える家に知人や親族が行き,紬 ･免灯鴇を供え.,墓参りをするO初盆の家で払 そ

の盈灯龍を家の軒甥'Kぶちさける｡北佐苫田でt:i,8月14日1rL茅を10* 束ねて布を巻き,その先Ir-=ー

ルクールをつけてかわかした万燈 (まんどう)というものや,ろうそくに灯をつけて.近所の子どもが初

盆の家の付近の道 ･河原に立てる｡その数は 100本以上だという｡これ払 仏を慰めるために行われて

いるそうだ(,また坂本のあたりで払, 7月 14EIa)晩,村の者が初盆の家へ行き,象の虞で太巌か Ilい

て盆鮒t)かす-も その後,そこて飲食すもそ碑 ,村IAl初盆吻 ;2軒以上あ王将は,次 個々 る｡そして,翌日15恥 ｢

ホトケオクリ｣の晩には,初急の家から基地の通の而鞘に村人全部でろうそ くをTilにべ,所 l々rC, ラフ

ソクを立てるo ラフソクは,前述の万燈と同種のものでコールタールの代わDに油かつけである｡ こ

のほか 歯堤田地方では,近所の子ども運か,｢ホ トケムカエ｣の日に,仏様が家を聞追わないよう

に,基から初盈q)家7tでの適の両側にろうそ くを立てるO昔は,ろうそ くでなくガッソクと呼ばれる

ものを立てていたoガッソクと払 樺In:布を巻きそこに渦をつけて,灯を灯すものである.

9月1日(旧暦 8月1日)は.｢八朔｣(-アサク)と言って,八朔団子を作る.この日は,徳川

家康が江戸城入城の日で.それを祝うとか｢田業 (クノヾ)の節句｣とか言われている｡現在も団子

を作って祝う家か鵜つかある｡

｢名月や 池をd)('bて 夜もすがら｣

この俳句の ｢名月｣■LFi,秋の季語である｡仲秋の名月 (旧胎 8月15日)の頃IP:たると,風も涼しくな

り,相の紙もL'HL命の輝きを放つ.

9月25日｢秋分の日｣(この日は｢春分のE]｣同様彼淳の甲日である)を過ぎると,以前は,秩

祭りの太鼓の音や｢ワッシヨィ, ワッシヨイ｣という御輿の声があちこちで聞えねじ的ていた｡惣舟

･坂末寺の北部の方では,各部浴の神社から御輿をかついで,浜河原へ集まって崩vlあった.そして,

御輿か地面に落ちた方が負けで,負けた方の御輿は,験河原に埋めた｡多nlにkl,秋祭旦丹こちzlんだ

次の様な指が残っているO多懲部宵には,冊祁勢神社/t'け御輿を持っていたれ いつの時か,笹岡村

の何 神々社に負けて以来,御輿を作ら72くなったQ そして,その御輿を持って帰 り埋めた協所が狂

の地組であるOこの他批 イケク(塩めたという志 )から起 こったと言う｡多賀に抹

嫁にやるなら 多1Ti村やられ

多賀に で 祭 りが七監半

という民解か残っているoこれは･ この地方に条bがたくさんあるということを歌ったものである.

ここ'K払 氏神様が五社 (鴨布教神社 ･八幡宮 ･熊野神社 ･多刊神社 ･御崎神社 )あD,それぞれの
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神祉忙祭りがあるたN)'!C,他と此叔すると多 く72るO 多rlJの地名も.tt賀することが多い Wという

ところから由来しているという説もあるoまた.その他のが拓でも秋祭9は何様であったか,硯社で

は,赤牧町内はすべて 10月 14 ･15日の両日J/こ紘一され,宮参17･子供相操VL,変化 してレ､ったO

旧暦 10月亥の日｢亥の子｣とレ､うわilか行わか7TL｡執任は,まったく廃れてしまったO この行 9,

男の子か猪のよう'.,こ強 く元気lrC育つ様にとIAl,多度系の緒を祝って家族繁栄を祈ったとか言われてい

る｡ この日.坂衣の方の部腎でC1,｢Jがタモチヌス∫｣5:するO家 で々は,ポタモチをつ くD .門(

庭 )に綾台を出して供えておくOそして.子tA池 1uヽぐらいいっしょに71=て,

亥の子のようさ がプモチた

と言い,その声かI]tjこえたら.家族は家の中へ入9.子眺遠･/-i,lfクモチを盗ませるOもし家の者か.

ボブモチを供えなかったb,子供適か来た時に隠 した りすると,イノコ石 (別名,たこ石 )でr｣刊/C穴

をあけるD戊対/{C盗むことができた時は,わら%･働く府って椎状 したポティレて門をたたいて畑るO

この門叩きはお礼の挨拶である.イノコツ千か樺わると.ポティレlr･i柿の木にぶら下ける.そうする

と実がよくなると言われてVlるo多1_LIJの方でも,この｢亥の子｣の日には,各家かイノコモチ .イノ

コタンゴ･英子等を神様 に供える｡そして,子供遣れ

亥の子のようさ 祝わんもんは

鬼産め蛇産d) 角のはえた子産d)と道qJ青い72から,家から家-行 き餅や英子をもらっていたO

｢亥の日｣ycついては, 10月の般初の｢亥のEJ｣走と嘗う説と,長物は殿様が祝う｢亥の日｣,二

L 各日が出民か祝う｢亥の日｣,次がその他の人 か々祝う｢亥のEI｣と定d'られてお ｡.｢亥の日｣か

2匝lしかない時は.殿様以外の人は皆,二番目の｢亥の日｣に祝うのだという説との二速りあった｡

この｢亥の日｣IK:拒榛をはじめてHjす風習が参った1その時に拒樋を舶(と火難にあわないとか言うO

農村行鍵として,このり摘ljかDの終ったE]各祝うrカマ77'｣,籾摺 りを帝ヰした日を祝う｢-ワ

アケ｣かあるQ

それか終わると冬仕度が待っている｡ 12月･?0日過ぎ/rcは,｢冬至｣を迎え太梢的VC冬か訪れるO

この｢冬至｣の臼に的瓜を食べると病気(/こなら7TZいとvl=て食べる家もある.

蝦後l/C-jl.-_たが,赤坂町の市部の中で,も･=とt盛大である｢お当監 ｣･｢お目待ち｣に.ついて述

べておきたいo ｢お当屋｣･｢お目待ち｣は,農 作砕き氏神柄に供えて,五穀盛儀と氏子の幸福 ･-治

巣をHAう祭であるO

｢オ トクヤ｣は.部落(h=よって,字も異な!フl勺布 も遣うれ ほとんどの部落で年 21叫ラわれ.神職

がくじを作り,そのくじ引きで当主を決d)るO当王1,柵浄でなければたらないという泰で,ある所

では,その郎指に葬式かあ=ても当主は抵対に穴触 りをして比いけないとか もしE_1分の家で不浄72

封が起った時払 またくじ引きで次の人が当主と七二たOそ して,当主は, 自分かrオ トクヤ｣i_･す
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る舶一年脱は不浄TZ歩かないよう'L･CLなければ在らない.

ここで.北佐古姐の｢オ トクヤ｣について述べると, ここ払 ｢お場屋 ｣とIJ･-,I-%･旧暦範月 18日

･正月 4日VC行 う｡もちろん当主はそれぞれ別の家である｡そのE)の執 氏神様へ女も子供も氏子全

且か処b,神野を行い,それが終-_てから各家 1名ずつ当主の所-集って食留をする｡たいたい夜中

の ,1 2時唄まで行 うそ うだ｡昔たし 当主の家へ行 くのは男子7t-叶であったが.敏年前から年二回のう

ち,一回は男性他の-回は女性と変ってきている｡この日の食事は,般高のものと首われ,その愛川

紘,免田 ･氏神様の山林の収入から出る｡二人の当主は免田を半分ずつ 忙し.それぞれを排し,その

収入で当牌きするO

多徴では｢L,当直 ｣と苛で,(｢お稲崖 ｣か正しいと音う話である )旧暦 1 1月16EI(今は 12

J=11占日)と4月4EiVtする｡ この部落で柾,同姓の者同志か触ってお当尾をするOその姓は,若林

･友次 .歳森の三姓である.相月にTlると,当主お上T}当虚へ列席する者は,獣の肉はかたく禁 じら

れておD,もし,食べる者があれば,その人には神刑かあたると雷われてVlるOいつの唄までかわか

らないが,以前は, 1占日の未明神職 (鴨布勢神社 )と三姓の当主払 川でg心を浄d)ていたOその

級.それぞれ神官を招いて神都を行レ㍉ 宴を催したoその他各姓に当薪という人がいて,当崖の席次

も定Ifっていたれ 軒弁差別的しきたりは,時代の変遷とともに展止されていったOま̀た,昔は,部

落内にいない親族 も皆典ま･;たが,ZJユ在は吉昭 の者だけで,蚊fHに軌しても.当主全額負担が,会せ

刺(喰後 )になった｡旧 11月 17日は,三姓の者机 鴨布勢神社に換って神事を行V㍉ lr8日には

三姓以外の人か｢当屋｣を行う｡

このほかP,(,｢荒神桶屋｣と呼ばれる行串もあD,旧暦8月28E)(現在9月28日)多賀内のそ

れぞれの小さ72部落 (8つはとある)雌位で行い,願市制によって当屋か決められ,この時は.女 ･

子供すべての家族全員が免 こて荒神辞を配るO

｢当屋 ｣は,様々72形で存在するが.その中の 1つに｢甘酒当屋 ｣というのかある｡ これは 4月の

初d)噴,坂芯の方で行われるが, ここでも,例にもれず当主は くじで決める｡当崖では,その日展境

からずT,と甘酒を用意し,その他の者は:自分の都合のよVl時FE,そ こ-行T.て甘鳩をいただ-く｡それ

から.夜 8時境に72ったら,戸主 が当畏-行き,甘衛をいただいて氏神様 (大天狗楳 )を拝んて締る.

今井では,｢お耐屋 ｣とiB:(0

次 J.J'C･,｢お当屋 ｣と同郷と考えられる｢お臼待ち｣rlC許を移そう｡ ｢甘酒当屋 ｣を行う攻太では,

10月L'T-｢お､日待ち｣を行 うoこれ仇 名前こそ｢甘酒当屋｣｢L,日韓 も｣と異なるが,内容はせ こ

たく同じで･追うのは甘酒の代DVEヤ ッコメ(洗米 )に72るということ7官.ヤブコメとは,稲が7iだ

完全rtt熟れていない時に10坪陀どh-け稲刈 りし,それを脱殺し米をいる｡その後,からす(からう

す ･店E])でつき.もみからを取って,茶碗VC約半分 ぐらV,それを入れ,塩を,少し加えて熱い瀦をか
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V'Iたものであるo

西経出では,｢L,白待ち｣は年に 4匝1あるQ正月のお･Ei待ち(1月8･9且)春のS,日待ち(5月

中旬 )秋のお目待ち(9月LFJ旬 19月50日･1Ll月 1日)である.このうち,5月9月の中旬g)お

目待ちは,｢彼岸｣と幽係か床vlよう'K思う.この時作は,各家ことで,氏神様 (天照大 神 )へ参D,

神職を迎え,御祈念 してもらう｡また,叔後の｢お日持ち｣は稲刈Dのたd)に草刈b･退路の草けず

DJfd:する人が,それぞれの家から一名ずつ参加し,その後宿(当鼠 ここでは四軒ある )のうちの 1

軒の家の近所の人が里芋2珠すつ触り,残DG'J5軒り家で夕食 ･澄 日の朝食 ･昼食をいたfcき,5時

岨解散するoそしてこの年,忌む受けている家はul席できなVlことになっている｡

以上が,赤坂町の年中行妹の主たるものであるC

(伊藤 恐子)

3 民 家

民家は,そこに住む人 々の生活の基盤であるo音吐からの家'jr.i,L 古い生活の横式か残-_ているた

ろうし,新 しい家VCは.合理化された生活かあるTtろう｡赤坂町は剛 山市J./こ近いたれ ほとんどの民

家が瓦葺きで,古い形態を或しているJ:うな等焚きぐ､民家総数少なく在っているQここでに赤坂町多
1lJを中心として,比厳的古い形態を残している江戸時代末期から明治時代初期の家,明冶時代後半の

家,ここ数年の尚yTL槌てられた家,それぞれ 5軒ずつ7;L約歳として,時代(h=よる移b変わりを考凪 しな

から赤坂町の民家について7tとめてみようと思 う｡

㈹ 虚 根

赤坂町には茅がほとんど71いたれ 草聾さの尾根の材料は主 として濠茶で,入母屋造 りが大部分

-を･占d)るQ入軌堅というのは,上部は切塾のLうに練から星塀を二万に茸きおろして南蛮を切9おと

し,下方結審1,,Liのように四方L/C虚根をつけて-TiEのOIIl忙も発きおろしたもので.す72わち古株の上1/C切

聾を乗せたよう71形のものである｡屋根練れ 丑帝の時屋根針 で穴をあけて縄でとしるために間もD
がする｡その雨仕舞いや棟押さえのために工夫卓れ.装飾としても役立二ていfJのかカラスオ ドシ

(写束 10- 5- 1参照 )や瓦葺きの箱根 〔等身 18- 5- 2参雁 )であるo

カラスオ ドシの教は 4を含む偶数を唖うた.V)5 ･7 ･9 ･1 1など奇数であり,数の多少によって家

の大小の判定かできる｡通常は 7つであるOカラスオ ドシほ大材であるので屋根の葺き替えのつと取

b替え72け叫rllならT=VLが,箱根(n=して.おけば耐久JJかあるOそこで現在では多 くFL発 きの捌 虹 か

わつてきてレヽるO
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畝粗動かあるO この破風は イロ1)やクドの煙出しとして,また虚根おの明DとDとしての役割を持つO

虚根の構造は,まず丸太の骨組みの上に縦忙割b竹を組んで頻を茸VlたものであるO (写典 101 5

- 5参照 )江戸時代 ,こti一般の民家で盤根全体を瓦せきにすること!,i詐されなかったので.瓦発きの

家が建てられるようになったのは明治時代以降のことである｡

写菟 10- 5- 5 品 根 の 横 道

現在では新 Lく娃てられるものはすべて瓦丸さIC,廿かbの郎党さの民家でも材料の汝弟の不jiのた

yJ.その上をト;Pンておおうよ{)JJeT= =たO

(U) 似取わ

古い民家の造 りは而向きで主鮭と納姓の二枚式 ごある｡旺tの亭魁の間取 Dで 6部崖取Dの場合か

多V､O多くの民家は外見上は古くても,FILL,1部llか々_F)改零されて地利ま･て二Trっているo新 しく超てられ
る民家は二階だてか多いが,古い住宅の側取 りのよい面も取 D入れ られ工夫が見られる｡

(a) A､氏宅 (射乳 図 10- 5- 1･-'Ef･illD- 5- 2参照 )

]JL在,7)場所に建てられたのH,昭和の初期であるが,当時,同町今井 Ijであ った,i':'180年前の民

家を移築 Lたものであるので,たいたい 12n牛 くらい前の民家と思われるO玉屋は,梁間5.5

旧y桁行8胤で 0.5tHJ(床 )+1.5肋(ij'ンギ)+7.5HL'LJ(ナjJノマ )+2Jijj(シモノマ )+

1ffHj(ニワ)+ 15慨 (物位 )と在ってレ､る｡A.動きの箱根とオダレを持つ入fj畠づ〈Dの迦乾

きで,破風は木辿梅子に 7至っているo入口の右鋼の物芯El昔はマヤで,曲桝用として牛を飼って

いた0-1ヤは内慌て.ニーノとの榊には伽を錨亡でft切;てあD,主虚の中で牛を飼っていたわH

である｡松がBljKなっているナカヤは2JL対>'b伽で居間づ くりの部屋を含んでいる｡ こ'})ナカ1･

比江戸時代の建物で,畢丑さでJ5-_たのを後 .,し正作さにL/JtのであるO
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イマ 台 所 風呂I [Y.

床 ナント カツテ シモノマ ニワ 物 置
サツキ ナカノマ シモノマI ニワ 物 倍

図 10- 5- 1 A氏宅

ナガヤの入口より北の部･31は,以前は堆肥合であったが,現在ではナガヤ全部を物思として使用し

ている0 2胤x2･5間の倉払 約50年軌 台所は昭和 3ロ年に建てられたものであるo

赤坂町の民家には周蹄'rL囲いを持つものは少をV,那, この家は主題とナガヤを結ぶように一部だけ

木組間塗Dのへいを持っている｡間取 別ま, 8丑と 丑̀のシモノマ, ム丑のナカノマ,仏壇のある

4･5盟のカッテ, ム丑のザシ千, 4･5畳のナン｢,占盤のイマ(クラサツキ)となっている｡ この

地方では部屋を一般に カミノマ,ナカノマ,ツモノマと呼ぶので, この家ではザシキがカミノマ,A

あたるものである｡

(I))B氏宅 地 分,阿 川 -3- 2,写束 10- ち- i参照)

茸亨おろしの薬屋根に玄脱の部分だけ庇のついた民家である｡磯臭時朋丘不許だが,百年以上前

のものである ことはまちかいないO

梁間5聞Y桁行 d･5間で0･5閲 (物思 )+D.言問 (床 )十 1･5間(カミノマ)十1間 (シモノマ)

十 1･5t均(ニ ワ)+ 1･5間 (物置 )と在ってVlる主屋と, 1間Yi5間のナガヤの二株式である｡

入口の右側の物思仇 昔は牛度 として使われてV,たそうであるから,ここもA氏宅と同じく内原

であるOその奥はマヤとは完全 にしきった台所であ-_たのを,現在で壮居間として使用してV'る｡

台所は胎和50年IK主崖とは別に建てたもので･一部･hK一畳を敷いて食堂とし,台所は改巷されて
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hL78]/ニワ

ナンド

物思 床 カ<ノマ シモノ

図 10- 51 2 B氏宅

もう一棟の離れは,昭和 5年頃に古い家を移節して辿てた｡間取 加工シモノマ4嵐 カ...ノマdj臥

ナンド5盟と2免 それに離れが4丑と8蛙であるO仏壇は離れに駐かれているo入口の左側に性,

小便所があり.タマリと呼ばれている｡

(C)C氏宅 (多賀,幽･10-5- 5参照)

明治初年VC建てられた家で,梁間 4･5PBLは 桁行 7･5脚で015位l(物歴 )+ 1･5間 (力Iノマ)+2

間(ナカノマ)+一帖(シモノマ)+ 1聞(ニワ)+ 1･5間(物怒 )と72っていろoniI取Dはtf]の

字型の4聞取 りの変型のよう7T5倒取Dである. 4JJのソモノマにニワとの間をカーテンで仕切っ

て子供の勉が 庄屋担 任われている｡ 8iI.',のナカノマの天井VCは 0･-5問四方の色の逢 う部如 iあ--た

れ これは昔蕃垂をしていた時に,風通 しのたr日で天井をあけられるように しておいたをこDであ

る｡ 占塁のカミノ間の押入れの上に神棚が祭ってあ9,仏境は 占畳のナンド忙あって･降の食gtを

する部屋から台がむよう'lCな-_ているo物溌作や托D菅のマヤで,外から入るようになっているが･

.=ワからでも見えるようtlC在ってVlる｡台所虹土間のま-2で,うす暗 く湿っている8昔をがらのク

ドがま7t･残されていて. ガスが普及した.現在で も寄D合いの時や正月には使用されている0
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床[ カミノマI ナカノマ シモノマ ニワ 物 性

幽 10- 3- 5 C氏宅

約70(7nl四方のイロリもあった｡ しかし.この1ロリ(rl台所の王制VCあD,台所とニワ,シモノマ,

食串をする部,F聖が仕切られていTlいことから暖房のために用いられたとは考えられ75T.い｡比軟的新

しいものであるが,家人VC勢 ね ても玄米の捕逸は不明であるo現在で仏 力ミクズなどを燃やすの tn=

T4l-われてい730サシ平の表側は弼向Bですべて障子なので採光には雷まれているが.反対VJC北側の

馳轟は解く陰気であるo王魅は畢党首の入母屋づ くりでi七草おろしてみる O ナガヤと創j:頑.u_LE芝
で,建染時i朗は新 しいO

(a.) D氏篭 (多刑,図 10- 5 - 4参照)
明治27･28年の穣典で,瓦蛍雪の民家であるO梁胤 4･5間XF桁行 7･5潤で. 0.5闇(床 )

+2閲(虚数 )十1.5聞(ナカノマ)+ 1間 (ソモノマ)+1剛 (-ワ)+1.5fTEFt(マヤ)であるO

この家哲雄てる以前は同じよう花作りの典茸幸であD, この家も最初d賦 亡きであったO瓦に茸き

替えたのは,約20年前であるC.屋根は,′朋 Rみの上VC仮を張b桧反をひいて,瓦を茸いたもので

あるOナガヤは 200年以上肝のもので,硝向きに 8flFtの部屋かとってあったo現在は これを韓㈲

忙改造 している0
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主 台 所

倉. r ナンド

ナカノマ iシモノマ ニワ ヒヤ
床 ザシキ ナカノマ ニワ

S

図 10- 5- 4 D氏奄

マヤは 12年前J./C改造 して 6盟の部屋をとり,拭 Db ヒヤと呼ばれる物匠であるO ヒヤとvlうのは

普通は滋室の呼Tj名であるが,この物FILは食堂として使われたことはなtJlそ うであるO玄幽の左側

は昔は風呂櫨であった0 18年BTJに鮎の曳班をする部屋に風呂を移 し.玄朗の左側は縁のつづさで

IシンがB'いてある｡ 級にLrlガラス戸&.入れて珠光が良いので裁縫むするJrLは睡利であろう｡ニ

ワの天井を見ると太い丸太かそのまま- リとして使われ.建前の古さを示している｡聞取 Dは シモ

ノマ 4盟,ナカノマ6丑,ザシ118畳.ナンド8上払 チ･fノマ4･5盟と5牡の6胤靭 bLlCなってい

る｡仏軌はチャノマ//Cあるoこの民家で目についたのは井戸である｡枠は半牌四jjくらいたが,下

にい くほと広 く在り水Jbのところでは 1.5拝呈j姓l二万にもなっているとい う｡赤坂町でも一 ･二という

大井 戸で,昔は近所約 15軒が共同で利別 してい た｡現在ではJAi一家 ･新家 2軒でモーターで汲み上

げて利用 している｡

(o)FJ氏宅 (多乱 図 1a-5- 5参照)

明治42年頃Jlt建轟された瓦茸の民家ICあるハ梁間6間×桁行 6間で0.5聞(床 )+1.5tJt13(ザ

シキ )+ 7.5FiH(ナカノマ)1lJd](玄幽)十 1.5粗 (ニワ)である.ナカヤ!,.上2階感てで 1階は5

室k区切 られていて骨･1牛厩であった｡現在で托.ほとんどの牛Iefがそうであるよう/IC,物蔽JIUZ

っている｡2倍 も同じELij取 りで,繭向きの誹堤は子供の勉強部屋IrC改造されてt/､る0
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赤坂町JJtはニワ,出 さんで一二6-/Jl住まい,他JJ-がマヤとな-:ている内懐形式か多いのであるか･この

家比外厩になっている.玄幽や-ワ絃昭和 45年l/C改造されて,洋式でたいへん明るく在--ているO

ニワを半分に区切って作った応接間は.玄鵬とオクニワ忙それぞれ通じる0･5間の r7の他は完全

t,:･_独立し,靴のまま入れるJ:うに なっているo主崖たす粧 幽して言えばシモノマ4丑･-ナカノマ 占

ft,ザシャ 占弘 ナンド占鼠 カッテ6畳に 4盟の板の間のある 6蘭取りLjT-6畳の現座敷のついた

相戦DであるO仙境はカソテlIUDるO

クラサシ'キ 卜凪i呂 台 所

ナンド カ ンテ ヱワ

蘇 サン千 ナカノマ ･ンモノ｢7 .rc:t接

歯10-5-5E氏宅>

台所
,
風呂
,
便所は昭和52年忙改造されたO従って明治時代の終わりl/t建てられたものであるか

内部は近年大部分手が加えられ使いやすく･j2-_
ていることかわかるO
主屋から約1001u離れた所

L/C,罪茸垂で瓦茸のオ4'レのついた入母屋づくDのたきぎノ｣､屋がある｡明治45年噴作られたもの
で,
現在はたきざの必潜が在Vlので,
脚翌や政府として使われてL̂るQ

(f)F氏奄(多才.1,
図10--5-6,
等良10-5-4参僻)

主屋は明治時代末の医師の家を昭和5年VC現在の場所へ移築したものである｡
医師の家であ｡た

から内原はT=いo
倉やナガヤは以前からのもので主崖と共にJiI茸書であるOナガヤのむV_
ある物澄

たけは入僧屋造9
,
茸きおろしの鮎根である｡主
産の梁間は5.
5間×桁行7間で,2
間(-ワ)

+り1°L](ソモノマ)+1.
5間(ナカノマ)+2REu(ザシキ1+0.5
聞(舵)となっているoこの地

方では,
ほとんどの家がニワの左側(所)にザシ千を持つ｢西オエ｣のつくDであるかこの民家は逆
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04--

l



'Kニワの右側 (東 )･jeザシ千かある｢東オエ｣である｡これは腺道が家の西を通ってV,るたd).ナガ

叶や玄鵬か西にある方か便利か良いからであろう｡

写 真 10-･5- 4 F 氏 宅

4畳のシモノマ, 占袋のナカノマ, 8丑の ゲツナ , 6丑のナン ド, 4･5,'LrtLと5登のカッテの6間取

りで,仏虹技 4･5壁のカッテrrCあってナカノTかL拝むようL.Cなっている0台所妓昔通 りの土閲で

{/ドも残っている机 近頃で性クドは正月に使いJrるたけだそうである｡

台 所

風呂 l

ニワ カ ノーI カツテ ナン l: r 1

-ワ シモ/マ】 ナカノマ サ シ キ 上乗 ll



(i)O氏宅 (多賀,図 1O- 5- 7参照)

昭和 45年建築の2階建てであるQ梁間4托l]X桁行 6伽て2蘭四jj-の台所と風呂がついているo

この台所と風呂は古い建物を利用したもので,セメントの-ワとはガラス戸で仕切 られた土間でク

ト･も残っている0 1階は 6塩 2聞･と4･5乱 階段のある4･5盤とがujの字型をなしておb･古い形

式が新 しい家に生かされているO

二 階

図 1 D- 5- 7 じ氏宅

玄帆の右側 tlcある6畳は雨向きで,大きく忠をとった明るい部屋で,子供の遊び場である0 2階は.

占生17間であるo階段の上を利用 して 1.5間の押 し入れをとっているのは,新しい工夫で,空間の

上手な利JJ=]法として新しさを感 じさせるD

(h)n氏宅 (多ITll.図 5- 10-8参照)

(i)I氏宅 (多17,図 5- 10- 9,写炎 5- 10- 5参照)

H氏宅は昭和 40年と44年に一棟ずつ塵てられた家であり,=氏宅は昭和 47年建築の家であ

るoLかしこの新 しい家の中にも.Ef)の字型の聞取 bが残っていた り,土間やナガヤが残ってvlた

りして,それぞれの生活に便利72ように工夫されていることがよくわかるo新 しい捷輿様式によっ

て屋根がカラフルVCをb士の堕かモく72つても,やはb昔7Tlからの日本祉韻の使刺さは残されてい

くものであろう｡

新 しさと古きがとけ合っている住みやすい民家が,これからもどんどん増 えてい くことだろうo
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可

図 10- 5- 8 ti氏宅

闇 10--5- 9 I成毛
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･写其 10- 5-5 工 氏 宅

ぐう その他

▲
l

多rrで今も使用されている水も おそらくは赤磐郡でも唯一の現役の水卓小屋を取り上げてみたいo

米の精白は,現在ではⅦ動機によるのかほとんどであるが,この周辺のJ_4軒の民家では共同で水卓

を利用してF,AI米を行なっている｡ 50-40年 くらい前のもので士堅,藁葺きてあったo今では雨も

りがするのを,葺き替えないで, ビニー ル布をかぶせてあるので/bL興ざめであるO川からトイで水

を引いて水犀か回D,心棒が回るo r'

写真 10- 5- 占 L 水 車 ′｣､ 屋
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米をつ くための5太の樫の杵 に,少しデブずらして突超がある.杵を止打こいる縦軸七｢すと杵fr-t下弓払 ,突起が

J胸 って止められ上ー瀬hBずられるoこうして5-4Z)杵 攻̀ 互棚 つくよう'Kをその七ある｡クスの中に払

直径約20センチメー トル,荏.指 約 15センチメー トしのゴムのような福か入れ られ,米か循EBする

ようJjC在っている0-度IlC2斗, 朝入れておけt-【夜にはきれいIK柑白されてVlるそうである｡たた

し米にはイシコ(みがき粉 )を混ぜている｡そうし夜いともこと時聞かかかるからである.水虫でfrJj

目した米は,糠か混L',つてVlるので洗うの托骨か玉.れるか.大変おいしいとい うことである｡これが

iiL化時代の現在まで水卓か生き妹った邦由であろうか｡

(相沢 節子)

参考文献

飽海鹿息 (1965) :rdJ山o･)民家

4 旧跡 ･伝説

■ 赤坂HTrLおいて伝東されている昔話の数は,とくわずかである｡民間のいわLOる諦b芋は,ほとん

どみられず,たとえVlたとしても話の数は一つかこつかで限られている.

煉北の各軸こ比 べ て昔話の故が少TZいのは,こ.D土地特萌の社会的 ･風土的な諸条件が昔話の成

立･rl:適していなかったのれ それとも近代文明の出違か口調伝来を多方面から制肘 したという一般的

な理由によるのか定かではないが,と':Cかく,赤坂町では五つはとしか昔話を聴取することができな

か-_た. しかも,昔話IK特毛72はじめことばやもわ9ことば72とは奉ま少なく,語 り手の口調も,顔

って鵬かせるという形はみられ71かったのである｡

これから.赤坂町の旧跡('Cあたbながら,伝説を述べてい くことに するが, このレTr;-- ト作成にあ

たごて.時茶信男 ･光好照太 ･内藤秋男 ･禰本正好の諸氏にお蕗Ii_うかがったことを記して,まず,

感謝 してかきたいoまた,その他 墳神考 (間違姓忠氏轄)報道赤坂窮50号を参考'JCL,その方痛

でお世話にたった方々- も感謝 しておきたvlo

その 1 天神棟とLJ'Cわとb

この伝説は.西窪也独自の伝説で.赤額町のそ つ他の鞘 のと こII-tも同株をいいつたえはなか--たo

この地方では,lrLわと.hを飼うととうしたわけ-･･.必ず零の者から死人が出たD,大番故か起こっ

たD,また火沓 ･水姫72との災難かその家に肪れ っと言われてい7uo

それ払 昔 .々今から1070年ほと前一菅原山九か大事府に旅された時のことで奉るo当時,辛

安時代には.･lCわと少の鳴き声をたよ-_て早朝の時制を知っていたのであるo女から,道真も･大等
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府までの長い道中は,その楕治した部乾のにわとDの鳴き声を:合図に目を党 し,そうして西へ西へと

向かっていったのであるOそして,適共が京の都を出発して規El自VCか,歯窪田-お泊 りになった｡

すると.丑軌 この部落のにわとりかう-_かりまもかえて,いつもよDも早 く恥 声をあけてしまっ

たOそのため, 遥真帆 流刑地へはやく旅される事VC.rrったのである｡それ払 この部落のIP:わとり

が,少しでも早く道具を大等府へ送ろうといら意図をもって起こした出来iiSだと考えられたO

そ して.その後,この部落の氏神様忙天神様 (天満天神様 )が紀られてから. ここでJl=わとDを飼

うと.先述のような車が起ったのであるoそれは,天神横のお怒 りであると思われている.

また,他の説 'Kよると,にわとりが鳴いた時刻IJtは無駄1係に,ただ,咋わとりが道具の流刑に舶与

したから,すなわち,IjrわとDが鳴き声をあげると,顔-向って,大宰府へ行かざるを神社か-_たか,

らだということらしい｡

しかし,いずれ rzIしても,そのためIK,今日でも,tjtわとりを飼っている家はまった くと言ってい

いE･at'ない0時所9,にわとDを飼っている家を見るが,それでも,そこyCは,｢コケ･コッコー ｣

と鳴 く雄td:.絶対にいないということであるo

｣1

その2 大師山

赤坂町今井の北部に大師山とい う所があるO

古老からの言い伝え'.･{よれば,昔 ,々ここに大師堂があって.そこは霊験が-/tVlへんあらたかで廠

いは,イロ]でもPlえでもらえるということで,大繁昌していたしそして, この大師堂にお載 りして,I

心 て祈れば,病気平癒はもちろんのこと.当晩 一番珍重かられていた灯油が授けられると大評判だ

･=たそ うであるO

その大師堂から軒＼下って,現在の県道を故切D.さら･/E, 200メー トルほど行 くと,今井川か

流れ･そこIlC石橋がかかっている｡そこには枇後ヰで竹薮があD,夜中,jtは小豆洗 (あずきあらい )

という狐が出ていたそうで.たいへんもの寂しく気味懸い感 じのする勘所であ･;た｡たして,こ'7jJll

のそば(,:古井戸かあb･祈願したものか夜の明けめうちJrE,｢弼無大師遍照金剛｣と唱妙を唱え72が
ら'盛忙古井戸の水を汲んで帰ると,それに灯かついたとい う話である｡

ところかある夜のこと'た くさんの借着かお範 りしてV,る弟夜中,その大師堂で大きな地鳴如 ;起

こb･それから･タrC･, フッフッフッフッ言いながら堂の周囲を廻るものがあったO ←何だ ろ う｣ l

と,;ら-そる･tlそる戸の醍間からのぞいて見たら,大きな大きを尻尾の古狸が,らんらんとした眼を光

らせながら廻=ているO皆,'}っくりしたあまD, ｢キヤツ｣と悲鳴をあげた○すると,その瞬胤

その昔机 ひた bと止まれ あたbは再びシーンと静まbかえ9.もとのまっ常在闇でつつまれた｡

皆は夜の明けるのを待-て.急V,で我家('C帰ったか･それからというもの･い くらお祈 りしても柚を得
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ることはできず,火をつけるとソ1ンという音たけで灯虹つかなかったとV･う話であるO もともと水

-FTのだから当然のこと夜ので あるが.

写束 10- 4- 1 現存する古拝戸のそばtKある石橋

それ以来,その大師堂は,参詣人かさひれ.vllと比frL忙荒地に変わってい=たO大正の終わb

ケ 萌には,また当時をしの!･ませる瓦の破片がそこJ.･:ft払っていたそうltloそんなことから大師山とV'う

名が今Ijr_残 っているのだろうという話であるO

その王 宕神櫛の虻をし

この話は,赤坂町の般iけこ位旺する惣舟の｢蕃神神社｣'rL二7tつわるものである｡

池EEI殿様 おJ'むが患い 金の脇差L逢いていた

こんな民謡が,この地方yc残I.ているOそれは昔々.今からおよそ 100年余D凱 当時,人々の さ .

間で,他出茂政公H,おつむが患いという定評が去り,それが.この岩神様へ参詣し,祈厭 してから

I 疲られたと音われるoそ して.それは,今もなお,Zi-在りあって横たわっている巨岩の間に蝕んでV,

る金色の燭 師 そのプ)の柑たと伝えられており,甘伸しの搬-蛸 の配 は･その噺 の嶺が見え
るとか言われている｡そのたd),茂改公iFt,丈久5年 (1865),撮後の御巡視された時,当時の

武士･ltと-;て形皆であり,･分身であると思われる丸と.大凶王命-形見として,また奉納の意として'

供えられたo')であるo

このことから,この者神秘ri脳の病もi'K,払駿がもらたかてあると言われて遠近の夢精者があとをた
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たなかったOそして.病気平癒の大願成就には必ず刀-/d_･供えていたoそのたk'),第二次ttt_界大戦和せ

で(,i,これが山耕されてVlたか.金蟻回収のたV)現在払 その跡はヰ=た く配られTZい｡そして.今

日忙木刀が形仕か少に代納されているが,ほとんどが腐朽 しているo

写束 10- 4- 2
木刀等が奉納されている岩神様

7tた,その境内LlC齢Dあわせて,｢鳥帖子岩 ｣･｢LOもぎ岩 ｣と,称する葛がある｡

｢烏帽子岩 ｣(,i,その形か烏帽子に似て.i,川 ,数人の力忙よって動揺するが.更に珍 しい のは.

天然記念物 IKも指定されている｢LOるぎ岩 ｣である｡その形状は.Jb-状をなしているので,別名 ｢舟

岩 ｣とも言われ右o これ払 絶壁の上に三悪IKを,=て霞72bあい.わずかを支点･JCささえられている

たd)一人の71をもってしても,軽々揺れ動き,その振幅約5メー トル,数人かかれば,｢こっとん,

どっとん ｣と音をたてて 15メー トル等,中の石.もろとも'IF_振動すると言われているo

昔･ この岩が崖下Ln=転落して,近郷 に大鋸 屯か虻 っ抱かで,村人LdJLl痛のあまD ,山上IKこもって

一心に祈廠したところ,-夜のうちに この巨岩が,もとの台石の上把のせられていたそうた｡そして,

これは天狗の壮漢であると貰われ･今EIでも, この砦U)上面に惰円形の型があるが,それ机 この時

の天狗の爪形であると言う話である｡
I

L, l
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写苑 10-4-5
鳥 帖 千 岩

その 4 -本松の言い伝え

V,つ萌の話かは,まったくわからないが,一里塚が骨かれてからずっと後の時代の話であるOそし

て,その一旦壕か置かれる様になって,一望桜の自じるLに一誌松が植えられてあ｡た｡ この赤坂町

lrCも.一里塚の一本松の跡が,三 ク･所あるO ｢1-五松の言い伝え｣は,その中の束軽部にあった一志

松rlC7tつわる話･であるO

今から,数十年前-1で.この地方JtL',:.一旦塚のTrこDとして,-2Eの大きな松の木か残っていたQ

ところが,とぅしたわけれ その大水の松の榎ぷb比,非常に変わっていたのであるOそ して,そ

の秒は,ち上うど笹を上VC広げたような感じであ-_たOそれ!.･1,普,ある時,天狗がやってきて,そ

の松VCすわって,ひと休みしたそ うだOそ して,その時 r'yl それ7tで7t-_す ぐ7T:_た一本松が,その

たd)に.笠の様･Kな･=たのである｡そ して,すわ-_七時 -.左足は.軽部の其LLふ'=,右足はたんとか

岩の上 'lt足跡かあ-Jたと言われていたか.今では,その足跡の掛 まもちろん,その山の名も岩の名 も

知る者はいない｡
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'耳炎 10-4-4 当 時 の 一 本 俊

たた.天狗かすわって,笠状J.rJrったところか

ら,この土地の人々は,-3'松のことを｢天狗

松 ｣とか｢笠松 ｣とか呼んでいる｡

ところか, この東軽部地力-の名物であった-

友松が,いつ敬からか松食い虫F{C級まれていも
そこで.この一茶松を切-Jてし-:i=たの7官が,

すると, どうしたわけか,その一茶松を切った

人はこと亡とく死んでい-=てしまったそ うだo

Lかし,それだけではすまず.その一茶松から
=p

茶托,お盈年を作った人も,ぜたそれをもらっ

た人も死んでしまT=たとい うことであるo これはL唐の一息松であるのに-2;-附Ul_畑 け が,一人じd)

Lたたy)･lcこの一本松の相が怒ったからたと言われている｡Trんとも不思議72話であるo

●~
I

その5 専政ときつね I

療後になったれ これから述べようと思 -_てVlる｢字枚ときつね｣と題した話机 赤坂町の中心地

である町刈田での話である｡この託け,伝統と仏 壇だ呼べないような話だが,般近の赤坂町の一大

不思議として,ここl/t記しておきたvlo

昔.イワキという析両氏が狐を使-_て,現在の赤塀 中学校の連動塊の中央あたりで祈薄をしていた

そうだ｡

LかL.文明純化盛んを明治時代に72ると,この土地にも,赤坂高等小字校かでき,いつのせ//Cれ

祈帝紘行われ72くなり,その後まもな く施政となり,新 しく赤坂公園ができた.つづいて,それから

後,赤坂留年学校.そして現在の赤坂中学校という変速を辿 っている∩

ところか赤坂高等ノト学校がで苔で.それから7Eもなく,いつの噂からかわプ′･rDをいれ そこに学ぶ

生徒か不慮の怪税をよくするようTjrなった｡を'7tり･Kも不思議72でき番72ので,所感をしてもらった｡

すると以軌 イワキという祈蕗氏が祈帝のため忙使っていた狐が,自分の居住地を荒され,祭Dをし

てくれなかったから,そのたd)!R:怒｡て,生徒に慈戯をLていたそうだ｡そLて,それ以来経るよう

にな･=たが,戦後の混乱に紛れて,また弛らなくなった｡すると,再T}狐があばれ,生徒に患戯をし

だした.そLて,それだけでたく,こんと払 歴代の校長にとbJlき.そのたdl･r" 校長は,再をわ

ずらったとい9話であるO

そうV,うわけで,現在では,中年校の一隅LrL. ｢イワ平群｣とLて校長をはじめ教戦局が密かにお

祭 DをしてV'るそうた｡ (伊藤 思子)
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写束10-4-5 赤坂中学校の運動場の隅にある ｢イワキ様｣
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第 11葦 教

1.学 校 教 育

(1) 近世の寺小屋 ･事習所

(a) 寺 ′｣､ 尾

寺′｣､崖は･叩殻庶民の身近かた教･行の鳩とし-Ctl此し,明治5年迄には岡山膿においては長野駄

山口県についで,たくさんの寺小屋があったl

tj本教育史染料によれは,全国で15.542カF,kの

寺′ト堤があD.岡山県はそ,TJうち1.ロ51-JI所で,坐

国第 5位の位置にあり,全国的にみても怖山塊とけ寺

小屋が大いに普及していたといえる｡しかし,その

中でい-1たい赤坂郡はとういった位紅にあったOだ

ろうかO

襲11- 1- 2L'こ.ころと,剛山ilJt52区のうちで泣抵

那,児島′恥がらdヶ所,和幸郡,J=LFj郡がそれに椛tJl

で62カ所とな･つてかl),赤坂郡は県内llCか いてJi,た

vrjJJに入917カ所,第24位と孜つてvlる1,

表11--I-2 岡山県寺,J.娼剖

表 11-1-1 岡山,D等′｣､匙PI.の任L7

地 方 別 寺 ′ト 塩 釜

･dJ-j 山 1.051

兵 雌 819

長 野 1.541

-a; 府! 257

鳥 取 212

山 仁] 1.5口7

島 根 681

全 国 .合 計 15,542

郡 区 別 寺′｣＼法政 郡 区 別 lfJL､繕故
間 山 都 ー7 l l:Et;L 郎 62

御 野 郡 57 川 上 部 50

呼 応 郡 dd 哲 多 都 ー8

赤 坂 郡 17 阿 部 郡 さ5

濫 梨 郡 15 教 員 郡 55

和 気 都 22 大 庭 都 54

邑 久 郡 45 西 歯粂郎 1ノ

児島 耶 dd 取南条都 ll私事 郡 /)2 東 北 義郎 20経撞都 5占 鹿 北 郡 16

浅口 郡 82 肪 南 都富 野 蔀 20小 m 郡 40 20

後 月 郡 51 英 山 都 ー9

耳 道 郡 25 久米病魚恥 7

‡こLT 陀 郡 54 久米北森削 5■

(岡山.県教育史上巻よb作成)
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(5府 57児こ)

-また,日本叔守成朝科q)等′ト腐㈱

殻年代調によると,刷山新で性元他

の頃 よbUtLj殻 され紘じvj,文化 ･文

政の軸よりレゝつそう粟んと,天保か

ら威永年周V亡かけて全盛期となる .

それに刺 し赤坂郡('Cかいては,文政

の頃には じめて寺′ト屋が陶段されて

以来,天保から諾永いr_かけて約半分

の寺′｣＼崖が日日設され,㈹山児全体,7_)

動 きと同じ働きを示している〔

次に赤坂郁U)中で赤坂町杖とのr.

うな位置に.-i_bjJかみていこう､



表日 - 1-5 赤 坂 都 に お け る寺 小 屋

学 科 旧管儲 所 在 地 榊 菜 廃 業 教 師 生 徒 身 分- 習字師氏名

習 字 fll占仙 髄 高 谷 村 文久 5年.明治 5年 男 1 9320.女 15 皮 花顔 .立太

// ∫/ 方 谷 村 文政12年 // // 〟 ー5.〟 5 〟 内藤 文巧

/′ 〟 岩 出 村 天保一拍三 明治元年 〟 〝40.〝12 平 民 水令孫四郎

〟 〟 〟 万娃元年 // 〟 //2口.//10 〟 Dj野村任平

〟 〟 熱 本 村 弘化元年 明治元年 〟 //80. //15 平 民 静麻 楽助

//// 〟 合 四 村 演永 5年 明治 5年 〟 〝 15. /′ 5 皮 有利久之冶
// 中 畑 村 如永元年 盈応元年 // /l27.// 8 平 民 福Elj太久良

// // ･小 錦 {;i元治元年 明冶 5年 〟 //50.// 5 過 杉本九月太

// 〟 石 上 村 〟 明鴇 5年 // 〟 12.// 5 神 官 物部対狂犬

〟 〟 上仁保村 文久元年 明治 5年 〟 //15.〟15 平 民 片田 -

〟 〟 // 天候元年 /∫ 〟 〝80.//20 // 花房裁三輪

〟 〟 西 中 村 識永 5年 // 〟 //75.〝 52 神 官 l哨野 止裁

// // 鬼任用村 天船 0年 // 〟 〝68.〟 18 虚 大久保ii-普

〟 〟 dld埋 封 嘉永年RuLl 〟 // //45' //ll 平 民 川淵 行太

〟 〟 坂 辺 村 安政 6年 // // //45.//15 〟 Pう山武:lr.漁l

(日本教育史琉科上り)

秦-ll--1-5の うち現在の赤卿 Tにk.11している地域忙朗過された寺小過吐41J所で,生従総数

24rj･･JF',うち93186名,女54名で,約71*が幼子生徒であるn赤坂郡全体でみると生徒総数 862名

うちLlj645名,女277名で約 74･85が男子隻徒であ9,.赤坂町だけでなく.赤坂郡全体の傾向であ

･'たといえる O
l

衣11-1-4 等 小 屋 的 匠 の 身 分

＼卑 土 鶴 平 民 医 集 沖 ノ島 侮触 浪 人 僧 周 不許 計

hbr,jILl保 1う2(12.8) 55l 245(25.占) 87 2811 ( .2 7.5) 1′.15(二1州 ) 9 21 69 9 1.051

赤坂都 ウ(ll.8) 8(47.0) 5し29.4) 2 .(l一.8) - - - - 17

( )内数字は,全体の中での占める割合を示す.,単位 啓

次に･制 ､屋師匠の身分についてみてゆくと劫 1- 1-4上D.岡山鬼では凝民が一番多 く27.5

多を占め･次に平民の23･6承･神/El･･武士の仙 とな-'ている机 ,):.敏邪につVlては,平民が維 o藤
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を占め,姓氏,神官とつづき,赤坂町においても同様である,.つま9平民ブラス戯民)#で80帝近 く

占められてi;Lb,商･医層が全くいたいのか得色であるC
●

(ト) 手 習 . 節

近世にかいて寺小屋とならU'一般庶出の蜘 七'fえたもの把手智所がある｡

t･*)山蕗主池田光政は.他山に薪学校,i:をさて武⊥･こ)子弟の教育にノJを住いだだけでたく,足文8年

Lld68)一艇庶民の子弟も就 ･諏･勅盤の字間をす-き番を命 じ,事習所を虚促 したp見文･'1/+托

いたって比領内 125カ所にも適した｡

手智所にかける教育の一班総,次の究文8年Sil2五日,早世奉行捷[7-億 二郎の和気酌み行政肋

左術門へのiJ状に上ってわかるO

｢在 手々管所ノ教先手習井用此二色ニLl胤;fl･6:i

｢文字読-望中老二教俵様ニf,,儀一JT

｢右之事潜27-用ノ師匠ノ･前庄屋ヲ仕.年石近寄り今般-テ居中者か 又ノ､庄Jf年番ノ子弟-h,触左

共子供ヲ引廻可用 卜思葡供 ノ端点 テ ロ教 範 y小鮒箭ヲ細見立,半年滞 り手智所-モ詰サ七 飯 梯

ニtJ:皮膚僕審

二手習所-出候子供-,肝舶庄鮮ノア.仏心村 んは岸年寄又由一姓ニチモ手占-1'J官,下人モ召仕LLt伸一

人手習所-為通解分-称美アーji/̂キ不中老ノ子酢ノ月15日手軌Pt'-あ詰中皮候,右之老共ノ､年

長･/候補Jl'皆公用ヲ勤Jt,老犬二テ (以下略)

このlf状から.明らか把手習所が年滋 じT･I,JR人とI/･る子 どもを対象としても･D,また澱I'tJ内容

忙ついても実用的な手簡 ･井

術を中心として村のリーダー

としての不可~欠なセンスを身

(A:つけさせることIi_･郎勺とL

ていたと,TLl.われるo

Lかし,これらの手習F'TTも

7年後の延宝2年t,Cは14カ所

に,史に翌 5年VEL_比14カ所の

手習所を廃して関谷学校に併

合することにたったのであるO
赤坂郡には,表1111-5

の示す池b8カ所の手習所が

設促され,7-19才迄の小子

柴11- 1-5 赤坂 都 内 の 宇 宙所

.連荘村名 佃 旺 ′｣､子 叡 年 令 定範水

大枚山村 中 畑 付 治 助 19

痢 中 日 堤 祉 才 兵 衛 22(56)

組 み ヰ｣.相.uj付 千 七 郎 2515 9-19才戸'rif村 11二払 子 惣 RLl郎 10.-17才

伝 lB村 秘やiP村 六舶兵ilj 56 9-17才
仁軸中村 仁4'I..享けて郎左術門 9 10-16才

小 店J.'付 ノ｣ 句i 右 衛 門 21 ll-18-IT

史料 池 田気 丈 床 束文11年郁 々手智所iF,｣､子
( ) 内政 手 札 ｢伽 恥部中手習所井′ト子之記｣にエ9補
記した もの D
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192名が学んでいたっそ して延宝 2年('Cは,赤坂部内の手管所は上仁保村JlE一一校設置されることと

たった(,

表11-1-8 包中村の手智所辿学者名

村 名 職 名 父 兄 Lf: 名 続柄 'ト+ 名 年令

町苅柑村 代 官 長谷川LJ.a-左衛門 千 働 七 15

西 中 村 代 官 岡 本 庄兵衛 チ 乎 次 郎 1 -

吉 田 村 神 救 又 右 御 門 ｢∵ 五郎次郎 1ム

牟 佐 相 I-_E 娃 三 郎 兵 循 千 伊 之 助 一 15

如 中村 - 源 左 価 門 蘇 介 次 郎 14何本 村 - 源 左 裾 門 千 . 介 四 郎 l l紳Uj村 庄 昇 丑 左 衛 門 千 市 之 丞 ー4l鞄 分 村 神 職 イ旦 馬 千 七郎兵術 l4

幣納車村 抑 医 崖 茸 玄 伯 甥 ■又 三 郎 15

二 井 村 - 五 郎 兵 衛 千 槻 之 助 15

弄 L̀LT村 - 源 衡 門 千 才 助 12

捕 -)ヲ村 - 助 一 部 千 六 之 助 15-

山 中 f寸 庄 畠 源 左 衛 門 千 小 市 郎 12

曲 中 村 - 多 左 .恥 PT] 千 番 太 郎 12

紳 崎 村 庄 屋 太 伽 右 術 門 千 滞 五 郎 12

上仁伊村 庄 屋 九 衛 門 千 市 太 郎 ll

河 4二村 - 源 左 術 門 千 応 三 郎 1 ー

町jJj-tn村 十川けj沖 多 兵 硝 千 又 市 12

天満新ru - 滋 兵 衛 千 七 兵 衛 ll

I.;珪川村 庄 屋 八 衛 門 千 - f 1 三.

幽梓ロー村 年 耕 膚 兵 術 ネ 久 太 郎 ll

t'dI本 村 - 蘇 -i:j 御 門 千 廉 太 郎 1U

西洋tE村 庄 屋 市 街 PLi 千 三 太 郎 9

槌 谷 村門 出 村 庄 屋 菰 心 術 li1ー 千 恥 兵 衛 1U庄 屋. 八 兵 衛 チ 七 郎 ll

西艇部材 - 宕 左 術 Fll -｢ 仁 太 夫 17

同 村 - 市 郎 左 裾 門 千 八 太 夫 17_,

山 rl 村 - 音 庄 和 門 千 仁 三 郎 )

｣当 村 - 加 兵 術 千 長 三 郎 12

lEJj 村 角 友 和 門 千 市 三 郎 f1

｢ul 村 - ･JT 兵 務 千 松 太 郎 ll

ln-J 村同 村 同 人 千 t的 七 1ー- 左 吉 チ -rF三 郎 10

中 佐 - 又 一 郎 千 平 八 1ノl

l司 村 - 六 左 街 Pl 千 公右術門 12

表11- 1- 8

紘,西中村の手

習所で学んだ5占

人の子 ともたち

でち為.,町利LLJ

村 ･函中村の代

官の子弟 2人を

はじめ軸銀皿 ･
束経口 ･東密都

祁などの庄屋,

年寄,神職なと

の子弟が多く学

んでいるoiた

この手習所牡近

郷の多 くの村か

ら中子かやって

来て学んでいる

ことが特色であ

るbその他鋭赤

坂町からはlLE文

11年 ｢郡 手々習

所井小+之坊｣

によると,伊Lr_i

封の手羽所では

両神里村,山口

村から/ト子払 6

人のうち24人迄

が学んでおり,

的 屋苛才兵衛 計 5占人 し弛LL懐 文畔 光文11年 郡 手々習所il=/ト子之事 ID)
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また小腺村む手製所では′｣＼血汀†.多子lJ,t｣,dilh熊取相,/i-井′トT,南佐宜田村,北促.i一m村,大屋村,
版辺村,出良村などの村カから小一子21人かすんてレ.た｡IJi赤坂町には,この′JJ,･-j･.ili',:手 t̀チ所があ1

たたけであった.｡

表11-1-7 ,JIGj.刊 の手簡所へ通学者名

_li 宅 職 名 父 比 氏 名 続飢 小 子 名 年令
小 原 村 - .苗 衛 門 千 平 八 12

多 賀 村 神 職 久 右 循 Fiij 1` 滋 ■苦 12 ;

同 村｣ - 太 郎 右 漸 ｢Jlj~ 千 土用1ご
｢有 嘉高 村 - 市 郎 石 和 日ーj チ Tl郎兵衛 18

同 村 - 八 郎 方 術 門 千 七右軌門 14

今 井 村 庄 [=i=; 加 兵 術 + 三 匹i郎 16

同 村 - 四 郎 着 飾 門 1 土 用 15

南佐古L桝寸 庄 Ji_ 凄 右 衝 門 ㍗ 七左衛門 18

北佐古凹村 - 与 三 兵 価 i- 三 十 邦 1占

同 村 神 執 二 郎 兵 傭 ィ. 岩 助 15
同 村 与 左 循 rTrlIi- 捕四 郎 1/i

大 屋 村 作 兵 術 千 六 兵 衛 14

坂 辺 村 - ■吉 兵 衛 -I 吉 太 夫 ll

師 ′｣､)獅寸九郎右観門 小子数 21ノ＼

森沢徳太郎に宛てた自己銀により,卿治5申 0月

I,C,≠野草として開設されたものだろうと船わJl

ら ."

写身 1--1- 1の史料からも草間僻が布任 した

こと,そして寺小尾の師匠であ1た大久収率吉

が草間/rT'7)習字の教師t,C任命されたという身丈

-うご1-

(ロ) 学 問 iガ

明治 5叫 187之)

･7)｢!,11控m利i烏

御用留帳｣にL

ると,

過日抑示誠申

逆鱗 学,明廿

三 日よ9閑船敢

候臥 竜の者人

草致様御中俸可

儀下候,紫御盛

申置鮫迫謝並等

は唯一銭も･納不

申,唯 御々百姓

共学料地強軟度

候托帆 幸甚に

奉有僻.何卒御

入学御敵可破下

車朗候｡｣

という-大利m,a

-iI

Ji

-･- tt..



を触ろIliができるt,

(ロ)近代の学校教育

学枚教育の成立 と発展

明治 5年8月 ｢学制 ｣が発布きれ,ここJlC初めて近代的学校が誕生 した｡全国を8人学区に分け

1人学区を52中学凶,C, 1叩~学区7d:210の′J､学位に区別 し,各区ごとに人口約 800人に 1校の割合

で′j､報 慮髄の方針-I.:示 したo F.ll.-j山脚 t第,1人学区J,{絹していたれ 明治 4年第 5大学区'Jt,明治

9年再び節 l̀大学勘lc改められたO赤坂郡は第 4大草区第 2中学rF.lJt罷し,現'に赤坂町IKは表 11

-･1 - 8のとかL)210番か ら225番までの′ト学があ ,たo

哉11- 1- 8 学制頒布後鋭赤坂町に設立 された小学

'ト 与二 校 名 fyf 在 生 徒 計 佃 考
盟 女

210番 石 桐 東鍵田 大久保奉書納屋 21 2 25

211番 大苅m 藤沢耕二居宅 l占 4 20

212# 由搾塾 践井政名居宅 .59 6 45 明治 8年 1月 214番-合併

214番 石 相 町 苅田村 近藤類 次居宅 7′｢JL 5 55 明治 7年11月 21U裾へ合併

215番 観 梅 束鹿部 新穀 59 ll 50

21占番 央 徳 今井村 徹m菅平居宅 58 7 45

217番 孤 松 西府 β相 松本興三郎居宅 52 B JI(] 明治 7年11月 215番-合併

2相番 多 才て多骨相 若林類二居宅 75 2 25

219番 壌 哉 惣分村 薪立節居宅 18 2 20

221番 山手村 新集 25 4 29

222番 大屋村 森岡弥十八鵜宅 15 -

22Z,菰= 旗-戟 坂辺村 内山武平沢納屋 58 7 45

(岡山腺,都治誌下巻 P570よ9)

しかし.その後,各学校の統合か進み明治 7年 7月,攻払 /｣､胤 惣分の 5カ村組合をもって校

舎を設立 し輔成小学 と称す.また,大屋,山手lri2カ村組合の紛依小学を創立訂司年10月,/i-井 ･

南佐古ロ1･北佐古ujの5カ村石_もって大字今井牛越浦に井徳小学を,東嘩親i地蔵ケ鼻咋孤松小学,

多 賀村に多賀′J＼孝Jなど相ついで鞘設されたoTiた明治 8年1月に結石偶山の硬に校舎が新築され,
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ik経口1･噂鎚四 ･大利皿 ･由挿埋 ･町細目を他年虹叫として石相小学が創立されたQこのようにし

てしだいに乱立していた番/｣＼竿が整備されていき,ヰ川蒐布当初14校あった′｣＼学校比明治8年迄V(:

L･.t6枚LJCfEb,-1た明約17年の 1,｣､

学鍵専科規程｣によ9,｣､学位晩合及

経緯力法に帆LTlF式が妃められ,令

如垣 (JC等斜三LE_位鑑が定-iA.硯赤坂
叫では棄11- 1--9のよう(/C4校に

並催 された｡そ(TJ後明御8年5月改

止 され 衷11-1-10とたLJ,等和

学区の登場がfL･され,塊在

qj,1､字陳の前身がほとんど

できめが1たとしつえる｡､

城鮭存在する 5/｣､学校

(+i相/J､学校,軽部/｣＼学校,

笹岡/｣＼学校)の沿雄引払碑

にたとってみようrj

'(il) 石 畑 小 学 校

ー
サト

如 1--i- 9 明治17年の現赤坂町内の

小学校の竿斜並紅鮭

等 J† 学 区

中,())等才.I 弟b番学区

// ▲掛 0番学区

〟 窮12番学区

('赤.一軒郡誌よi,)寸刻哉)

表11- 1-10 明7LL18年改正の赤坂町再の小学校の専科並位錠
等利学 区 位 tilI1 校 名 棉

高中初等 帝 Zrf学区 町苅田村 :石棚小学校
中神等 〟 今 井 村 兵衛/ト学位

初 等 ノ/ 山 口 村 幡山小学校 中等科伏石学校と併合

(赤磐郡誌上b転淑)

明治 8年 1月,文経机 由淫乱 大利lti.山師Ill,町柵1ほ 通学区として,石相小学と称すO明

治19年学校令により石勅漣常小学枚 と改称,同年 ホ旋絹等′J､学校を併任すO明治25年分教場を大字

山口旧魂常他山/｣､学校F勺に設匿し,山口区や令兄満を乱学せしむ｡明治27年 5月分教場を廃す.明

治41年 4月,小学校令改正によb魂浦和 6学年とたる｡大n-_2年 4月高等科を設配し,石相疎常高

等小学 と称す04_年4月分教場を幡山尋常′J､学俺に diけ,第J学年iで匝く｢.昭和 6年組民学校制

の実施によb石相国民尊敬 と改称すO即捕捉2年学刷改革に伴い石和小学校 と改称.昭和≧9年幡山分

校は廃校と在るO

(ll) 鹿 部 /｣､学 校

FIJl治 7年10月今井,南佐-th臥 北佐古Blの5カ付髭もって水飴小学を創立.孤松 ･多指2幹を合

併し,分教場とするO明細 1年大字今升字丸文i,井 100番地,D現在地に新校舎を建頬し卑常炎徳小

学と称す.明治2占年其徳小学校 と改称o明治5占年軽部尋常小学枚 と改称q.大正 2年軽部疎常小学枕,
昭和16年軽部国民学校,昭和22年軽部/J＼学校 と改称する｡

(()笹 岡 小 学 校
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0収止にエ9材等中辛-gJ椴を仮 し･壌成甘I常小学投 と改称ナo上転 ･山手2カーi･J組合の似せ‖＼竿を

五校 とする本校 と命併-別解 4地 合を改典,卜･P5年新鮒 -移転し掛鵬 常応専小学蚊と改称すo

tK''和1占年許的LBj民学校と改札 昭利22年をIpl,j､事故 と改称 す o

以上のように歴仙拡充されてきた等蚊も,当れ把 かレ1ては表11-･3-8をみてもわかる様托,校

合吐紳』又は比家等が用いられたo状に示す史料仕鬼窪rt榊 ｢詳細留帳｣にみられ,石相/｣､学校の
飯食である｡

｢布令学校新値範 明治7年1D月落成 -

梁 行 三 間

操 行 九間半

紬,り蘇れ)ぢ准硬

姓 継 壁参周半 ､

碓参仰

雷 ･. 隠 宅ヶ所

粒 坪 三拾三坪半

1時 子 拾弐枚

｢Ja 紙 六枚

二 戸 五枚
t~

｢ 血 糖八枚 -

(東免田村議駄留帳)

次に数'符内容について机 上等=,｣､竿 と下等ノトキでVi赦科目は輿を･,ていたれ 内容として(A:軌llF

習字･寸描 を中心にしてかb･教背〟法は寺小b;教育とほとんど変わ9の/=い略説式たったようで

あるo次に抱げる史料は明治初年の下等釦六級生の試験問題である.

｢小dl=戎本巻之二 離 題

川 魚 ヲ釣ルニ-如何ナル大気ヲ宜 ./ トスルヤ

答 少 シク両降 リテ凪ナク暖 ナル日夕宜 ･/ トス l

(21 兆-イ‖1ニ似 クル献ナ リヤ

器 犬 ニ11.1.タル慨ナ リヤ

(31 /トニニ ッ別 -/リイいJ々 ナルヤ

答 他木 卜席木 トナ リ

(4) 他ホ ト禿木 卜革 卜含セテ何 卜称スルヤ

谷 樋物 F云 ク
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(5) 鹿-伺所二住スルヤ

答 山林二住スル猷ナリ

地理初歩

(6) 地球ノ形ノ､如何ナルヤ

答 円キ者ナリ

(7)地球二四個ノ方位アリ何々ナリヤ

答 東西南北ナリ

(8) 地球上二五大洋アリト云フ其 ノ名ヲ間フ

答 太平洋,大西洋,印度洋,南氷洋,北水洋

(9) 地球ノ表面二南北二引キクル線ヲ何 卜云7i.

答 経磯 卜云フ

qq 陸地ノ間ヲ流ル水ヲ何 卜云 フヤ

谷 川 卜云 フ

｢莫 術 心 算

(1) 25- 18+ 17- 7 - 24

(2) 15+ 17-25- 7 -5

(3) 愛三重子 55名7リ内 20名落第シ5名 -過枚セリト云フ

(il) 就 学 状 況

明治7年東建田村諸御用留帳によると,就額 7人 (男14,女 15),不孝 4人 (男 1,女 5),良

-

ー

1

1--ー
-
L
r

だし15才以下就学っ

束睡田村のみの

場合は就学率が約

87.1解で学制発布

当初から就学率が

非常に高かったと

いえる.しかしこ

れはたた1カ村に

ついてのみ言える

ことであって,.赤

坂町の他村ではど

うであったのだろ

表11- 1-11 明治15年赤坂町内 7校の就学状況

学 令 山 学 令 就 学 ･ 不 就 学 生徒総数

罪 女 男 . 女 罪 女

人 人 人 人 人 人 人
152 127 7∠; 58 58 69 259

1r)6 70 65 22 45 48 176

74 5d 59 17 55 59 lSO

42 5Li 56 22 a 12 76

51 18 26 10 5 8 49

(明樹 5年 岡山県学轟昨報エi)作成)
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うかo衰11- 1-11は,明治15年の赤坂町内 7校の就学状況を示したものである｡また衷11-1-

12は,就学状況を就学率で衷わしたものである｡

表11-1-12 明治15年赤坂町内7校の就学率 (単位 飾)

＼石 相 幡 山 孤 松 美 徳 多 賀 錬 成 蔽 嶺 '赤硬町 赤坂郡 備 前 阻
男 56.0占 59.45 52.70 84.74 85.71 7d.92 85.87 占7.57 74.75 77.08

女 45.dd 51.42 30.55 95.61 占4.70 47.占1 55.55 48.91 44.62 50.14

一 (明治15年 岡山県学串年報 エb作成)

これらの費からみてゆくと,男女 とも赤坂祁備前国の就学率を大巾に上回っているのか共軌 多

hn,淑嶺′｣､掌で,美徳小学にかいては,男女ともほとんど1口0多作近い.しかも女児が男児を上回

る就学率を示 しているのは大きな特徴である｡.それVL対し多賀･琢成 ･汝樹においては男女の差が

大きく,女児に対する教育の必要がまだそれ程感じられていなVl.又,石相,･晴山 ･孤松は赤坂町

の うちでも多くの生徒数を抱える学校であるが,男女 とも就学率が非常に慈 く,石相小学にお･いて

わずかに女児の就学率が赤坂郡を上回っている海産であるo岡山県全体の中で赤坂町の位置はどう

だろうか.岡山県鯨 †100年度に上ると明治15年の岡山県全体における政孝峯は50.7多である.そ

れと比べると赤坂町の明治15年における就学率は,わずかではあるがエかったといえるo

次に児童数の変遷をみてゆこ5｡学制発布当初の赤坂町における児塵総薮は,黄1ト 1-8に⊥

bp'悌 すると598名,表11- 1-11エb明治15年の児尭総数をみると976名で,学制頒布当初の

245倍にもなってV}るo

I
.ふ
...如
=..川.
JJ

.
州

t･.lJ

/yllJ y L

巾JQ 抄 Ht.
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わ) 教 育 財 政

｢弓坤り頒布破仰出脊｣によると｢人能 く異才むも･るところに応 じ勉励 して之に従車し,しかして

後初て生Ii治め産を興 し兼を昌にするを村へ Lo されば草間は身を立つの財本というべきものVCL

て云々｡｣の通b学問は立身出世の手投であることを強調し,｢学問は士人以上の事とし国家の為に
すと唱ふるを以て,学受及其衣食の用に至る迄阜く官に依徹 し, これを紛するに非されば等はさる

歩と思い,｢生を自棄するもの少からす,鼻骨官へるの注しさもの也Jの上うに,自分の立身の為

におこなう学問だから,学生皆等の学問を収めるたか こ必要な敢用を負担するのは同然の理であると

学虫の住民負担を正当化 しているO､また ｢専制｣には,r教育ノ設ノ､人々自ラ其身ヲ立ルノ基クル

ヲ以テ,共作用ノ如キ若ク政府 ノ止租=仰タベカラザル蹄ヲ待クス,且広ク天下ノ人'rヲノテ必ズ

孝二就カシメンコトヲ胤スレパ,政府正租ノ悉ク拾ス/レ所ニアラス,然L/ドモカ今エアッテ人民 ノ

智ヲ開クコト極メテ急務ナし′バ,一切ノ学歩 ヲ上げ t&ク民空号ニー&スル-時勢未〆然ル可カラザルモ

ノアリ云JTか｣とある.以上の基本方針に基づいて小学校経敢綻,その大部分を民穀でまかなわれ.

一部を国から′｣､学扶助委託金として給せられたoLか レト学扶助委託金も明治15年改iE教笥令にお

いてiy_14年廃止することを規定した｡また,伽軌間において総投薬斜位徴収されていたいb*11-

1-15抹明治15年赤坂町内各学校にやける文部句だ付金の具体例であるO

衣11-1-15 攻入に占める文部省配付金の割合

校 名 歳 入 金a 文部省札付金h 地 方税 及 び県庁 配付 金 授 業料 月敵 A x 100a

多 賀 小 学 61.占44 70【】 8.900 - 1.15

舞 成 ′｣､ 学 . 172,125 1,400 15.900 0,81

晴 山 ′ト 学 1,10,570 1.80白 17.8UO - 1,占2

明治15年岡山県学単年報土b転載

教育費支出がしだいに大 きくなるにつれて,町村財政をしたいに圧迫する上うになD,その一助

として明治18年よb改正教育令に基づき授罪科D敏収義妹制とたるのであるO

費目 -1-14は,明治20年代における笹岡打鍵入出決算表である0
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表11- 1-14 客 側 村 歳 入 決 井 表

＼ゝ .雑 収 入(授 業 料) 繰 越 金 国 税交 付 金( )地方税 村 税 合 計 歳入中の投薬科の占める削合

明治22年 lLJl27,占71121,042) 円 円 円 ーり 19.90車
271.455 5.078 205,807 占07,991

I/ 25*

〝 24年 157,占91(155.147) 45.451 ･ot554 ( ;ニ;08;) 795,554 88占,850 15.25車

〝 25年 155.581(119,821) 79.865 9.700 568,250 1.214.144 9.8占承

〝 26年 121,157(117.957) 50占,128 10.885( 三:4.喜85) 519,4占9 5.984,905 2.95多

〟 27年 150.5d1(112.275) 20,16LI ll.Odd(46:三423 ) 695,005 899,097 12.48%

〝 28年 116,561(llD,8dU) 26.188 12.975(57..62; 85 ) 629,5占1 785.065 10,01%

(笹岡村議入出決井表エb作成)

襲11-1-15 笹 岡 村 歳 出 決 井 襲

一､.≡ 役 場 政 教 育 .餐 会 議 亜 諸税及免租 衛 生 斐 土 木 焚 合 計

274.5C(; (38.91飾) 22.205 585,655

Jf 25年

･ 〝 24年 455.D97 256,044(51.72兎) ll.50(〕 71J44 54.550 80占,985

/′25年 564,244 2占1.252(5占.89帝) 24,940 57.ろoo 708,016

〝 26年 572.580 259,611(56.25車) 19,615 405.SOB 2,907,429 5.964,741

/′27年 577,占76 277,/48(51.81%) 17,715 54.548 60.157 872.929

/′28年 598,916 28占.825(57.55%) 21.425 60.664 767.650

( )内数字結,歳出合計に対する教育幾の割合を示す｡(単位 a6)

(笹rU･]村歳入出決井葉 上b作成)
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明治18年よb捜薬科が義務徴収制になったこと比前述したが,衷11-2-14によると捜薬科性歳

入の中で明子飴2年 199多,24年 1523卓と並製な山人品目の位置をしめているが,しだいにその割合

は低 くたってきている｡沢に歳出の面からみてゆくと軟膏費は歳出合計の55解前後を占め,哉IIj品

目の第2番目である｡このこと壮町村財政の中で締 甥がいかに大きな位置をしめたかということ

また,いかに大きな負担であったかを如実に示すものであろう∩そこで教育坪国師補助の頚求か高

まってくるのである｡

脚 1-1-2壮軽部岳常高等小学校を村内にもつ軽部村にかける教育費の町村伐に占める割合を

図示したものである｡大正 2年約24帝であったも√Dれ 大正7年には約56多と5年間但o解倉Dも

増加している｡この急敵たる増加を誘発した原凶払何だ-'たのだろうか｡その一因として,明伽 1

年&枚数帝年限が占カ年に延演されたこと,それ咋伴う児童必 ･教負数の増加,また物価騰fl'もあ

いせってこのようた急散在llと伽がかこったのであろ う｡教野火 gJ町村財政圧迫('C対 して教習生Ltの幽

庵補助の貸求が高まってきたこと比前述したが,上うやく大正 7年(1918)5月 ｢市町村敷戸出国

雌負担法｣が公布され 大正 8年にtri11車の教も録の狭少がみられる｡ しかし,大正8年の息敵な

児童数の増加

(ltxjll-1- 1)

によb大正 9

年には再び教

育負は増加の

傾向をJ>せて

いるoその後

大正12年をビ

銅

山ル

-クとして淑 53
少 むたとって

いるO

(軽鮎尋常高等 30L
/｣､報 沿革史

よb作成) 20

/0

糾11-1- 2 教育12の町村作に占める',l削合

// へ 〈 へ

}3年51占73チ/0///2/3/gPS2343-g78
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(() 数 Fi

教育制度の整備 とともに,新しい教授法 ･教育内容 な どを各′｣､学校で取b入れてゆくために紘,

早急な教員垂成機関を設置 し,群雲を充たすだけの政見の集成が必要となってくるわけであるが,

学制頒布当初ではとても不可能なことであった｡そのため寺小屋の師匠とか,村内の学術乗車のあ

るものなどがそCr3-1ま小学校の教E.忙なることが多かった. (表11-1-5,衷11-1-8を参照)

教月番成の急務にこたえて,明治7年 (1974)6月′｣＼孝教科誹習所 (学校名は温知学校,明治

･ノ年 5月間山師範学校と改称.)を岡山城内に設け,教 具の遊成をはかったoまた,明治9年 5月

に(･1.7畠山師範学校乱併せ,4月には変則中学科並(/E,ト学科を附設,8月には岡山師範学校津山支校

を,又本校の附属として岡山女子師晒草使,その坪山文枝を段艇し,iJS繁忙対処してい･1たO

しかし,師範卒だけでは全国的にもその絶対数枚不足してか9,現場で蚊ノト学校教員のきわめて

多数が師範学校卒共生以外のもので占められていたO図11- 1-5壮征岡′｣､学校にかける教負の免

詐取樽-方法を師範学校卒業生 ･試験称定合格者 ･中学位及び実弟学校卒東生および剛 LJ大学卒発生

の4棚 に分けて図示したものである｡

笹岡小学校に勤務した教員のうち,肺範学枚卒共生の占める割合は,大正の紘じめとふわDを除

V}て紘一Ftして安定的であり.昭和20年から25年にかけて壮すべて師範卒菜生で占められてい7tと

いえるOこのことtrL師範学校で教且の頻成金かこをうことを基本方針 とする国の政策がかなb地に

根をtLiってきたことを示しているoLかし脚 1- 1-5をみてもわかる辿れ 大正初期の試験検定

合 格者数や,大正後期から昭和20年頃までの中学校及び乗薬学佼卒典生の教が師範学校卒薬生をぬ

いて多くqJ数を占めている｡これらの師範学校卒発生以外で教員になった者は,明治55年教員免許

令によi)確立した検定試験制度によって政見資格を得た人たちであった.

図11-1-5 教 員 の 免 許 取 得 方 法

/Q777≡≡茸鰯莞柵〔 ∧∧占 ●■●●′リ＼

∫431/ ･1㌧′二一｢ rt,..｢､′一 V'lt.I.J!t 乱 誹 _.ー_}
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この検定試厳制度仕教月の不足を補うことを主目的として,しかも教負の専門職化をめざす為に制

度上の垂偏を_おこなったものであるOこの別姓IT上って多くの救月が世に生みだされ教育に頁赦し

た｡ この制度は昭和24年q)教月免許法による改革まで続いた｡

師範学校卒乾生-を･中心iJ'Cしなからも,多くtTJglヰ癖定合格者,中学校及実業学校卒菜生を含まず

には進歩しえTEかった教良糞成制度仏 教Liの不jE,攻flの待遇の劣悪さなどの社会間恩を含みな

がら,終戦後新しく設配された新制大学卒兵生に上って代わられていった｡
(井 上 八鹿子)

日 中 等 教 育

赤坂町における中等教育機側としては,明1御4年赤坂中学,同20年缶等赤坂′ト学校,同55年/#･坂

高等′J､学校,石机 軽部は大正 2年,笹岡は明伸は年各尋常/ト学校に併駅された高等科,そして昭

和22年現在の赤坂中学校が設丘されているotlT,これらについて述べていきたい｡

明治5年の r学制｣免田行に伴う孝圧制と赤飯?bOfj:区Jijf管は前述の過Dである(初等教習参照)0

岡山以忙おける中寺教育はPj-J治7年 8月.㈹LLJI一九西山九溢知学校内に附設の中学養成所を長けて教

育したのが赦初であった｡しかし, これ性瞳めて4人鹿の限られた者が学べるだけであった.

そこで岡山県は,明治15年初めて公立中学校柵功金支給制,空14年,町村立中学校掛川を定め中

等教育の普及('C努めたO

これによ9,r学制｣orJ学区制を勉過した15rJ町村立中学が設けられ,赤坂町にも般1rJの中等教

脊撫艶,赤坂中学校が設立.されているO

◎ 赤 坂 中 学 校

明治14年12月 (一説に 6月)赤坂郡高良大字三股 (商船村)に段立,男子教育機関,後に帝都村

浄土寺に移るが,包寓勝三郎氏の校舎寄附UIC上IJ縛転するO

衷11-11占 赤坂 中学改訳

＼ 教 員 生 徒 支 出

RJj冶14 5̂ ･15人 臼55円2̀17

// 1t. 4人 dd人 1.20〔J円952

当時の教員,生徒数,支出は表11- 1

-16rJ通Dである.

赤坂中学校は,以下で明治14年鹿に設立

された10校の郡立中学のうちの1校であ

る｡だが,郡立といっても君r｢Fの各町村

陣 的山峡教育史中巻よbl'紬 が経攻を負担し,事実上は町村立中学校

といえる｡岡山ir,主教育史中巻によると｢試二今.rjノ鮎立中学校ノ演況ヲ視察セヨ,柴シテ完全傭兵

スル所ノモノ7ルカ･･････其教科ノ不十分ナルJt任免ヨリ之ヲ音フモ高等小学校ノ類二シテ,姓名ノ

ミ中学校クルニ過キ,<･･･-･｣とあるように.孤立中辛と粒立中学校では設備,教科内容,さらに学

力まで差か大きい｡

ところれ 明治17年 1月,史..恥古の ｢rf.単投過司･｣ケこ比,0,_のような厳格を軒格を中学校に噂求

している｡
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(1) 数且柵成-･･壌低 5人の中学師範科卒業者か大学卒薬毒で棉成｡

(2)教 材･･････｢教科上必須ノ図ヰ及牌物,物理,lL学,器械療本類｣を確爽忙そろえるo

(3) 設 備･-･･･r物理化学,試験室,体操場及ビ生徒ノ控所,職員ノ詰所｣を設けるch

しかも,第7粂 ｢中学校 ノ経費 トシテ供給スベキ金額-,前条ノ準備ヲ弁ズル二足ルペキモノト

スJというエ_F)に,各府県にその失行を命 じていた｡

こ(Z)｢通則｣のため県下の都立中学校は経営灘奇生み,次々と廃止忙在る.その具体的な理由と

して ｢明治前期-:f液 成立史｣では次のように述べている｡

F｢通則J,D中学校規定をみたすに結,町村程度の経済能力の耐えうるところではないこと,こ
の 7年は1Ll年来の松方蔵相の行なったデフレ政策に;:b全国的に各地方が不況にあえいでいたとと,

それ以上に在鞍的な原因 とな一つたのirl-府県が,町利立中学校の補月かを中止 もしくは就癒 し,それを

JfTy,i-_辻中学校に画して ｢通則｣に_適合蕃せようとしたためであるO』

赤坂中学校 も,上記のような理由のため,わずか5年間で明治1i年に閉鎖されることになった｡

◎ 高等赤坂小学校

明給20年4月tiLJ設 (15カ村組合 )郡内で唯一の福等′J＼学,石相尋常小学校の一部を借用D明治22

年 5月 1日,校舎新兵,鳥取上村大手町刈Ef7享頁光寺に移転｡

明治55年 4月,従来の組合の分離‥亀取上,磯部,暫山鳥取中(一部),西山の4カ村組合とな

る｡I.rまつきbした記歓はないが,この時,赤坂高等小学班と改称されたらしい｡

F.TJJ治55年 5月,鳥収上,腰部,西LJJの5カ村組合となる｡明細 1年,.小報 令の改正括凍,修集

年限2年 と在る. (以上 ｢醜査表級｣赤堀満等′J､学校VL依る｡)

擢部尋常高等小学校沿革史によると｢大正 2年4月1日!赤坂拓等小学校分軌 本校-高等科ヲ

設値ス｣とあることから,赤坂高等小学校抹大正 2年まで続いたことがわかる｡

また,石相 ･笹岡の各罷骨端等′ト草鮫へ高専科が設世されたのは.それぞれの沿革史によると笹

E舶 ;明治45年,石相が大正 2年であったoだから中等救背け,その後,各尋常高等小学校の高等科

襲1L- 1-17 赤坂高等小学便数臥 生徒数 に卦いて行なわれること忙なる0

矩 教 師 数 生 徒 数

明治42年 4(人) 144か＼)

〟 4 5 // 4 154

〝 44// ･1 154

赤坂高等′J＼学校の生徒政,教師数は,資料の関

係上年代的に追っていけないが,衷11- 1-17

の通i)である｡

せた,礎部捲清福等/J､学校を取b上げた場合

生徒数,教師数壮図11--1- 4である｡これは
㈹ 赤坂高専小学校 ｢調査表緑｣エb作成

高等科の生徒数のみを示 している｡

生徒数は･大正時代にやや増加幌向を示すが昭和 2年に減少,それ以後再び少しずつ増加 している｡

tへ 1552-
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しかし,昭和 16年に再び淑少してレ▲るO
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周 11-1一弓軽部尋常高等小学校,国民学鮫の教師血 席等科生徒敦の変化

(荏) ｢感熱尋常高等/J､学成沿&艇｣.i.blt一成

卒業後の進路状況について結,表11-1-16である.r対山県全体の進学率と比赦した場合.大正

の 7年頃から12年号では煉下の進学峯をはるかに上回っているが,それ以後(liかfEb低いことがわ
Jヽ

かる｡

学校別にみると,中学校,超等女学校への進学者帖全般的(/C少fL･く,共架学校進学者のr)J-が多い｡

しかも実車率俊進学者に1,大正年間,碑に7-12年現が#.'も多いO

また,進学率の ( )内は喪某学校進学者を除いたIrgを示 したも,I)で.大iE年間に高い進学韻を

示すのは実薬学硬進学者が多かったためであると考えられる｡

このことを塵づけるものとして大正 2年,ト鵬 常鹿等小学校に家政女学校附詮,同8年に爽貰

補習学校附設,同10年に仕家政女学校が騰止せらかるが,夷菜補習学校に男子臥 女子部が設けら

れているo上って,村落州てある-/tめ,経済的.転位的にも進学しやすい状況であったのであろう｡
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鼻 1- 1-18 赤坂高等′｣孝校,魅弥強常商等小学校,腰部国民学校の卒業者故 と進学状況 r

前 年 度 卒 業 者 ,;i)本 年 虻 の 状 況

午 I..iI 中 学 校. 高 等女 学 校 突 薬 学 T史 進 学 率男 女 El音卜 鹿 部 岡山県

明42 日 2 4 2 ~l ∩ 7 ll.la4 9.7) -

4.5 7占 5 0 1 U 4 5.5(5.?) -

4∠1 58 5 1 1 □ 5 8.9( 7.1) -

45 58 9 2 - 0 0 ll 19.0(18,7) -

大 2 5占 - - - - - -

5 15- 0 C 2 0 2 15.5 ( D) -

'1 20 0 0 1 8 9 45.0(D ) -

5 9 □ D 0 2. 2 22.0(口 ) -

A - - - - - - - -

~7 15 0 0 D 8 8 55.5( □) 57,5

8 18 1 1 9 占 17 94,4(ll.1) 50.7

9 29 0 □ ll 15 24 827( 0) 57.4

10 50 0 0 1 12 15 占5.0( D ) 40,4

ll 57 1 1 17 12 51 85.8( 5.4) 47.9

15 5占 5(4※) 2 2 0 9 25.0(19.4) 41.5

14 51 □ D 1 Cb 1 5.2( 0) 40.8

15 29 1 □ 2 2 5 17.2( 5.4) 40.0

5 27 0 8 5 0 5 ll.l ( 0 ) 41.4

.1 24 0 1 JJ 0 4 1占.7( 4.2) 59,5

J 54 口 1 2 0 5 8.8(2.9) 57.5

∠U 24 1 5 5 0 7 29.2(16.7) 54.5

7 28 □ 5 5 0 i 21.4(10.7) 55.2

ら _〟.爪_至｣0 5 5 0 占 17.1( 8ム) て 訂 ｢

印 ･りi42-45年 ･ 赤坂適等′｣嘩 按 ｢魂査葬捷｣,大 2-昭恥牢 ｢腰部亀常高等小学校沿革史｣,｢軽
部国民学校7/'a革史｣より作成

(戦) 高三へ進学

(;:,(こ:I) 女子師綜-進学

( ) 実業学校進学者を除く進学審

･岡山県統計 100毎夏よ17作成
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◎ 赤 坂 中 学 俊

昭耳性2年4月･鳥取上 優軌 笹岡村学校舶合従赤飯中学校設立,昭和 8年の合併とともに.1乱
在の赤坂中学校となる,,

設立以後の進学率は,凶11- 1-5,卒共著政と卑盛者の趨梅について比,長11- 1-19である｡

進学率は,岡山腺の平均と此奴した場合,県平均が年を追って上昇しているの忙対 し,増加･減少

を繰b返しながら一般的には上昇傾向を示している.

図11- 1-5 赤 故 中 学 校 進 学 峯

44年度は約90帝の進学率となっているo衣11- I-19による就職者と家郷従事者については,昭

利 52年Ii･11呈'K,就収着が多くなり,家堺征野着払年々威,少して41年'K牲 1人もいない0

-2た男女別にみると,進学者,就職者ではどちらもたいたい女子が多く,反対に官専従却者で托

勢子の方が多かったようである｡

図11-1-6の生徒数の変化で仕,昭和57年が長も多いO これ壮観後のベビーブームCL)形敏のた

-5551



めであると思われる.､

表11-1-19 赤坂中学校卒苑者赦とその進路

進 学 就 聴 家 事 従 事 合 計
gl 女 計 罪 女 計 罪 女 汁

昭22 5 5 15 7 22 25 25 48 75

25 5 8 15 18 10 28 8 12 20 81

24 57 60 117 5 5 10 15 7 20 147

25 56 67 125 5 17 22 15 10 25 170

26 占5 57 120 1D 7 17 9 5 12 149

27 48 74 122 8 7 15 12 4 1占 155

28 51 55 104 10 7 17 8 5 i.5 154

29 L14 55 97 8 D 8 4 7 ll 118

50 41 52 95 tフ ー4 55 15 8 25 149

51 44 52 96 22 9 29 12 19 51 15&

52 52 52 104 15 1D 24 IS 15 26 154

55 4占 48 94 14 15 24 10 12 22 14L]

54 47 占2 109 1占 L' 29 4 4 8 14占

55 57 44 101 ll 14 17 4 5 7 125

56 占4 68 152 ll 14 25 2 5 5 1ム2

57 58 74 152 1d ld 52 2 0 2 1占占

58 71 78 149 17 10 27 1 0 1 177

う9 77 75 150 14 8 22 D 1 1 175

40 55 59 114 15 ll 2占 2 n 2 142

41 51 44 75 12 ll 25 0 0 0 118

42 59 55 92 14 8 22 0 0 ∩114
45 42 LID 82 9 5 14 0 0 a 9占
J14 81 75 88 15 td 10 0 0 0 98

(Tt-) ｢赤坂中学校沿革史｣エb作成

その後,45年まで生徒数紘著しい減少をみせている｡この原田として,ベビーブームが過ぎたこ

と,また.三村合併後10年の間に人口約 1.5DO人の減少という過感化傾向のあらわれでもあると思

う｡

教恥数については,同様に図11-1-6にみられるように生徒数の増減にかかわらず,あまb変

動はみられない｡ (萩 野 畳菓子 )
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F_x]11-1-占 赤lk中半枚eJ細 5u,生鶴放()変化

∴二十∴∴-
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1

(齢 ｢赤坂中学校沿革屯｣より作成

(.I) 学校教育の現況

赤坂PJには,4つの学較かある｡石村小学枚.†･･'t部小学校,遊間小学校,そ して赤坂中学校であ

る｡教育費が赤坂町i範で占める割合LrL,昭和即竿渡I注入誠LLi結翫 281.298.000円のうち50.971,

000円で,約18解であるo

(1) 学校の規協.概観

(a) 石 和 ′｣､学 校

全 体 面 伽

組 物 敷 地

(体 育 鎗

蓮 如 場

実 習 地

一･557-

121F1 7/)r

5,5597JZJ

SO611t)

L',25 177r

S 97/JT



衣11- 1-2rJ 学 年 別 児 頚 放

喪11- 1-21 保 適 者 産 業 別 児 鹿 叡

A 蘇 槌設 測造 卸小売 金l触 サ ー ビス 公放 通迦 その他 計 ~1

L12名 4 20 5〔) 22 Ll Ll7 56 511 22 258

教職且 校長,教風 教飽 7名!助赦翰 1名.用務Lll名

石相小学校の学勘も 町iT皿 ,大苅N,流程臥 西寝m,由樺卦 山口 (天心平)であるOを.し

て,町苅Dj部落は半商半L-5-_,他の5部落比虚業を主体としているが,最近は現金収入を目ぎした出

かせぎが多く恵 一'てい る｡

(h) 轍 部 小 学 校

全 体 面 筋

建 物 敷 地

交 通 教 室

迎 勘 場

-! -- lL

衷11-1-22 学 年 別

9,780〝ヂ

4,597･fliL 1

1.050m･J

5,2557㌦

1.0801q 1

児 童 数

学 年 1 2 5 4 5 占 軒

輿 10 9 9 14 14 ll &7

辛 10 CI 8 15 ll 18 占5

表11- 1-25 保 護 者 窪 菜 別 児 虚 数

出 林 級 嬉設 魂造 軌小尭 山 llj! サー ビス 公妨 蘇 その他 針

5ロ -16 ■19 8 15 占 19 1 124



放散良 校長,教頭,教翰 6名,用務iilも

軽部小学校の学区払,函軽部,火雌部,今井,Fl壬佐古臥 北佐古N,多晩 ul畠である.

(r) 笹 flq,J､学 校

全 体 面 顔

ムヒ 4LJu 串,i

建 物 故 地

5.24占)/r

2,dd41]1

2.582〃J

未11- 1-24 学 年 別 児 童 数

.学 年 1 2 5 .乍 5 i, 琵十

･93 7 5 4 10 1う 6 45

女 5 6 7 一口 10 9 45

衣11-1-:35 保玩･者 専 業別 児 碕 政

建具別 出 免左 姐 製造 商菓 金触 遵倫 屯気 サ ー ビス 公務 その他 F.｢

児蛮赦 27 1 5 17 5 つ 10 ■ー 6 1 1

教職ii 校長,叔風 教冶 d名,用務til名

臼)赤 坂 中 学 校

全 体 面 砧

ijli 軌 鴫

敷 地

実 潜 地

ld,占98.97lf

8.552,4777-I

8.049777t

207.9′〃~

衷11-1-26 学年別jl碓必 (.将来 も含めて)

5 ウ 1

91 91 98

i 占 5 J

救取負 校長,教頭,救劫 1占名,並旗救由†名,糾約 1名,幣威嚇 1名,用務fil.i,

(2I研 究 活 動

赤坂中学&Lが,文部省の迫礎数fl研'Jiiの指定規忙.,1っている7)で,′j＼学校にかいても,Fj畔位で
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通徹教育の研究にとDくんでいる;FJ:ど,赤松 町(,a:教育熱心 が Tと考えられる′､ここ-I(=有礼 唾部,

笹岡の各小学鮫 と赤坂中報 における研究活動を明らかにしたい ｡

(a) 石 碑 ′ト学 校

赤坂中学校での文部省指定による道徳教育研究をうけて,石畑小学校に卦いても通飴教育の研究

V':力を^れている0年樹指節 ｢面の改替,共既に枯びつく逝飽鮎鞍C'Jあb方を主な西谷としていて

9月1C/E],校内道徳研究会,10月中旬,町内研究会がもたれる｡

又,孝枝全休でとi)くんでいるものとLて懲赦教習の研究がある.a.れ姓.筋道をたてて考える

弟数指#.鵜合の考えをとb入れた節徴指導を主姐としてV,て,撤兵晩会で随時研究をし,各学年

の研究授業と批評会が予定されているo I

鋸 軽 部 小 学 校 ｢

昭和46年度から,47年度にわたD,倣轟扱否の研究が在それている｡他泉教育の内容は,Li)保健

教習 (封他局紬勺な生緒をおくるための見習帆a)背瓜 体力づく_D,(少学級指劇こおける保健相轟で

ある√,このテーマで,月1回の棟内研究会がもたれているO又,11月の町内研究会に向けての道徳

救命の研究,校内で(rJ算数教育の研究も続けられているb

この怪部小学校は"健康教育の岡山腺第 1の優良校 として,昭利42,45,45年に表彰 されてお･b

この鰍 教育は徹底 してレ､る｡歯みが幸の指串に上る虫歯の敢滅,乾布-iきつe')励行でインフルエ

ンザがIT,防できたこと.11月～2月の早朝マラソンなどとりくみ内容も多い｡保健教育は学校経営

全体にかかわる問題であD,学校.地域,社会の三者がいかに協力してゆくかが箆嬰だという説明

かあったO又,学校経営,伸に健康教育をかしすすめてし1く時,糊 りの経牡を便わず忙現有の施設

をいかに利川するかという問題点をあげられていた. し ｢

(C) 縦 rlY.'い｣､学 校

笹岡′｣､学校に;bいて払 民主教育,道徳教育,理科教育の研究が表されて卦D,月 2回の研究投

学雛指導,児車活軸)｡再CL)学級指串に鮎 をあてて,僻別活動の計画づくれ 研究をすすめてい

/Do

机 赤 カ_t中 学 校

叉部'S指定の道徳教育研究硬であ9,昭利46年 に｢日印発表をし,117年Ib月に本発車をひかえてお･

少,毎週月鴨F日の授点線に研究胎動をすすめているQ 紬 l由立案をする追徴推進委員負,金城良で退

席敬白全体を討議する道徳全体会,一段繋研究1臥 ;こけ卜研究1払 集践研究冊からなる遺徳研究部虫, .

加 由学年会を段け,総合的LR:･研究をすすめているO過凍 J･る内容は, l年生では鍵軸性, 2年生で

は如Ltl件, 5年生で忙JiL･会椎でも.i),これらの主私を中心 とした放棄をすすめてい る .｡
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全体をとおして考えられること虻.数育er);毎払名として研究は欠かせないものであi),どこの学

校にかいても研究活動ととf)くんでいる｡しかL,放出1,鍵,夏休みのスケジューールもはとんと'っま

って.おり,研究を保障する十分な時Hljがたいとい･.:7′占J ,教師仕さびしい時聞菅におかれて著労 し

ているO-つ一つの授共を大捌仁して,草紙指屯も十分Vt:するためには,一人一人の教師の壌勢 も

大切たが,教師自身が研究し力をつけてレ､くことができる時制的保擬が欠かせたいのではないかと

思 う｡

(3) 児塵,生徒の学習生臆発態

学校教育の現在の状態を把握するために仕,号鍵て何か行別 っれているかという親点たけでなく

叔脊JJ対象である児垂.生徒がどのような生帖をしているかとい う広い視野で見なければ,児塵 ･

生経の襲衝がつかみえないと考える｡そこで,勉半旗件,勉学状阻 マスコミの影帝,遊び,象座

でたずさわる仕妨 (手伝い)を調べ,児析･生徒がL･かjtていろ生結実蛭を別らか忙しようとした,,

そのために,赤坂町の石相′j､学校,笹

岡′｣､学校,樫部小学故,赤坂中学性C7)兜

鼠生徒に対して7 ンケ-1鯛査を行なっ

た｡これは.各学校の能生方の協力を禍

で配布, 回収 したもめである.アン′ケー

ト調査の概賓は,右表のとおbであるo

これL/C､上ると,.児丑 ･生徒の生活実態

は次のとかbである,,

(zt)学 讃.-T条 件

束11- 1-27 7/ケー ト調充棟嘗

トー卒 日日 昭和 47年 7月18rI

臣児最生徒数 石 1-日小 学 校 258名(全長)
軽 部 ′ト等 枚 152名(〟 )

笹 岡 ノ｣､学 校 90名(〟 )

豪 坂 中 学 校 280名(〟 )

収 奪 石 相 ′J､学 校 87,9飾
塵 部 ′｣､章 毎 98.5%

笹 岡 小 学 校 94.4%

赤 坂 中 学 校 87.5~車

rtI三文 見 放 児童 1名i/Eつき,父兄 .1名 として
7/ケ- ト曲速をしたので,のベ

父兄数と回収率は児魂 .生柾VEか

(Jl) 勉 強 部 虚

図11-1-7 勉強諏瞳W祐紳

7二 言撰集有為
71-I"ー~な り ,,･-､ノ ''＼＼//
I,/I
ク､_ー

､､■●

/ ヽ/ ＼＼/ ＼

′●ヽ

ヽヽヽ

L-_
一一一●

小J年 1 3 年 √ S や′ 1 3

-f'41-

兄弟と共同使用して

いる者 も含めて,勉強

部屋があるということ

紘,学事を中断された

い.女tが散らたいなど

孝習する上での大 きな

保障 となるれ 地蔵部

屋のない着払 全体で

150名,約17帝i.こなん｡



/｣､学校低学年のみでなく･中学校 5年-,{で(,Cわたる0位′帥 情 ･FL･ど閃腰た剛比があるのかもしれた

しハL)

(｡) 帆

大多数が所有して

いるが,全体で7名 TO

I'
小学校5･4･5･ 80

ム年を除 き,各学年

で1名から2名が,

机がf=いという条件

//Cふかれてレ､る｡

ぐう 旗光灯スタ

ンド

とれt,Cついても,

大多叡Jji所有してい

るが,全体て72名が

ス.4ン ドなしという 0

痕条件ih=かかれてい

る｡

(h) 学 習 状 況 ?

小) 1日の平均

学習時間

各学年ごとに,秦

･' 矧11- 1- 8 机 の 有 無

<■-,L7

--l~一一一一一■__I一一■

･ト/キ } 3 〃 √ √ ヤ / 1 3

尉 1- 1- う 飯光灯スタン ドの有無

11111-2日に示すと So

も.DであるO ､和

′8

30

10

/0

0

7 二 三7,/ /↑ ＼

ァ/｢ ､

イ 小一--･､ 一 一._叫 ./ 'lLt･･一･ノ ー･､

,1､/ヰ 2 3 年 ∫ L 寸/キ 1 3
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衷11- ll-28 --日の平 均学 習時 間

∵十～ 0.5 J～1 ～ 1,5- 2 - 2.5～ 5 ･～;5.5 - 4 -4.5 - 5 5 ,- 示す
′｣､ 1 59人(占1.9:)卑 19天(部2)多 2人(5.2)飾 5人4.7)a 1 占5人

2 51(舶3)_. 51(4占3) 5(7.4) . 占7

5 32 2占 4 2 1人 1人 7~大 占7
(47.7) (58日) (6.0) (3.0) し1.5)劣 (15)i(15)i

(28ム) (41.4) (18.6) (4.5) (4.5) 日 .Ll)串 (1.4)S

5 25(211_)_. 50(_38.0.) 14(7.7) 占(7,i) 5(5,也) i(5.8) 79

(8,9) (5.1) (244) (18.9) (5.占) (/,8) (1.1) (1.1)Lyu(1.1)解

中 1 li(4.5) 10 T石ー 7 4 15 2ロ 5 2 1 89(_ll.2) (112) (27D) (1占.9) LL25) (_ち.4) (22) (1.1)

2 4 ll 15 29 10 ll 2 85
(4,8) (15.5) (lB.I) (54.9) (ー21〕) (145) (2.4)

5 i(8}) 10(1_45) ll(15.9) 21(5Ll.Ll) 丁了(15.9) 1[】い4.5) 占9

小学校 1･2･5年-までは, 05- 1時慨か圧倒的に多いが,5年生で4- 4.5時r岩jという児東

かみられる｡内容について調査していなし1ので椎qJできないが, この学年でこれほどまでにする必

蜜があるのか疑問である｡ 4･5年で仕 0.5- 1.5時間か多 く,6年では1- 2時間が多くなる｡

しかし. 5時間以上というのもみられる.､中朝 三では, 1-5時間前後が多い屑である,〕ただし,

尚僚受験を超えている5年娃kt回答轟が占師8でもるo

(ロ) 常 習 鞄

グ ラフに示す とお

i)である｡ /｣､5年か 人

ら中1年までに比,

細を利用しているも

60

Jo

--
-=r
-
-
-

-
.-
-
--
-

のが過半数をはるか

に越えている｡ 40

30

20

/0

0

図11- i-1打 学習 熱 利用者数

小/ 1 3 タ ∫

-51.ヨー
g ナ/ 2 3粥



衣11-･1-29 1通例における塑利用時JJdj

時間学年 ～0.5 ∫-′ 1 - 2 ■̀一 十 ～ LI ～5 -6占-財 u榊:者総数利用していない者故冒
/｣.､ 1 7人 18人 5人 1人 2人 51̂ 50人 占1人

(115)潔 lP_9,5い諮 (.4.i).){F' (1.a)% (51)lpl (5013)LP (492)多

2 占 15 5(4.7) 1 1 - 2∠' 58 64(9一4) @5.4) (1.占) (1,の (40.6) (59.め
5 2 1占 15 2 5 1人 . 41 25 66
(5.0) (24.5-) (22.7) (5.t]) (7.6) (15)% (62.1) (57:-/)

5 2 14 1㌻~~ lさ; ○(5/u) 2 49 29 78(2.6) (17.9) (192) (l占,7) (2.i) 圧2Ei) (572)
占 24 18 9 a 1 1 5'? 29 88

(5.5) (ill.D) (26.7) (10.0) (7.8) (57,8.) (42二～)

2 1 5 15 ,5 1 28 45 75
(1./) (占.8) (2,J.7) (4.1) (1,∠7) (58..4L (占1.a)

○ 2 I) 1日 2 1 -2-i 41 70

表11-1-50 塾内容別利用者叔 (のペ数)

′｣.､1年 小2年 小 5年 ′｣一､4年 小5年 小占年 中1年 l中2年 中5/17-:. 汁

兵 帯 5 I 7 50 25 25 l 91

井 戯 1 1 2 1 10 25 27 25 】 9 2

LhJ 爵 1 2 1 1 1 1 1- 8

唾比,英語.節扱 (数学 ),国静のいわゆる高校入試に必輿な5教科と, ビフノ(オル j)ン ),

机 &,殊乳 その他 (剣道,翠 )の習いごととしての多様を内容にわたる｢

特に洗顔,数字は/｣＼草 8年から牌え始め中学 1韓, 2年, 5年 と釣 1/5近 くの者が利用 しているo

利用Lなければついていけない盾,ある小姓Ii'らによい成紙を袖ようとする者,爽佃はもかbにく
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いが,1/名の者が学校の授業だけでは九分でなVlととを示 していると考えられる｡このことは,･授

業内容についての制衝提起でもあろうo

ビ7ノ,省道,オルガンについては,/J､草生むころが多く,中学生になると減っているOこれら

の教育は,子 どもの能力の発達をすすめるため妊亨ばせたいという親の嘗求から,たされているこ

とが多いと考えられるか,子 とも自身にとって主体FJにかかわってゆけるような内容でなければ,

能力をイ射ますどころか,適に｢～せね(-1'なら{=い｣.淡色 として背負 うことになるし,処 も又,比戯

殻争の磯になってしまうので(riたいかという危似合感 じさせられる｡中学にはいって,これらの塾

利用者が激減 していろこと払 ｢欣縫(/C直睦榊併する教科の学習が絶対である｣という,子供の主

体の聞出から発した ものでたく,現在の教育の草力現,進学体制 といった社会情勢からの磐田が大

きいものと考えられるo

(C) 醗 瀦 (マンガを除 く)

表11- 1-51 1日平均配車時FuLl

＼＼＼ し な い 一一0.5 - 1 - 1.5 - 2 I-2_5 ～ 5 S J,～ 針(lE!1第者)

/ト1 18人(51.0)感 5軍人(55.2)飾 8人(15,8)車 58人

2 18(28.1) 55.(54.7) i)( 14,1) 2人(5,1滴 84

5 15(25.8) 59くム1.9) 臼(12.7) 1(1.a) 占5

(25.2) (59.4) (ll.8) (.1,5)車 (4,5)

(14.8) (55.4) く2占.i) (5.4) (1.1) (ユニ1延.

中1 15 Ltd 19 2 5 1 1 87
(17.2) (52_9) (21ゆ (25) (5.4) (1.2) (1.2)

2 2占 42 9 5 ち l 5 a8(29.a) (47.7) (川,2) (5_7) (5.4) (5,4)

5 28 り /) 5 2 59

1E]平均の銑智時間は衷(,C示すとおDである-,fJi,発くべきことには,全然離郷i,しない児童 .坐

徒が･小 1-中5-iで各学年20 表11-1-52 無能懲児恵の推移

名前後おD,'｣､学生で9L//.4占 (全LjiJ学校図-#館協議会)

名く22宙),中学生で占1/255

令(2占%)であるo参考に ｢全

国学硬固fu=蛤協議会｣による全

､､--I S58年 S4n年 )S45年

鞄の無統脊児蓮の推移の調査をがすと上の簸43とおbでも,-I,0
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これと比せ してみると,赤坂町の調査はRJ和47年に行な･-,たものである机 小学生の力はかなり

苗い峯を示 しているO

この上うな状況が起こっていろ原因を考えるといくつかあるだろうが,テレビの視聴時間が長い

ことや(後でテレビの視聴についてはふれる),7fんが,子供用過刊誌の普及などが大 きな膨卒を

与えているので出たいかと思 ).チャンネルをまわせば話旭や夢中になれるものが提供される費境

の中で幼児(Jころから本を読んでもらったD.自分で読むことの楽 しさに触れたことがないという

こともあるだろう0

11iTの乗で示 したように.この傾向が年 埠々せるなかで･子 ともは直接的な視覚･感覚などに訴え

る映係文化の中Vこかかれ,文字を媒介とする物*の理解や,じっくbと考える習慣などがそこなわ

れてきているC,

/千日,家犀と学校で,子 ともの耽省につレ､て寅剣に考えなければならない状況ではたVlだろうれ

読｢番内容は以下のとおりである.

衷11-1-55 学 年 別 読 者 内 容

＼ヾ 容学i> 尭 話 少年少女物語 伝 記 歴 史 自 然 政治 文 学 推 理′ト 説 概争物語 その他 合言十.

′J､ 1 42人(79.2)飾 7人(15.2滑 1人(19)i 5̂(5.7)% 55人(.len)i,i

ら 47 8 5 2人 7 一人 2人 4 7占
(ムー.9) (105) (占ム) (2,ら)解(u) (15)多(21)a/,:(53)

4 42 15 17 2 a 1人 8 2 d 97(45.5) (15.4) (175) (2.1) (A.2) (1J])%1 8.2) 也.1)仏2)I
5 LIB 14 26 5 5 1] 7 17 1 4 .124

メ 56 15 117 17 4 1 15 21 l l 2 157

中 1 24 21 22 12 占 i 15 55(22B) 7 5 145(1占.5) (14.5) (15.2) (8.5) ( 4,1) (1A) (9jコ) (4B) 也.4)

2 ll 16 22 ll 6 19 40 7 10 142
(7.7) (ll.5) (15.5) (78)( 4.2) (15.4) (282) (4.9) (7q)

5 2 19 9 4 2 9 58 9 4 94

(d) テレビ･ラジオ ｣

ナL/どを1日の生活帯の'FIでとのくら両1,ているかを,(p)の親藩とのiR漣 で考えたら,児童 ･生

徒のかかれている文化状況がよくわかるO赤坂町に-1,.ける児屯 ･生徒の 1日のテレビ平均視聴時間

15′lJ -

1
-∫

-1
'-･

I
j

r一･･-･･-~1

JITI



比以下の鍵のとおりであるO

衷11-1-5J1 1日平均 テ レ ビ視 聴 審

みない i ヰ % Lb i ∫ % aA #

--1 55,5 50.2 16,2 1〔).2 9.9 15.5 17.2 25.7 22.5

- 2 46.7 49.2 52.9 45.5 与､さ.ち 5占.7 55.2 45.5 47,5

～ 4 5.5 1.a 10,5 5.8 11ー ll.1 5.4 . 5.4 7.5 a.ら

2.9

特L/C問題 と考えられるejr.i, 1日平均 4- 5時恥 もテレビをみている児童 ･生徒がいることであ

る｡睡眠.学校に行Ilている時間をのそけばほ とんとテレビ相手 とい う生活である(,無自覚でみて

いる子ばかDでQ:tなし1だろうが,(7ンケ- トが不充分であD,テレビをみろ理由が把過 できていな

vl),テレビの報道内容,hAl･報文化がもた{'す子ともの認鉛能力の低下が問われている/丁目たけに,

家庭 と等枚でテレビをみる時間についての生活指輔や,見た内容について話 し合うこと,テレビの

報道内容が向上することが韮賓であると考えられる｡

衷11- ト ･-55 テ レ ビの視 叱 内容

- ニュース 世界の国国の梯子 マ ン ガ 一ス小一ツ 歌 子供映画 映 画 ホーム●ド ラ マ

小 一I 2名 1名 55名 2名 12名 l 29名 1名 7名( 5.5)% ( 1.7# (88.5)多 ( 5.5)i (20.0)飾 (48.5)帝 ( 1.7)# (ll.L7)%

2 6 6 65 8 15 28 5 ll
.( 9.0) _( 9.0) (94.2) (ll,7) (1_9.4) (41.8) ( 4.5) (1空し_

5 4 7 5占 ll 15 2占 5 15
L 5.日) (10,9) (p,7.5) (lT2) (2■C.5) (51.+) ( 4.7) (20.5)

4 14 占 58 17 1上ー 22 LI 15
(20.5) _( 8.7) (84.1) (255) (14,5) (51.9j ( 5.8) (18.a)

5 17 9 59 2LP 28 28 8 15
(21.5) .(ll.5) (7_5.8) (52.5) (55,0) (55.0) (10こ0) (16.5)

占 19 12 55 26 50 15 9 25
(19.4) (12.2) (56.1) (26.5) (50.A) -(15.5) (9.2) 124.5)

中 1 15 25 57 29 56 18 7 25
(14.i) (_25.8) (41._6) (52.a) (48.4) (20.2) ( 7.9) (28旦

2 ll 12 25 4Ll 48 9 5 22
(15.4) (lJ.土) (28.tZi) (51.7) (′ー88) (ll.0) ( 5.7)_ (24.8)

○ 10 6 15 L17 47 ㌧( {9) 5 27
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割合の出し方は,各学年ごとに,回答 した人数に対するその内容ととの人数の削合を出していっ

た.ものである｡
l

fIfTn-uJ)乗から考えると特徴的なことは,マンガが高学年 になるにつれて急敵に執る｡ これは当然

Gi)ことであろ.うが.そのかわb歌葡番組,つづいてホームドラマ,スポーツと定番化しているOニ

ュース(,ilO車～20番で参る｡ これらのこと払 児恵 ･生徒がと-のような利敵QC)中にかかれてい るか

を示 しているだろう,, ' 1

ラジオについてもテレビと同機忙嗣べたが,′｣､学校低学年はほとんど胴vlてい軒,和学牢になる

((⊂つれて少しずつ柳 ロしているO,勉強しをから他いている者は,児童 ･生徒全体から考えると.小

4年 (4.5dj),5年 (2.5多),占年 (9.2番),中1 (7.ソ帝),中2 (19.5軌 中15(25-7飾) であ

る′,高学年になるにつれて,その事が高くなってい る ｡ラジオを細く時間の調査終発とつせ合わせ■

て考えると,.2時間ぐらいまでが一番多いが,5時尚以上という者 も数名いるO

現在,中学生 ･高校生などを対束としたt)クエス ト番組がふえておb,全.固的にもいわゆる■●な

がら族"比ふえつつある｡九州朝日放送労働組合の調査に上ると,喪夜放送を短日開いている中学

生は川B妬,時々29.5風 たまに21,7丸 計 dl.8解 である｡そして ｢勉強と両立するとは思わな

いし,自分にとっても必らずLも有益でたいと思うが,さびしさを凌ぎらしてくれる｡音楽は楽し

いJなどと答えている｡

この赤坂町での調査は.JB陶が不充分で裸夜放送について明らかにすること紘できなかった.し

か し,中学生では,ラジオを聞 き太がら勉強する巷がふえていることは,児童 ･生徒のおかれてい

る状況への聞題凍起て結なかろうか｡ √

(4) 父兄の教育意識

現在おこなわれている単投教育について,父兄はどう杷え,何を食堂しているのかを明らかにす

ることによ･つて.父兄一般に反映された学位教育の現状,あるい拭間圏点,拙得を把堪 したいと考

えたOそのためK,児尭 ･生徒と同様に7ンケー ト嗣登の方法をとった0 1人の児蓮 ･生徒につき

1人の父兄としてアンケートをしたoそれを前提として,父兄の回答率は84.4解である.

(A) 学校数背の現状認執
i

r現在の′｣､･中学校の教育で力奄入れてしつること虻何か｣という問いに対して,回答として,(-))

孝プJをつけること,(1)正虫感 .協力心など性格を仲Lr-rすこと,(ラ)学力と性格の両方を伸ばすこと,

JL･柑恵したOアンケートCJ結果は,以下のとかDであった0 ,.

■ ｢-11･

I- LT→ L h - rl11▲二
▼
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衰11- 1-5占 学級瀬 背 の現状 認 識

9人 5/人 15人 15人 15̂ 15人 15人 19人 15人 125人
ノ (15.8)摩 (1ム1)確 (24ム)飾 (22.7)# (_■ldA)争 tldJ)LS (1占.7)飾 (24,7)% (21.7)i (ZD.CI.)#
イ 1ー 7 ll 9 ー1 18 5 6 8 78

ウ 57 4lI 55 42 dd 57 70 52 4FJ Li25
.(64ー9) (71.4) (57.4) (占57) (d57) (占95) (■/7.7) (占7,5) (砧.7) (ど.7.a)

こ(I_I)ように学校教育の現状についての盟政か分化していること/.I-1江目堪れ る｡与力と性格の両方

を伸ばすことが丑鮭とされていると思っている人は67.6車と過半数であb,学力をつけること仕20

確.,牲帖を伸ばすことE:tT24弟と分化してレゝろこと比とF)いうことたのであろうか-J肝指的なアン
ケー トなので群しくはわからないが,人格.即Ltlと学力稽成れ 本来なら両方 長さかるべきであるの

に,それが充分にやられていないことから,開き乱息として,学力をつけることのみ,､人格を訓育す

ることaJみV(C塵点から.かれていると詑戚しているIDか典味をもつところである｡ また,このアンケ

ートで,｢壮っきbわからたい｣としへうIJIを戯け,たかったので,孝校数苛で追求されていることが
盤解されているのか舌かということがつかめたかったことは,学校教育O現状認識をとらえる上で

一二充分さを残 したo

O･)半枚数奇-の紫望

｢/｣､･中学傑教育(/C3.jむことは何か｣という問いV_菊 Lて,irTul答として,(7)学力なつけること.

(,I)性格を伸はナこと,(ク)孝プJと性格を伸ばすこと.皇用宕し,沢の解凍が-l九o

表11- 1-57 宰 校 教 育 へ の 礎 望

小 5年 ′ト4年 小 5年 ･J､/'ill三 中 1年 中 2年 中5年 計

｢ 人 p5人 丘人 ｢ 人 5人 1.1人 9人 55人
(82.)i (A..7滴 (7.W (8.5),# (5.5)GA (15.5)碑 (15.4)車 (8.5)飾
る /1 4 5 占 a 5 45

(9B) (ム_S) (.5.ま) (i.1_) (dJ5) (7_2) (45) (71)
5〔〕 57 ら. 7〔】 8l] ム占 55 559

(82.u) (秤.∩) (弘F) (85ノi) (87,9) (刀.5) (82.1) (朗,5)

このiiLq雀では.父兄の小 ･中学便数GLV_対する常態が示されている.,学力と位相,･C)耐方を:仲托す

ことを約85多の父兄か鞍来 してレーること比,沃化Itとを意味すると-igえられる.

互)llJで半枚教育L7-1現状l/CつV.て,卑jj(･34f重視 していると答えた20部の父兄の多くも,そ
れを克脂してはしい温床で,学力と性格V)両力をk.I)めたいと回答している0
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lLf2) (1)で学校数育め現状認敦が不明確であっても,大多数の父兄が本来的に学校教育において学

力と性格i･高めたいと回答している｡

以上のI.うな意味をもつものと考えられるoこの8 5序の盛字は, 1luJの調査ではあるれ 以上

のことから,大きな意味をもつので壮ないだろうか.

(C) 昭和46年2月,全国教育研究所連盟が,全国727地の′｣､･中学校教員,指導主事,教育

研究所負を調査したところ,｢教えている生徒の1/2もしくはl/5しか内容を賛解していをい｣と
いうLbJ谷が,1/2以上LJ3人から出ているが,この事夷を父兄が知っているか,否か忙ついて調べた

ところ,以下のとjsLbてあったo

瓢 - .-38 教育牌 理解者がクラ･和 上 与 という尖J･L*についての認抽

＼＼＼ ､＼ ノ_卜1年 ノJ､2年 /JJ年 /｣､4年 小 5./17-: 小d年 中1年 ･中 2年 中5年 計
如つて 24人 2Li人 24人 2′り＼ 52人 5'3人 54人 55人 26人 257人
いる .(42-?)串 (/1t).7)碑 ･(41,4)多 .(575)'& (42.1)EP (429)# (57,8)aJ (部.8.)% (55,6)準 (4D.0)i
丈ll ら 52 55 54 40 4/i 4fi 56 50 47 586

た VLi (57.1) (59.5) (58.8) p(62.5) (57.9) (57.i) (.う2.2) (60.2) (64.4) (dU,0)

計 5占 59 58 44 78 84 9日 85 75 6/15

知っている人 qO帝,知らない人60少という結果である｡イ自)にJ.る怖報で知っているのか調べ

ていたいので,マスコミか学校からかわからないれ る口車もの父兄がこのような事実,実感を知

bされないでいることは,学校教育をエi)よく発放させてゆく上で,大きf=マイナスとなるのでは

ないか.このような実態を夜くしてゆくのは多くの父兄にとって望-3:しいと考えられる ((d)の娼査

粒媒よ.i))しかし,革帯従界者.Dみで解決するKLrt.様J,た軌-_q7:r_もちすぎる問題であるから,軟
fT者鮎朗か解決のため努力すると共に,このような中米は以 く知らされねL･j:ならないのではないだ

ろうか｡

机 (C)の事態が起る痢義と解決策について以下の現員でlDj答-/i:求めた｡

(7) 子どもに能力差かあるのだからしかたがないO

(イ) 能力差があるrJI)は当船だれ 工夫すれば大部分は解決できる｡

(勿 現在の社会で比,救えるt)g容かむづかLくなっているから,わからない榔分かあるの仕

やむをノ得たいっ

(j 教える内容はむつかしくなっているか 工夫すれば大部分は解決できる｡

囲 よくわからない.

(カ そ の 他
●

こ0碩目設定(,Eつレ､て述べると,様 々た食肉vj中でも,能力のとらえ方と,教育内容について取

bあげたのて,不充分ながら上qjようにまとめたものである｡この調査の終発は,以下のとお少で
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ある｡

襲11-1-59 (r)(J原 因 と解 決 策

~7 J 一人 5人 4人 1人 5人 7人 d人 7人 54̂
(1ム)解 (5.5)多 (5.9# (lA)S (a.i)帝 (7,4)% (77)i (.TO.4)解 (.5.5)*

イ 17人 26 25 21 29 24 51 52 20 225
(55,4)車 (42.め (LIB.9) (50.9) (41.4) く51.6) (55.0) (41f)) (299) (56,2)

ウ 一〇 8 5 10 a 7 15 5 8 72
(19:6) (15.1) (8.8) (1dJ) (8.6) (92) (15B) (&4) (ll.9) (ll.6)

エ 12 22 17 25 22 52 59 ､24 - ′20 211
(25.5) (5Ll_)_ (29.8) (55.8) (51.4) (421) (415) (5CL8) (2?.?) (55.y)

オ 12 4 7 1り 12 8 4 ll 12 88
(25.5) (砧) (12.2) (14.7) (1-/4 (1n与) . ( 45) (14.ー) (17.9) (12.8)

計 5l 61 57 6日 ′U 76 ?4 78 i7 /,22

帥 適訳は1つに限ら,なvl｡

各学年ととののべ総政を100車とした｡

∽の子ともの能力に差があるからしかたがたVlとしている父兄が,総tp'十で(,i5･5弟,(巧の教育内

容がむつかしくなっているのだから,わから/=い茄分があるの托しかたかf:いとしてVlる父兄が,

ll.6車でこeD7)とH)を替わせて#)18ruで あ JOこ

そして故地的意味をも斗イ)め,能力差はあ1ても工夫すると大部分は耶決するというのか562串

(_I)の教育内容かむつかしくても工夫すれば火U,分結解決できるとするのが55.9率でもD,こOr_(1)と

(⇒の合計が約 70帝となっているっ

この工夫の内容でbる鼓帆 教師の質,生t.tL}ノ収 ,JJリキュラム-/17どれ JJ;体的KHJ]らかt･Cさ

れ,米飯的解決の方向が示されればならをしっ,,この串陸をしょうがないと砂艦するので拭たくて,

解決できると思 う父兄が圧倒的に多いことkt,fi妄決Oための様々夜実践か受け入れられる兵地があ

ると二考えられるので虻たかろうか(.

次に,その他の功L,こ祁かれてVlた蔑見をまとめると主に次のようた内容であったo

u=夫することllC上って僻決できると思Dか,中事典策がわからなし､,JI

o日割1d舵 かわれないで考え,+i:から学べる事故になってほしVl,,今VL)-iまでは韮喪章プ｣がつかたいと心

心配であるc

o子ともの発達段階に応 じた適切な鮒 内容かふ.こなかれていないo

o草紙の生徒故を当然 もう少し減らすべきだ｡Z･1台内容 もt,･つかしくなっているのはたしかたが,

一人の先生の受け持つ生徒数が多くたbすきていて,一人一人に手が届かないのか現状で結ない

か｡

l'社会の進歩と共に救える内容もむつかしくな9,また能力差 もまったくf=いと比言えないっ個人
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個人にあった教育をすれば能力差仕上.i)小さくfEるだろうが,/-l-の制匿で壮到底不可能たと思う｡

生徒対先生の比かもっと′｣､さくをる必食があるo

u2/5以上の生徒が内容を理解するように教えるのが,′｣､･中学校の教育だと考えている｡

多くの聞落が触媒に舶係しているのか教育の現状 といえようっ この訴宜をして,さら忙救符のむ

つかしさを感じ,また教師と父兄の栄たす役割の大きいことを考えさせられた｡

的 もi 年 学 校

守年季故を中JLIとする,窮二臥世舛大戦中の甘年数帝を,甘年学校の前身である葉菜補習学蚊か

ら.終戦庖後CL)占･5･5･4制以崩せでみてゆきたい｡

(H 7';.年数背の経立

明治25年,政府仕天皇の名で,天鼻側cI)仲神的支柱である｢教育勅HJを発布した,,これ把J.

i),学校数tf_f紘すべて,救背勅語をもとVCLで行なうとととされたoこのような戯さの中で,明沿

25年改正の ｢,｣､孝牧舎｣に,実弟補習学校に関する焼塩があD,明治 2占年に｢果菜補習学校規
転｣の公布があった｡それによると,r実巣補習拳蚊と枚,米英UJ知蝕を授 くると同時に,.小学校

の救冊を鵬潜する学級をVBふなD｡故に失業補習学校は,劫 叔狩を終えたる児蔀の為に ,姓の既

に受けたる女科を祁潮煙探し,又突発の鮎 故を扱ける2個の目的をもって戯けるものである｣とし

ている｡そ(,3後,明治 27年 6月 ｢火薬叔帝国紬補助法｣,lyj治52年 2月 ｢冥秦学校令改正｣.

大正9年 11月 ｢突美禰哲学故政見隼成合｣,大正 9年 12月 ｢受払補習誕雀｣,大正 15年10

月r実業も短骨学校公民科数枚紫絹此其教授凄旨｣,大正 = 年 2月 ｢尖弟補習故青蚊補助盤項｣ ,
/.･どdL)公布に次いで,大正 15年 4月に｢T'f年訓蒜郎沖合｣が出された｡

米製手'摘一半鍵は,大正 15年上qdl賓旨｣ t'Cかいては,甘年舛女に対 し,職弟教T字とJII妃教育を

施すことLnl･Ei的とし,甘 年 訓練所は11it年の鞍や』版kを舶 IJとするものであった｡

そして,両者で,甘年数市の充夷と振興を促していたOところ机 昭和10年4月にたると,紘

･架の実典的習学故 と占年別紋所を放せ したもJjである付年半枚をt醍 する11j年単性令｣が公布さ

れ九o

この時.開山次にかいては,rl増山腕首年数脊振舛矧成金が転成され,骨年故.lJを.&しすすめるこ

とを次のようにJA首している｡

｢国家ノ前途-甘年大衆教育ノ振興二傍 ノヤ大ナリ､今ヤ神洲日本ノ岨威､燦然 トシテ宇内

櫛キ､亜美tj本ノ堆壌-蛇然 トシテ世界ヲ風恥Iy､歯遜ノ隆昌前古二此ナシ｡是レ一二時政崇店

ナル我力皇室ノ御竣威二凶ルト英二､聖旨プ峯体シ之ヲ棚明Itソ凶民大衆政庁ノ効果､亦与ツテ

カ-j'リシコト論ヲ待クズ｡然 ')ト駈モ尚内-思想経済ノil話しアリ､外二国際外交ノ危機ヲqLふ､

帝国ノ前途ヲ憂ウル者驚ンソ世知クルヲ朴 くJ/ンヤO此秋二当 り我国従来ノ青 年叔育利生ブ改正
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シ､甘年学校令ノ公和セラレクルモノ､其二五ナリト踊フベク､邦家ノ為祝PE,tク能-ザル所ナ1)

吾人熱 我々LSJ現下ノ情勢二錐 ミ､新舎利鮭ノ絹伸二月り1)衷二本会ヲ結成シテ､協心戦力大輔 ヲ掲

ゲテーJi廿年教育韮視ノ舛輸ヲ作興シ､劫政者ノ孝凶新教育完成二滴准スルヲ重要圏策 トシテ万

全ノ方途ヲ許ズベク､教育当串者-.益々懲励労力新教ffノ怒及徹底ヲ搬シ､新令ノ本旨ヲ体シテ

向上躍進ヲ凶 リ､相携-テ舶凶日本ノ前途二代-､以テ轟公ノ誠ヲ款サンコトヲ晋 ヒ､ii･二 五 雷

スo｣ (刷山 教育史下巻)

そして.昭和 15年に重 り, 1月 5m,岡山山#'-年故杏払興協議会払 骨年学枚の義務制実施に

側し,首楓 隆弘 縦 ,文部,内務,大戒各大臣,丑旗院,衆議院議良に,IIlJt年数･-3の義洛制確

立の紫親をしてい.る｡rJ･-jLl｣県甘年数軒振興協議会は,市町村長会.市郎哉呼息 ･Ti']'一年学校硬度会で

細成されておD,県ぐるみて,｢国家の貸ai｣に答えんが為に適進 している｡そのことは, この会
が凍出した ｢進言書｣に上って明らかである｡

｢今次車変勃発以来堪二半歳ヲ出デザル=､皇軍ノ葡フ処敵ナク首都南京-既二陥り､近クハ

折繭ノ攻略ナリテ北文一中支ノ明郎化-対 尊々家セラレソ､アリト錐壬､此ノ偉大迅速ナル戟巣

ヲ以テ蔽二国民政府ノ豪語スル長期妓抗 ヲ断念 シ､I,･････.････

之ガ為ニ-C3ij民特二全国甘年ノ健全ナルヲ､船体ノ要件 トスルヤ論ナシ､故､ニ於テ吾人-7Ji代

廿年ノ白魔､甘起ヲ敦盛スル ト共こ､之ガ軽質ノ僧鹿的向上 卜数行普油性ノ拡充ヲ削 り､水二光

輝7ル国家ヲ継東シテ起チ得ベキ島-年ヲ集放ス ,̂ヲ必聾 トス｡

而シテ之ガ為紫輿ナル急務-､速二現在ノ字制ブ改革シ背年学校 ヲ轟葬制馴鹿 トスル二も三L)0

叢シ現時ノ状勢二先 さ､国家的見地ヨ))其ノ央現-､決シテ至難二非ルベク､一日ノ錆托ヲ爵サ

ザル処､我等-玄二断然鍬起シテ､左記決意7色決セ ])0 ･･･････.･｣ (岡山県教育史下巻)

全鼠的Kもこの動きはあD.また,政府 も当然の如 く,実行に移った｡

そして,昭和 15年 1月,触譲において,甘年学校の義務制実地を決定した｡y_昭和 14年 4月

に,｢廿年学校改正令｣が公布され男子青年学校の義捺制が実施されることとなったo
tた,朋山県に別 ナるIJf年教育を概括的にボナと次のとおDであるo

蓑11- 1-4D hJ山塊 下 の1-;･年数 背

昭和 2年4月50日 爽美禰習学校 学 校 故 412枚 生 徒 数 28.215人

市 立 町fr立 私 立 計

1,418人 25.占72.人 257̂ 2).525̂

昭和10年ー0月1日 脊 年 学 校 14校 595枚 9枚 416枚
市 立 町羽立 私 立 計

佃 山県薮背史 7番)
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(2)赤坂町における;占年教育

赤が BKかいては,明治 57年,千種葵英補習学校女子部が殻促され,ついIT佐伯本佐伯上組合

立,石生,高腸,周臥 山方の各村に背年教育の機関として突美禰習学校が殻催された｡ また, こ

れ以後,′ト学校付設の実濃補習学校 も段放され,咋年教育の振興につとめている｡大正15年の ｢1ちと

年訓練所令｣公布後は,組合立学校を設けているっ瀬戸町外8カ村組合立瀬戸実業学校の設駐在と

がある｡

赤坂町に.b-･いては,鳥取上村甘年学校と軽部村甘年学校,轄開村甘年報 が設促されてVlる0号

ラ,それぞれの青年学校の沿革を明らかにすると沢のとおDである｡.
1

(a) 鳥取上付青年学校 (,t.L･取上村甘年学校一覧襲VE･よる) ..

位 鑑 息取上村大字町苅田字石合 27番地 一

併 設 投 石榔 卓常高等小学校

沿 革 ⊥

大正元年 11月 21日 石相身常′｣､学校に自偉実業補習学校を付設する｡

大正 2年 4月 石相尋常′J､学校に鳥取上女学校を設艦する｡

大正 11年 4月 付設自渉葉菜補習学硬 を鳥原上薬集補習学校 と改称 し,石相尋常高等小

学校に併設する｡

大正 15年 4月 鳥取上乗美禰習学校を鳥取上実践国民学校 と改称 し,付設鳥取上女学校

を廃 して,同僚女子部 として併濫するO

大正 15年 4月 (昭和 1年) 男子部は簾 して,瀬戸爽業補習学校組合加入 し,女子のみとするo

昭利 10年 7月 2日 鳥取上村女子竹年季枚 と改称する｡ ,=

(普通科 2年.本科 5年,研究科 4年)

昭和 11年 修身及公民科,普通学科,破兵科,家飾及故紙札 体操科を教科とする｡

昭和 12年4月 鳥取上甘年学校 と改称 し,男子部付設

昭利 1-/年 5月 51日 鳥取上付甘年学校,薩部村骨年単位を廃止 し,組合立赤境甘年学校を設

立

雌利 17年 12月 50日 男子部修鉄塊 2楓 職良隻及武器庫 1棟を建築するO

昭利 1I)年 6月 10日 女子部 1枚を盛典

学校,美智設備 (昭和 12年) 田 25反,畑 12反,山杯 10反,段具合 1,牛舎 1,劫含 T.

家辞室 1.普池蘇 44,備中鰍 28

(b) 喪指附 7-㌢年学校 (軽部村骨鋸尊敬-軽索'(-L上ら)

位 陀 鹿部村大字/i井 9占番地

1 -5541-
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併 穀 校 腰部尋常高等小学硬

沿 革

明治 45年 4月5日

大正 2年5月

大止 2年 4月 1日

大正 8年 5月21日

大正 8年 4月 1日

大正 10年 4月

昭和 6年4月

伯和 10年 7月

昭和 17年

魂常女子補習科設払馳可せらろ √,

補習科教卓は出場氏宅tこ倍b受け仮借用の件認可せらる｡

女子繍習科廃止する｡

軽部家政女学投付虚の件EBLtJ'せらるO

付設する｡

赤坂高等′｣､学校身軽,本校にr高等科を殻位する｡起部尋常高等′｣､孝枝と

改称する｡新校舎活版｡

付設軽部虚業柵野草奴.BiIする (193子)0

4月●14日付をもって,故沸実業補習学校学則改正の件が認可されるr,

(農美禰習-一束典補習)

規則改正'の締栄,鹿部此集禰解学校は軽部実弟補習学校とな17独立するo

家政女子校を廃 し,実 ''';崩智学校 とし,罪+iI7,,女子部忙分かつo

実菜摘習字故を度し, 芋軽部頼所に充当し,軽部国蛇学校と改称するり

軽部国民学校を嘘部材有年一学校と改める｡

鳥取上村脊年学校 と屯離村甘年学校を放 し,組合立赤坂甘年季俊を役立

する｡

学校襲習設輔 弼 和 10dF･) 田 5反 4軌 畑 1枚 2軌 山林 2反,農舎 1･兎舎 1･発動械 1･

温床恨 1.番力除草織 1.炭窯1,IR･の他 115

(C) 笹岡村･Hl1年学校 (笹岡科せ年学校一驚糾 こ上る)

位 淀 笹刷村大字漁舟字馬場 7番地

併 設 校 笹岡確常山等′ト学校

沿 単

明治4f'iF5月

大正8年5月51日

大正 9年 5月27日

大正 12年4月

大正 15年 8月 1日

･d-閥務常高等/Jql枚に称 号小学便祁背斜 (男 修菜年牌 1年,女 2句三)

む設置O

付設補習科を廃止する-

岡山頻触歩 よb,禰lJで較奨励のため金色首P]挺与 されるo

補や]学校の剃 りを変史丁る､前期 2年･後掛 2年 とし･･T'･lflF科卒選生忙

前胤 1年L/C,.I.7滞 科串実生比後朗 1年JjC入学させるO女子のため'/(-は碑

攻科を促く｡俸菜年即日 年｡

失禁■iTi習学位呼任故｡LIT2人々かくO
-55ち-



大止 14年 4月

大正 15年 7月

日脚 口占年 4月

崎和 10年 4月

II;絹H17年 7月

昭和 22年 4月

実業補習学校に専任数漁をおく.,

甘年訓練所を本校内におく｡

補習学校男子部を通年制 と季節制に分ける.

付設の爽集補卦学校並に甘年訓輝所の統合がなされ,笹岡村甘年季校と

改称する｡

笹岡村外 2ケ村立闇市青年学校が創立され,骨年季牧男子部分離して之

に併合するD

学制改革.国民学投合廃し,′｣､学校令にエD,笹岡小学校高等科の制鑑

を廃し,中学校を新制度 とする｡

鳥取上,膿部,飯岡相野年学校を廃止 し,鳥取上,嘩軌.各剛 寸の5ケ

村組合立赤坂中学校を鳥取上村大手町苅田に設立する｡

学校爽習設備 (蝦和 1D年) 田 5反 1畝 2占執 畑2反 5畝,堆肥合 1枚,盤具合 1棟,鰍勅45,

家番爽習器具 2700

【3) 鳥取上村 II7年学校把も､ける就学率.生徒数,出席審 (大正 15年～昭和 14年) (鳥取上村

甘年学校一覧表による)
l

表11- 1-41 鳥取上村甘年学校Vこかける就学率 ･生徒数 ･出席率

校 名 鳥 取上爽銭国民学校 〟 // (弟子Q:瀬戸実業補習学校へ)

就 学 率 ･9-i 女 功 女 輿 女
(学齢適齢者に対する) 81.59帝 55.885 9占.4.9飾 (90.54)% 96.25帝

生 徒 巌 55人 20人 占9人 7ロ

昭和 2年 5月1日 昭和 5年 5月 1日 昭和 4年 5月1日 昭和 5年 5月1日

〟 〟 I 〝 〟

輿 女 - 輿 女 罪 女 男 女
98.47飾 98.87碑 (44.11% 95.88番 (49.41%} 91.58飾

70∧ 占5人 dd人 ム1人



昭和占年5月 1日 昭和 7年 5月 lEl 哨和8年 5月 1日 昭和 9年 5月.一日

鳥取上架税国民学校 一 〝 〟 〟

朗(41.69繋) 女80.00% 輿 女 輿 女 顔 1:i'81.25年

60人 45人 52̂ 5d人

昭和 10年 -/月1日 昭和 11年 4月 5Cr-A 雌.和12年4月 50El 昭和 15年4月ちOE7

.rflJ取上女手背年等枚 〟 .はすしヒ骨年学校(男子併設) 〟

顔 女 盟 女 ･如 衣 93 衣

81.25番 (40.00%) 78.95申 1OClS tiLL44.飾 92,2占車 87.27多

45人 45人 45人 58人 41人 ･ー8人

(鎧 苧照 男:≧剛 缶の山榊 に朗 )

昭和 14年4月 50日 昭和 15年L1月5O日 昭和 16年 I昭和 17年

〟 〟 〟 赤襲う.lL年報

92.529', 10口碑 10.25% 10OFP 95,(35卑 1LI0年

附利 18年 桐和 1叫 三 一

〟 〟

朋 l女 男 女
1011施 98.915 long 100弟

占5人 '6～1人 ∠12人 ム5̂

(a) 就 学 妾

上の表のとおDであるG,i-.i･Q.上村にかける昭和2年の地合を,桐山J,1'全体の就学率 45･99車と比

擬すると, 98.47解と大丸高い雑を示すO同銘打赤磐都全体の就学峯は, 81L45碑であわ.段内で

第4位であることから考えると.赤坂町はとbわけ皮革状況がよかったと考えられるo (岡山岨
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赤替郡の焚科は岡山県教育史下巻参考)

(b) ｢連珠制｣実施の意我

も年学校の義務制がノミ施されたのは雌和 14年 4月であるO この鳥取上目:1'1'-年学校に卦いては'

u銅〔115年I,/L=たり,歌学峯に変化がみられる｡たた 14年に就学峯が敵城 して,93子 2591年 ,女

子 22,86錦とたっていろ｡かどこのように大 きな変化があったのかつかめたいれ しかしU/d和 1A

年-iて()政孝巷に比較 Lて も.u日和 15年か ら綻,顔+比 9O飾以上,女子は 100飾となり,昭

和 19年には男女 とも100多忙到達 している｡ また,出席率 も帽;fulO年,女子 76･51車,W榊

14年男子 61.7叩 ,女子 94.95飾.昭和 19年男子 ソ1･55解,女子 91･25帝と届 くなってきてい

る｡このこと払 農務制LJ!施把より,全ての甘年が入学するとい うことが.鳥取上村'lCおいて徹底

されてきたことを示 しているQ義務制 となった背年学倭における教育内容については,他の功で明

らかにする｡

し4) 教授及び訓練の時期 √ l

(1㍍ 日11年～ 19年,赤野馳托取上付女子甘年尊敬一覧兎による)

封 1- 1･イ2 才女授 お よび訓練 の時期

校名 午 .ノ1.日 要 項 輿 女

烏早.｣二村女千:1+.年学位 昭和 1年 季 節 I,h 5.6.7.9.10■11.l2.1.2.5月

普 通 科 1年2年

本 科 寓 月火 7k本 金 士

研 究 科 1年2年

梯 悌 利 I

老 加 科 L>

本 科 5年左等 )月鵬 54年kiEl金 三笠 1月 火 A(水 金 j;

･研 究 科 1年 )金 三笠 Ⅰ月火 水 本 金 士
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枚名 年.刀.臼 破 項 罪 女

.(.i-敬.上価年草枕 昭利15年 l季 一 軒l･4-5.7.9.10.12.1.2'5月 4.5,7.9.10.12.1.2.3月

普 通 科

r本 科 5年ほ 十月水金 建 一金 三笠 )月火水木金土

研 究 科 1咋 )金 ;'U,:_-_用 火水木金土

碑 林 利

// 昭利14年 孝 .節 LI'5.7.9.10.12.1.1.-5Jj 4.5.7.9.10.12.1.2'5月

普 通 科

本 科 ほ 1月水金 三笠 1月 火水木金土

研 究 科 1年 1金 緩 1月火水木金士

-uti-体 制

普 通 科 去若 川 水金 1年2年 ●
本 科 5年_舟 月水金 津 金 yZ琵 月火/1(-,k金土

研 究 科 一年 1金 1年2年 -

// 昭和16年 季 節 4.5.7.9.lU.12.1.≡.5月 Ll.5.7.9.10.12.1｡2.51]

普 通 科 描 )ぷ水金 1年2年

本 科 各 月水金 掛 金 1 年2年 月火水水 金土

研 究 科 1年)金 一年2年
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校名 年.月.日 態 Ij5' 93 女

蘇翠ニー1.fJ年守校 恥は口17年 季 節 4.5.7.9.1u.12.1.2.5月 4.5.7.9.10.12.1.2.5月

普 .也 .料 招 1月金 ' 1年2年 r 1

ー本 科 接 1月 金 掛金 冒 月火水大 金士

研 究 科 1年 )令 I 丹

1.'+梅 村

〟 研榊 8年 !季 節 4.5.7.9.1rj.12.1.2.5月 4.5.7.9.1Ll.12.1.2.5月

瞥 通 科 接 1月金 1年2年

本 科 舟 月金 掛金 . 請 月火水カニ金±

研 究 科 1年 l金 1年2年

ヰ 渉 科 一,l

iI 〟 昭和19年 季 節 4.5.7.9.1O.1.2.1.2.5月 . i.5.7.9.10.12.7.2.5jj

沓 血 判= 12芸 1月 金 一 12葦 1月-Jk

本 科 浄 月金 掛金 接 1月金 5射 水士

研 究 科 1年 1金 一年 1水

-'ij昭和 J 7年 男+本科月水金一月金,仰和 19年 女子も恥日政が蹴る

こCJ表を見てわかるように,裁度及び訓練の時剃比 , 4･5･7･9･10･12･1･2･5月 となっておb,

虚無劇である占月･11月,そしてを孝の8月か休菜となっているOこれは,夷'E的(,Cは家庭夷習と

いえるだろう｡壮年男子が徴兵されているために,洗薬,林薬などにt.Jt年cL)労鋤が必馨とされ, こ

の林薮蛇'Kll対i'こ必蜜であったと考えられるっ

僻に出校円をみると･女子仕掛 ∃と亨れてvlるか 甥子は寮の如 くでめb,掛 こ昭和 17年から
は週に 2日あるいは1日となってお粥｢常(,C少ない(,昭利 19年VEは女子 も過 2日と敢渡してレ､るO
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昭和 16年に,太平洋峨争が的始され, I7年ざッドゥェー海戦と戦況が敵しくなるなかで.18

年には ｢学徒動労動員体制｣がしかれ,｢国民むむ吸崎JF常指腹｣が発表されたO この赤坂町の7r
年 季枚においても戦時tl捕りかとられていったの比芸rtであり,鵬和 17年, 18年, 19年の出校

臼の減少としてあらわれているC.

(5) 学 校 行 TJ

I蛇帰日 7, 18, 20年度の,赤坂骨年季投の賛成日誌から,学校行恥 教育内容をまとめてみ

る｡ この学校日誌に明記されているものたけでいユTのとおbである0

衷Tl- 1-45 学 叱 行 封 内 容 別 件 数

行 啓 内 容 対す1日 7年皮 tV3朴 18勾三度 昭和20年度

天皇 .人物に関する訓育的行Iii 25件 1占件 7件

巾妙た兵士射落式,公卯参列 15 12 15

人骨兵士放送会.壮行式 14 5 A

ユ剛 も故帝的耕娘 (早朝訓魂,合rn13糊水) ′5 84 5

伯祁 19年度について比,焚利が鉄っていなvlが,孝枚一覧表の仰考棚によれば,宿泊訓練か男

子比1ケ月に 1回上し上 女子は1週EldJに_1回央施されていろoまた,女子教練をども袈鶴されてい

るo

(a)天皇 ･人物にl兇する訓育的行部

昭和17年度のfli月8日qTJ大詔容赦tjには.Du〟 峯 誠 式や台同訓肝が央施されている｡ 11月 5

日の明治的什解式,2月11日の紀元節拝灘式 (.･.ともあるo和知公柵神掲揚日に払 県政帝等且金

玉促の自転4L行埠に参加し,全校蛸形式において比訓辞 と県触雌 のラジオ放送を拝恥一･ているO

(b) 槻gl:･兵士恕盛式,公三相参列

赤坂町出身者の公邸に比,佼嵐 教細,生能代雛が参列している｡放海軍兵管長片山氏や,枚他

姓少尉道溝氏忠と多数にのぼるり赤坂甘年学校の鞍点生あるい仕中退者であったらしい戦死者の村

姫も行なわれて卦il,俄R,生徒全良か参列してい る｡ また,低位の高くたい兵士については:.也

身村ことに公葬を行たっている｡ これVCも戟Li.生i古代表が海蝕参列しているO

(C) 人骨兵士,車仕様歓送会,壮行式

昭和 17年産には,滴敬帆拓甘少年義,B碓渡満転次仰山壮行式に校友.男子職ji及び本科 1･2

年男子全員が出席している｡越宗校医の入営の歓送式が 11月に行なわれている｡また赤塚甘年学

校からも2名の入営兵士の歓送をお こな1ている0 18年度には,奉仕陳や本札 研究科からの女
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子軟労挺身隊.義男耳'_の壮行式があいついで行なわれているo

(A)雑か叔背的訓練

幼子･･･.･･早朝訓練,合同訓組 敷愈炊さん,,宿営,行ip,兵船乱 作美

甘年恥別訓練という名で痛･泊や野外汲軌 赤坂町以外の青年学校と迎合演習など｡

女子･-･･なぎ刀訓練

鳥取上女子甘年団の防空防災訓錬.合同訓練という名で射撃態の射玉づくれ
耐寒伝令訓練など9

校iiが海兵EtlJP陸罪に体験入隊したD,激務が防空訓練LH常会,海軍志願者罪如 丁合金に出席 し

ているOまた.校長が君脱 焚会賂議会に出席し,鳥取1,石楓 樫郡村村長が思想鍬句調査打合会

を附いている｡

(e) 勤 労 奉 仕

徴兵によって労働力が少なくなった農村で杜,晋年学校の生徒による動労奉仕が大きな役割を果

していたと考えられる｡昭和 17年鑑に比 18件であったのか,18年度には55件に増加してい

る｡ 17年度には,8月の田植と11月の収稜共朋こ央中しているOこの期紘家庭突背で学校は休濃

になっているが,動労奉仕として佐古臥 多払 山口,東窪田,西鑑札 大苅田,町苅旧が割り当

てられている｡

18年度に払 aE-刊,淋堀D.開塾,田格,禰苅,芝苅.炭材切D,鳥取上村搬 供出作業など

を功労奉仕として行なっているOまた,家庭実習期の休業中に当番制を設け,学校の実習地の姓作

物,飼育している牛,鵜などの世話,校庭単軌 武器庫の亜理,空域作菜,堆肥作炎,果樹囲他

作糸などを行なっている｡

17年度でも,休業日以外にも動労奉仕に出かけている机 18年度になると,その数が非常に

増えておD,甘年学鮫の生徒が参加 した.木炭迎造.甘しょ栽培,焼士の言拷智会を益雄として,甘

年が姓作英全般にわたる仕串を引き受けていたと考えられる｡

これ~まで述べたことと,単車訓練が昭和 17年度75件,18年度84件 もなされていることを

増えあわすと,公民科教育比ほとんどなされない状況であったと考えられるo

この頃甘年学校に過っていた方が当時を回想されて,｢太平洋戦争が始まって2年ぐらい (18,
19年)から比,授英 もできなくて,動労奉仕や行単や,蛤で敵を形とった人形を突く故習などに

明け溢れていた｣と話された｡ また, ｢終磯の20年の弘以後紘学校の授業がされるようになった

けれども,不 ･ノート類には-まったく･tk欠いた｣という状態であったそうである｡

その他学校E]誌に上って次のことか明らかである｡

昭和17年鑑には,梗滋,教諭れFOLJ想対発駅習会に出席してLID.教練振興隊が療成され 生徒
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から海兵雌入組志扱者を券娘 しているO

昭和 18年度に綻.校長が海兵団に体験入乱 陸群に休故人隊してかD,7-1<年学校では.}･g勢二心育

成の訓稗が行なわれている｡また,,仁を収上村から女ナ勤労挺身陳を送b山している｡

蛸和 20年度には,峨局辞淑会に教諭が出席している｡また,甘年学校の教練の指導且である罪

人か.よひ教員までもが次々とは召されているOこの年に7,7めて,赤坂町にかける空雑音戒督報がた

びたひ発令されている｡

任意をひくものとしてVi, 18年度4月に男子部生徒欠席者に対して督促状の発送,家庭個別訪

問がなされている｡このよう･/=幼態が起きた理由については何も記されていないれ 週に 2日ある

いはlLlという出校日でさえ,登校することがむつかしい状況であったと考えられるoJ汰ヒ, 1/,

きるo

(OJ '5年学鮫中途退学者の理由

(赤坂貯年学校男子部の除傭練)

昭和17年度から20年度にごったる男子生徒の中途退学の理由を,藤牧甘年学校男子部の除清雄

に上って明らかにしたい｡ (女子はBt料が戟ってなく,男子 も17年度から20年度-iで)

男子部の生徒数仏 学攻一覧表によると.昭和 17年度 占占人,18年度 65人,19年度42

人である｡そして,中途退学した者は,17年度d名,18年度 51名,19年度 15名,20年

鹿 15名であi).合計占5名にもなっている｡中途退学O理由を内容別年度別に分娩すると以下()

とかDである｡

表11-1-44 中途退学者#_由別人政

呉海兵Efl 1人 2人 2人 人 5人 29人

入 営 1 12 5 18

海 軍 1 I 2 5

鵜州勤労奉仕 ー 1

食雅増産報告練兵 - 1 1

隆雄航学 校 1 1

就鶴 桝鉄故j挟 1 5 1 29

匡l妹就耽 . 5 ち 2 10
鉄 工 所 1 1 1

航空廠 作所 1 1 1 5

片上工英 1 5 2 5
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昭和17年度 昭和18年)笈 昭和19年BTI昭和20年度 小 計 討

伝守 愈 工 人 1人 人 人 1人 人5
細山椎丹学位 1 I I

自動車学校 1 ■ー

呉 工 廠 2 2 2

■｢∫

昭和 17年盤には,生徒数の約 105, 18年度忙比約5D弟,19年度(/Cは約5D労の生徒が

#年学校を中退しているOそして,黄で示したよ)に,その理由としては,転学者は非常に少なく

笹F喝係,あるい綻峨争忙J測係する聴魁への就職が大部分7:E占めている｡特に,甘年学健に在学中の

20才末梢の生徒 18名が徴用で大飯していることが託されてい.たO当時,'r'{年学牡把在学したこ

とかあるという方が,｢勤労奉仕 ･馴細VP明け頼れる竿健にいても,どうにもならなV,と思って私
兵日日忙大別したclとよ盲れたことは,当時甘年がおかれていた凝塊が,どれだけ甘年自らの頃求を

解決し,自らの目的的な生き方をすることを破浪したかということを考えさせられず'{Cは.i,-られな

かった (碍 原 和 ,rl.i)
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2 社 会 教 育

(･0 公民飢活動と社会教育諸団体

展近 ,生涯教育の観点から社会敬弔克美の必要性が高まっている｡そこで社全教fI-とは何かとh

Dととからみていきたいと思う｡社会教再法窮2炎によると,Fとの法律で ｢社会教育Jと比 ,学

校教育法に基き,学枚の教育級程として行なわれる教育活動を除き.主として包/少年及び成人に対

して行なわれる机椿的な教子1'活動(体育及びレクレーシ,ンの活動を含む)を奮う｡』とある｡

つまb幼児から老人までを対象とした学校教帝以外の紐解的な教市活動をいう●のである｡では ,

赤坂町の社会教育について .公民館活動 .納入金活動 .青少年Efl休活動を中心にみていきたいと思

)｡この際 ,それぞれの沿革については幻料がないため聞いた言F,.をまとめている｡7tた ,公民館 ,

鮪団体活動についても資料と的き取Dから現状をたすととにする｡㈹き取Dに当ってkt,教育長時

木倍夫氏 ,社会教育主恥内藤艮昭氏 ,hlTJ入金長竹久節子氏 .東経都子ども会リーダー加焚英裕夫氏 ,

ボーイスカウト隊長梅山笠哉氏 ,骨年団長粟正猛氏 ,その他多数の人々の御協力をあかぐことがで

きた｡

(1)公民鈷活動

@ 沿 革

ここでは公民館活動に視点を打さながら.赤坂町における社会教育の沿革を大まかに述べて

みたい｡ (哀 11-2- 1参府) 戦後赤坂町で行なわれた社会教育比生活改昔 ,台所改昔運動で

あろう｡ これは ,坪山県下の中でも比やく,昭和22,23年tjM らゝ姶竜i),25,26年頃に叔

盛期をむかえている｡ この頃の社会教育とは ,一触に現在のようを社会教育施設 ,社会教育攻と専

門職月の 5つを基奴とした活動で比なかった｡公良好等の施設よbも活動そのものに-,BT点が正かれ

ていたのである｡ しかし.婦人会 .帝年団を中心に改革運動が進展するにつれて部落蝕が次々と処

てられていったようである｡ナ表わち,25,24年頃の叔盛期に比29年取在赤坂町内にある

22の部落館のうち,山口,由津9)..西経田 ,恥怪獣 .西軽部等2/さ以上がiBてられた9改薮され

ている｡そして ,28年の三村合併後比 .帝年目1.ち.1人金 ,子ども金等の社会散田団体が従来の分

館単位でそれぞれ活動を行なっていた｡赤坂町としての中央公民飴はな く ,全町単位の子ども金も

題生しておらず .町15年団協班会 .町船人協試金がもっただけである｡

ところが ,29年に赤坂町公民館設PTS灸例の施行に上D ,中央公民館とF't.取上 .軽部 .笹W･1の 5

分飴 .そして22の部落餅が設正された｡しかし,中央公民軒托教育委B金印務局に毘かれ施設 ,

設備'比をし.軽部分館も施設 .設備比浸く学校利用 .鳥取上 ,世間各分館壮施設(建物 )だけを有

する有名無尖の状旗であったように思われる｡さらに同灸例k:よ9運営奇談蚤El全が設けられたが ,
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これも撮能的役割を果たすには51-らなかったようであるo

衷 11-2- 1 赤坂町社会教T1-の沿市
l

i-

昭和 2
21 ::

-･2∴

.+.i

_

抑 ■-.I

pTAが設置され ,PTA研修会が発 足 す る｡

蛎人B]体研修会(後の子いも学級)始まる｡

単位子ども助 言数カ所に誕生｡

多賀で剣道教室が開始される｡
lr

三村合併後 .赤坂町となb,赤坂町百年用協抜会 ,婦人会協筋金が設置される,

｢ & J-/IL民飴設置集例が施蒜]

DU友の輸発足o 〟

55L･柴草教室開始｡ '■l

･子ども会商成連絡協法会研修会 ･/少年用体育成金 ･団委員全速給金頚がそれぞれ

発足｡

赤坂町17i年田鶴故金解放｡

･噂任の社会教育軍月設正される｡

･町文化祭始せる｡

･交通安全粥暫仝 ･明るく正しい選挙塔新訂習金が発足｡

If3年鮎が ｢赤坂背年友の会｣として再発足をする｡

･スポーツ少年団(石相地区にて)･FO8少年朗が結成される｡･かJ)人協駅金が｢赤坂町婦人会Jと改名し,家庭教再学級のB.L鵜 をみる一万../J')児故
I.-...1".Il...〓｢一ー

宗J;
学級

中断す
る
｡

背少年r-Lf.屈
協議会発足｡

･布令者学級 (多賀にて)親いも'-S='･･級(ときわ金)が開始 ,子いも学級が本格的な括
動をはじめる.

｢亦坂町特年友の会｣が ｢赤坂町村年闘｣把改名される｡

貯蓄推軽的習合 .貯蕃推進蜜月全の発尽｡ ど._･.,

穆部地区にて吟詩の会が始JiEる｡

ポー･イスカウト結成 ,団蚕B遊紡伽 益金がこれに含まれる｡

･親子体操放せる｡

･シニアスカT>ト結成 .また砧校Li-'.女子のlJさいが発足するo

老人クラブ研償金 氏.工数耐鵬萎n金 ･民主亀背町民大会 ･民主教筒町内相弔者
研修会の発足｡

･カブスカ1)ト結城 ℃

･文化財保鮭番凸会発足D
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･赤坂町中央公民館の完成｡
Iql央婦人学級が始まD,親子体操をとb入れた幼児教育学級が再開する｡

･囲恭 ･川柳 ･詩吟 ･出来 .時IPの各鵡睦が始まる｡
･老人 ･姑各学級が始まる'

･スポーツ/少年Bl全地区で括成｡

教育映画を見る金 .背少年柵等セン9-委員会

･論語 ,癖土の歴史研究所座開始｡

･ペン習字の会始まる｡

町誌相茶屋月会発足｡

年 代

一方 ,職員範雑では ,専任の社会教育職月は未改正で ,中央公民館長-教育長 .公民鮒主群-学
校教育主都と兼務であった｡分針の似合も非常勤の餅長 .主串が配配されていた.この職B机孤は

現在もあtb変わっていない｡

このような言わば中央公民館は滞空公民館の下でも'隼田 ,婦人会等の団体が投石雪して公民解活動

を田地したのである｡そ()内容は .以前の改善運動の港長であったが ,昭和32.55年頃I･Cは .

本船的 ･実射的な生活改藩が台所 .如法.I面でなされた｡そして .さらVこ冠船葬祭にまで広がD,部

落軒で姑賠式をあけることもあったよ)である｡また ,この頃はテレビが出村地域に普及しておら

ず .部落毎の映画会が盛んに催卓れた時期でもあった｡社会敬弔団体では衷 1の通9,嫡入会にエ

b発生故_Sが開始されている｡この時期での活動は ,圭に住民DIljの志志と創志と財力にJ.るもので

あって ,町の行政面-での祉全教背に対する粒舶比弘かっ九のが実状であったらしレ､｡これは ,37

年紅でJ1年田が解散するという邸態が起こったことにも馳肋 1あるのではないだろうか｡

そ して ,58年に初めてitj任の社会教育職月が改訂を且金に腿かれ ,中央公民飴主部を瀬野する

ことに在った｡こうして袈 11- 2- 1からもわかる上)に58年を坊として赤坂町の社会教育の

節-'iBが始7>(った｡只休的な社会改訂振興比衷 11-2-10適b行なわれていったO

'Lt1年皿 ･pTA ･約人仝 ･老人クラブ等n･団体の情動性 ,中学を,･lG･D休符蹄 .図uSi･料理実刑lr穀

等を利用して行なわれていたが ,それら団体の活動モiIBじ,祉全教符が地域住民のri:･l(,,⊂泣透し自主

的な防犯がみられるようになると施投 ,殴J.:a;不足のたLy)の欠点が目立ってきた｡そのため ,ql央公

民館姓投の.;こ言い要望が住民むrLuで高まD,4占年5月に良民のバ,ク7,ブで赤坂町社会敬弔の拠

点として小火公民館が新祭-されたのである.また .それに伴い46年5月に赤坂町中央公民餅灸例

が新 しく施行されているC

㊧ 組 紺

赤坂町にかける社会故芋f組紐は凶 11- 2- 1の皿Dである｡公民館経営のポイyトとも言

える公民餌迎'a'･'.1原弘~!-:El金蛇58年から宍Tr的な役割を果たしはじめた｡そして ,年5.4回如人
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会 .i131年朗等住民の代表が災膏b,小器 ,古kL肪而I.'LIかいて ,住民の.･E･二見を公民館T'活動に反映させて

いる｡そ()ための公民館道営群議委n金光礼金教育委fl全軍Laの柵成は表 11-2-2のようにな

ってレlる｡

図11-2-1 礼金教育組縦

輸 入団体

僻 年 団

子ども金

高令者学触(老人クラブ)

ときわ会

7F- イス カウ ト

カブスカウ ト

FOS少年畑

スポーツ少年EB

P･で ･A

各種趣味の会

一tJヽ
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表 11-2-2 公民飲迎官許議事月余の構成 (847年 )

,～
__
.
_
_
1r
I.t

tこ
_
-

i

学 校 代 表

散 会 鼓 月

p ･で ･A 代 表

学 轍 経 験 者

野 年 Eil 代 表

公 民 飴 分 館 長

区 長 代 表

戯 協 代 表

針 `14名
__I_..～-._ __ー ｣_- __

来 11-2-5 5分館の状況 (847年 )

芸慧 憲 慧 芸 域

軽部 n

笹岡 〝

軽部 〝

赤坂町中央公民銀は ,赤坂町町苅田にある｡
各分館については ,衰 11-2-5の適Dであ

る｡ しかし,約述のように29年にあった鳥取上

分奴の鵬 は 40年頃に売却され現在では ,笹冊

だけが独立専用施設を有している｡

とれ比分水中位の活動が弱く施設の必要性が催

いためでCtなかろうか｡この公民er.1活動にかける

間JZj点は後述に回わしたいと思う｡

中央公民館の職月耗成比褒 11-2-4のよう

になってVlる｡分析は29年Bとと同様である｡

では .中央公民館の概要について詳しく述べて

rq.央公民鈴上
_L
.

._

I
.

hノ1.dh
2.3血

笹岡 p ｣- __5･1h_

垂

l
表=-2-4中央公民飴の敬El柵成(昭和47年度)
t-†~- その他職Jll
軒i-コ二二rI;

みよう｡

昭和 45年 10月 51日から5

カJj胤に如5.700万PjO)如拙を

かけて44年5月51日に完成し

た中央公民館比 .鉄筋コンクlJ-

ト2階建の近代的な紐物である｡

その建物延面L'L:は占97,5日が

であるO施設 ,5r&僻として比 ,一

階に図番謹 ,地理室 .会乱室 (和

室 )浴室':,gf務妾 ,ロビー等があ

るo

園毛F基には .現在的 50冊の木が匠かれているが .肪入出が弱体なため柾勅 ,冊数に限度があD.

利用者は限られている｡--･般町民の利用BfLrt低レ､といえるだろう｡調理室は .4t]名収容で延耶MF

I の1/Hという広いスペースを占めている｡ ここは町内的入金が食生活改乱 発弘教室等の実習学習

が しやすいように設計され湘理実習台什器一式 .冷 皮 相一台がある｡ これ壮かなb利用度が商い上

うである｡事務室には .赤坂町教育委H会があD.中央公民虎の堺務運営がなされている｡玄鵬｡

ビーは町民が憩い楽しく誇b合い仲陶づくDをする為である｡

カラーテレビがあbサロン的な粗 気で作れでも気軽に利用できる上うに配血されているo二階

に壮大金鼓室 ,端座室 ,ホールと会誌蓋等がある｡大全追垂は .200名収容で延面iJ.I.の 1/Aの
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スペースを占め ,大地解 ,映画会 .研修大金等 ,訊習金に適している｡

一 ･二階の金談室は .満令者 ,A'Ti入金 ,会合 ,生花教室 ,茶道等各種グルーブに多く利用されてレ､

るOこの中で講座重と大会私室が一番利m度がF'5,-いよ')である｡その他の設備としては 1dhAl映写梅 ,

ステレオがそれぞれ一台づつある｡

写ft11- 2- 1 赤 坂 町中央公民F.I

写真 11- 2- 2 幽 百 鬼 内 部
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写it_tJl1- 2- 5 洞 粗 菓 閉 塞 内 部

写文 11- 2- 4 玄 関 ロ ビ ー

ーち71-



◎ 財 政

次に社会教育虫の面から.合併後の変番をみることにしよう｡衷 11-2-5によると.社

会教育出は ,合併当時から多少の汝はあるが徐々に増加して58年に至っているO

そして .59年には 58年の 1.65倍とをb,その後も君じるしく増加の傾向にある｡

衰 11-2-5 社会教育予罪の変丑

I.I.Att_Pl
_
_

..-

1-
ll

-
･I
I

8iInn
29

50

51

52

55

54

55

56

57

故背教(
a

)円15.275,754
15
.
458116
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,
678
,
567

?
.
628
,
96
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1015
.
754

4
.
d5【1
.
8d7

9
.
592
.
108

10
,
730
.
占82

8
.
054
.
445

21
.
552
,
285

58J 15 ,24D,952

ll.155.945

15.723.748

15,227.846

2占.782.008

22,896,708

28.1占9,269

66.6d7.485

Ji

484･占941 ま7
I

487.712 ∃ ま0
1

524,152 : 518

巨車車軽 F蒜

452.474 4.5

45;::8886:i :60

48も- I 5･.

" ｡.428 ! 5,9

]住民1人当わ中功

67?.占65

548.524

588,2d 1

970.745

1.095.019

1,515,757

1.475.775

1.854,889

4,566.2〔ld

a5

2
.
5

5
.
9

87

aO

8
.
4

5
.
5

8
.
0

15
.
5

92.1

152.1

174.4

212.0

241.2

504,8

751.4

421̀92･151 I d4･0 7.151.1

(5?.824,558
TI

(幽 住民 人 口は各年度の4月現在によった｡

( 〕触 甥 野 望×.oo(%)
()内は公民館hiE_皐封
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次VE祉全教再出が教育f･Jに占める割合も59年以後総だいたい8解以上で38年以前の約2倍を

ほほ保っている｡たとえば ,59年旋比58年度の約2.2倍となっている｡さらに .住民一人当D

の社会教育糖も同様に59年度は 58年度の1.65倍となっている｡

これは58年度に専任の社会教育職員が設置され ,社会教帝席興箱がとられたためであると思わ

れる｡また .44年EB三の増加が大きいのは中央公民出iB鼓のため準助平穀粒 ,つまD.敷地肪入 ,

敷地整備に当てられたためである｡そして 一45年伽 中央公民館姓投出に多軸を要L.社全数市

野は 44年度の9.78倍で教育出全体の44解を占めている｡ この時の社会教習出のうち95.5Lyp

が建築空Tlで .住民 1人当Dの社会教育出は 7千円を越えているO

このように麦11-2-1,表 11-2-5からわかるように赤坂町の社会教育は主に行政伽か

らみる場合 ,59年を境として大きく変蕃していることに曳づくであろう｡

㊤ 活動状態

で比 .次に中央公民館主催の琳薮蛇 .どのようなものがあるかみてい く.

せず ,47年度の赤坂町公民館活動基本方針比次の通Dである｡｢変薮する社会にあって .召:.牡

敵背の笹変性を広くDJ氏に詠放させるとともに,住民かもつ生弘上U)EtiHIvlや要求を学習鉄血にとb

あけ公比鮎が地由良良 o)生姑学%･,輸血k'i決cJ拠点としてよb計LuhI的な迩包がはかられるように努

める｡｣

との基本方針に基づき次の上うな中濃がなされているo この裏11-2-4による和美のうち.

1 表 11-2-1を参府するとわかるように約半分か中央公民館完成以後に開始されたものである｡

これは .各種団体 ･各柘紙座活動がやbやすくなったためで ,公民館施設 ,設備の電車性を知る

ことができるだろう｡Lかし,反面 ,これらの群集姓中央公民館で企画 .実施される郁英であb,

分館耶託はない｡ここにも公民&;L.'活動にかける問好か奉るよ)に思われるO

それ仕分飴単位の申EI.活動があるかないかを言)のではなしへDつまb.それらのもつ悪戦 ,性

野内牢が単に与えられたものか住民が忠凶的 ,意庇的忙努力してやっていく自主的なものかを言っ

ているのである｡

せた .前述の分取施設が売却されたことも分鮒小貫̀が行72われていをいととと阻迎するものであI

f ろう｡赤坂町祉金教育主研一内藤氏は次のように述べられていた｡｢かって .分fE･.･活動 .郎英紙 ,飴r

: 長 ,主串が非常勤にもかかわらず比較的活発であった｡それは ,館長 ,主堺が出村では名誉職であ

F a.それを勤める人 が々自分たちの仕ZJf以外に社会赦市に力を入れる時間的余裕を持っていたため

であった｡

. また中央公民館はなく･専任の社会教育職月比不在で分軒で行なわ7tければならないためでもあ

った｡ところが .55年 ,54年頃VCなると都市化の鮫が赤坂町にも押し笥せ ,Lたいに都市化現
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象が打者にT=るIK:及んでJ:jl餌活動も櫛′トせざるを得なく1=ったD｣
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括尊者熟成補習金

町 民 文 化 祭

川柳 研 盛

詩 吟 教 室

JI.花 p

各
行
政
事
日
金
連

絡

民主教両船進軍且会

文化財保乾 n

町誌崩窮 d

む少年補串 It:ンク I u

tJJ少年問題協民会

鍵) 社会教育主群 .･内藤良昭氏作成
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このJ:うに人口流出 ,出稼ぎ,非廉戯家の増大という社会問題iが4-J/tれ .地域社会と密接Ki..i.'ぴ

つLへていた社会教育の1)-ダーや地域住民比自分たちのEj々 の生活に追われるようになb分館IIl'丈

清軸比糞過していったのである｡ こうした都市化現故にエD.分館ゼ椛 活動は弱･ib段々と小火公

民か主体となっていったo)である.

称かに現在は中央公民蝕も新繋きれ ,次々に堺範も興っているので公民飽活動も妓んなように思

える｡しかし,それら蛇行政側0)礼金数百ブラyナ一部企画し作i)出したものであって ,分館軒動

が活発であった以前ほど住民の自主性はないように,哲える.

どのようにして中央公民館llf繋を分館司11難に填て広NJるかという問題とともに ,どU)ようにして

自主的を ,恵蝕的な地域祉会の問月別こ対処した分針借地を展開していくかがこれからの公民飢活動

の艶Biであるといえるだろう｡

それでは .公民館主催郡紫の41で比較的宿発表例を5つ取b上げ簡単にみていこうo･

く幼児敬弔学級>

始まbははっきbLないが59年に中断し,4占年に再開されているD対象老壮 .保育園樫肢の

子とその鮎や ,その他のiTS白老で58- 占8名が弘tる(.内払牡 .弘子仏鎚 ,子どもの性格形成 .

しつけ等VL-ついて0)学飴で年 7L吐1飽かれ叫的tltlJ.j山ri'ひか_～ly:]梶鼠Q)三和勉氏を抱いている｡

<栄藤教室>

本格的をJJ:.fl,一改轟が夜されほじめた55年にほじせD各確学級の中で古いものである｡

姦 11- 2- 7 巣称敬重卒-m生数

笹朋 軽部 石相 ■合計

54 15 48 8 2522

55 不 明

54 8 占

57 9 8 占 25

38 占 1n 5 19

59 5 12 12 29

4D 8 10 ll 29

41 7 Jp8 ll 27l

42 ･7 8 9 50

45 ll ll ll 55

2 9 ll 22

食生啓改潜を目的とした学級で月1回的印され ,

各分館上b交代で数人の納入が出席して ,それぞれ

学 暫したことを伝導坪習している｡

卒糞坊で8回以上の出席者には修了証廿が故され

ているが .人数比衰 11- 2- 7の通りである｡

この虫に上ると転年2 8 - 509.の卒業生をLIJ.L

ているが笹岡地区の挿/少が目につく｡

社会教育主郡内漁民のEE-によると.この地区が他

の2地区に比べ 5,1kRと距雑的忙一番離れているこ

とが大きを原因だという｡そして .それに什い社会

改訂に9.け る認識が斡いとと,三地区のうちで収も

a:市化に対応できず過疎化が進んでいること等を指

摘されたb
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<高令老学級>

40年頓に多飢部落で始まbその後町全体へri:がっていった｡ 60才以上の老人を対象に年 7回

開かれ ,比較的活発な宿動が行なわれているO内容は-昌lLl済 ,視察 ,ヘルスセンター慰安 ,そして .

ほ う皐や雑巾を作って学校へ配るという奉仕的なもの等であるb

中央研修には 140- 150名がiJきまるが ,部落単位にみると非常に活発表地区と不活発な地区

の差が大きいそうである｡

次に中央公民館の利用状況を人数と件数とからみてみようO .

蓑 11-2-8によると1El平均 1件 .41人の割合で使用されてV,る｡

人数 ,件数をみた場合｡

蓑 11- 2- 8 中央公民館利用状況(846年度 )

(人数) 14,827人 (件数) 451件

蹄 内藤艮昭氏作成 (a) 役填馳係の串菜

(4) 納入団体 ,南年印子ども会 .PTA.文化団体

(｡) 衷 11-2-5の堺難

(a) 結姫式 .企去号等の試用全

人故.件軌をみた場合,岬)が 1番多いことは44年度Ir_かいて払 婦人団体,有年弘 子ども会.

PTA会合･.文化芸術団体等がかなり自発的に利用しているといえるだろう｡また(a)の役場閲係

の事業とは,乳児,老人,成人検診,税務相談等である｡以上から,中央公民館は社会教育,その

他の場として,また,行政と地域住民を結ぶ切としての機能を有していることがわかるであろうO
(21転1人細体所動

④ 沿 1"(1-

赤坂町揃入金の牡'1枚の状況に触れてみよう｡昭和22.25年tJ3-の旧村時代には .学校教育
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との阻趣が津かった｡それは ,主に使用坊所の問Eのためであった｡そして ,活動内容比 ,家庭生

活の合理化を日ざす生活改番であD.県下で1,2番目に開始され ,25 .2d年頃がもっとも高

まっていったらしい｡

合併後もそれまでの各分館を拠点に部落活動がなされるとV･うことは変わらず ,従来の生活改尊

とともに納入自身が教兼を身につけるべく靴浜等が数多 くもたれていた｡

その後 ,保健所の1紺 のもとに現在の柴巷改善軌座の前身となる食生活改善遊動が進展してゆく

のである｡だが .町としては赤坂町婦人他紙金があるのみで ,軽部 .鳥取上 ,笹WJ各妬入会は ,そ

れぞれ独立した組鞍であった｡本格的を中央軌線化は ,59年 5月になされ ,協誠会が赤坂町輸入

金に改名された｡

回 廊!屈

凶 11-2-2 娘 入 金 机 掛

赤坂 町婦人会

･
戯
払
輸

入

部

･
地

域

輸

入

金

･
食
生
活
改
善
協

∴
父
適
安
全
母

の

･
骨
少
年
鍵
仝
背

≡

会 長 1名 部 長 1名
1 1
副会長5名工副部長5%.

｢_三亡 で
原 文 産
生 化 薮
古都 占乱 占部
名部 名部 名部

管__千___守
支部長22名

役 l属

愛

野

夢

見

I

会 J& 1名

副会長2名
】
役 員 占名

赤坂町婦人会比 ,図11-2-2のようになっ

ているb婦人会のうちで中心は地域輸入金であD,

この副会長と殿協婦人部の副部長は報任となって

いる｡

変両委員壮報酬もあb社会福祉部門へ入るもの

で ,無頼酌の如入会とは性JiEを界にするが ,金私 ,

研せ金の時だけ声をかけてもらい参加しているこ

とは赤坂町輸入金の枯野であるといえるだろう｡

愛育萎BLの金引 .せF記等比役場の担当である｡

幽 11-2-2のむ雷己4名のうち2名はそれぞ

れ食生活改尊協払会 ,出也輸入卸に 1名づつ荘か

れているO支部長は 22部落に 1名づつ ,役 Bは

字だと忙2 .5名～ 15 .1占名となってレ､る0

8.3人会B数比衰 11-2- 9によると昭和59

年から47年までたいたVl1,150名前後でほと

んど変化比ない｡船人会は既勝者を対象とし年令

制限はない｡58才以上は .ときわ会(戟いも学

椴)にも参加するようになっている｡
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衷 11-2-9 姑入会月数表 (A) 活動状態

年 皮! B 数

盲丁言iT .丁 ;了l
40

41

42

JI5

1.112

1.125

1,11占

1.157

44 1 1,125

45 毒 .I.50

:; i ::::67

扮 船人全会計帝よb作成

婦人会活動壮公民館側主宰の行中に参加する活動

と婦人会独自の群共と2つに区分できる｡しかし.公民

館主宰の行中は希望者を婦人会粗雑を通じて募集するた

けで彼の世簸比すべて公民館が行なっている｡

これは前の公民館活動で述べているので ,ここでは ,

婦人会独自の8[集をみてゆきたい｡婦人会は .59年に

赤坂町娘入金 と改名された時 ,産真部 ,厚生部 ,文化部

の各部をつくbそれぞれ毎年の畔集計蘭をたてている｡

59年の記銀薄によると,各部の目的は次のようなもの

である｡

･文化部一一一妬人の知拙向上 ,レクレーシ7,ン｡

･厚生部一一.健康問題｡

･産美称--一産業 ,良.済間胞.

上記の目的に基づいて ,47年度の日独 ,ヰ【集計断が衷11-2-10のようにたてら1している｡

衷 11-2- 7D 47年度 .事典計画
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(自 壊) 輸入金忠抱の筒勘 .家族の健康を守 btL上う｡町をR,qろくきれいに Lt L上!｡

この裏の称美 より別に支部とと ,部落ととに旅行 ,レクレーシ,ン活動を行なっている地域 ,

また多架 ,出展 ,由津里 ,兼窪田等公民館萌黄以外把持吟,お花の全を開いている地域 もある｡そ

れで比 ,婦人会活動と的係の深い財政をみてみよう｡ (裳 11- 2- 11参冊)(段目 1-2- 5 ,

11-2-4参府)

衰 11-2- 11 婦人会収入 ,支出状況 (婦人会全alq/'よb作成)

全 比 % 惹 x I DD

54,88LI

一3

4

5

Iq

P■一

t一

･▲)
7

8

9

hr)

Pr'

-)

I■一

∩リ

ー

2

4

4

4

13

4

LL7

4

4

4

52.155 i

11,51i I 9.546

04nVユリ
8

51,478

1 1 5.7 4 5

79,194

49.520

105,859

22 41 :･': : 28 日 ::::;;

57 1･2 07t 261･587■

4 7 0,1 52; 588,044
a

4日 ･604 i 548･848

4日 .150 ! 444,499
】

505.164 - 554.075

占2a156

9 0.8 0 0

8a9d0

90.0 【】0

8?.2 8 0

1 1 5,7 D 0

112,300

115,000

l 587,926 115.700

42.2

37.I)

24.2

1?.0

25.A

4

4

1

4.

りん

8

2

2

1
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図 11-2-5,収入に占める金貨の割合

如入会金空きは ,昭和42年度まで1人当b80円で45年以降壮 100円とそっている｡

合併後梢和29年から4占年までの婦人金収入 .支出状況は衰 11-2- 11.図11-2-4

である｡ これらから,昭和58年tBから姑入金の収入比今までの2倍に増加し,さらに 46年度は

58年ER=の515倍となっていることに気づくであろ)｡また ,表 11-2-12,図 11- 2- 5,

図 11- 2- 5から収入に対する細 の割合も齢少し･4絹 皮は59年度の 1/2以下になってい

ることもわかる.婦人会財政は ,かって ,金員の金批負担にエi)鵬われてレゝたが現在で仕 ,教育罫

良会 ,町腿協等の助成金にエゥているO これは ,内藤氏の話に上ると,雅楽 .共稼ぎで生じる納入

金転用諭を避けるため町が活軸をやbやすくする意図で助成金の額を増加しているそうである｡

そして ,収入 .支出とも組曲金の増加していることからも財政面での肺審性ないといえるだろう｡

婦人会長竹久氏は .輸入金活動の問題点を次のように指摘された｡
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図11-2-4 婦人会収支状況グラフ
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(婦人会会計蒋上b作成 )
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図 11-2-5 拍入金収支状況の割合

･収入割合

59年度

･支出割合

59年度

()%
&(42.2 )% 助 成 金(52,5)

･｣ L _ 一 三 j ｢ ｢ ~ l

?

■ lll起 1

:如曳金(ま7)

合 計

215,592円

合 計

428.158円

会議 出 (1) その他 (2.1)

約 giTTl人全会計特 上b作成

｢兼婆良家 ,共穣ぎ等の彩密で働きにLlL.る嫡人が多 く.参加者が役員だけという傾向が強くなっ

てV'るOたとえば ,時間の胸係でPTA研健全に参加すると ,婦人会の方は遠戚させてほ しし､とい

う具合であるo｣だから,F-･｣題点は ,会合や研借金に人が環せらないとVlうことであろう｡ このi彰

群について内庶事氏は始入会の部落活動が5.8年前 上b停滞ぎみであると言われてレ､た｡

また娘軽部子ども会 リ-ダー加恕美氏は .両親とも不在で子どもが放任されていること ,都市地

の鍵っ子が多 くなっていると言われていたO

このことから 一共稼ぎ家庭 .兼祭出家の増力rlは .W'入会活動に問暦を投げかけるだけでな く子ど

もの教育に対 してもその磨層 を与えていると言R.るであろう｡
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虫 11-2- 12 婦人金収入状況の比較

(収入)

-~叫 -T -三~㌻ ~音 ｢ ~~言 ~寺

金 敷 l 90,8dD ! 11も700

助 成 金 l l12･740

姫攻入! - `

繰越金J 7.90̀

◆盲~-i了r L盲丁& 2-p]

軸 婦人会会計簿よ州 威

556,500

24.875

151･081 I
-- ~- 1

828156円(

(支出)

-;二 ∴ 烹

負 担 金 l 14,050

金 駿 斡

旋 敷

そ の 他

次 期 繰 越 金

15.555

12.580

8,?50

a?.756

215.392円

4d 年

296,ddd

25.SOD

6,220

44.240

(別や少年団体活動
赤坂町にかける帝少年B]体技 ,次に述べるものがある｡ボーイスカウト(日本ボーイスカウト

血盟赤分節2団),青年団 ･FOS少年団 ,カブスカウト,女子高校生(星座グルーブ),スポー

ツ少年EZ].地域子ども会等である｡ この内でF0S少年団につVlて比岡山文揮『岡山の敦符』で次

のように述べている｡｢軒十七回岡山国休の時 .明るい 県 民性を培う8.として捉唱された衣桁

(F･･Lも7tLL･kLp ) .秩序 (oん ).奉仕 (S-1山.▲)の粍神をかん･#すると共に ,実行力のある負

い社会人となることを目+.Tiとして,昭和59年度に初めて誕生した軌 LJ県独自の地域少年蛾休であ

る｡ FOBという0)は友1J'j.秩序 ,奉仕の英階の頭文字をそれそれとったものである｡｣

ここ赤坂町にかいても59年度に町苅田子ども会で始まった｡その後石相小学校占年生全L=l加入 ,

そして ,軽部 ,笹岡両小学校へと広-1っていったが47年度･は串東上停止している.

-iた ,カブスカウトと打t社会教育群mlに上ると｢カブスカウト(CvBsc･ul )8才～ 11才の少

年のため挺進礎的な訓練と生.aiとを加け もので抽入労掛老をも交え ,発症もその教育環境にとb入

れて実施してレヽる｡｣とある｡

ここで枕 .筒年棚と地域子とも全につVlて述べてみたho

(子ども全活動 )

子ども会活動の歩みを,内藤氏の『子ども会活動 ,赤坂町の実例Jをまとめ .冊単に述べてみる｡

｢赤坂町子ども金比 ,戦後 ,昭和22年頓から,笹岡学区 ,軽部の一部等町内所々においてあらわ

れはじめたようである｡その笹tt少年触全行成母の金を結成LPTAとの協力のもとに地道に単位

子ども全輪成活軸を盛b上げていったoその鳥果 .55年頃に全町の単位子ども会が-*生したが ,

tだ活動内容も乏しく全町的を横の連絡がなくバラバラであったため .昭和55年に子ども会育城
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連絡会が発足した｡また ,この頃までは .若い男女がia'按子ども会のリーダーとして技術面の指尋

を行ない .59年には･jlニ77)-ダーの弟成が針術されている｡

子ども金育成連絡協班会は .PTA ,蛸入金の代わDに赤坂町子ども今活動推進の原動力となb

町全体の遵格調粒 ,T)一g'-の養成 ,経済面の較助 .指導考の研健等を行走っている｡｣

現在の子ども会比482名で小学校加入率 100解となっている｡しかし,実際には子ども余

徳軌が行なわれているの結 .坂本 .東撫部 .町苅田 .山口で残カの18部落は低絢で全 くなきれて

いない部落もある. 1

これは ,人数不足のためで ,.はっきDとわからないが合併後約1D年間人口流出が多く,15DO.こ

人の締少をみるという過疎化傾向から生まれたものでは'ないだろうか｡

前述した4部落の中で月に 1回隼せる月例金子ども会仕束軽部 .山口子ども金たけである｡東軽

部子ども会比 .昭和58年加賀英裕夫氏が拍覇者とな9,琴仕活動に力を入れ ,子どもの自主性を

育てることを目的に指導が放言れている｡ この子ども会仕 ,42年に瀬戸召集者エb表彰を受け ,

44年に紘岡山艶子ども連合会で衰聯放 ,衰形状を受けている｡

また,47年虹には如1回軌 L]県子ども大金に参加している｡鵬 知子ども会の欠点につVlで ,

加封義民は ｢I)-ダーがレ､ないこと,しかも,それは大人でなく子どもとの年令差がないジュニア

リーダーのことである｡｣と述べられた｡

との束軽部子ども会の欠点を補った子ども会が山口子ども会と言っていいだろうo 山口子ども金

比略山寛哉氏の指呼のもとにジュニア1)-ダーの礎成がもっとも進んでいる子ども会である｡

(背年間活動) I

㊥ 沿 革 ●

抽入団体活動と同様に ,公民館活動の中でも触れているが .昭和28年の合併後 ,赤坂町甫

年巨別ま5D年までが政盛期であった｡ この頃は ,分館ことの単位団で町自休としては協散会的なも

のしかをかった｡

しかし,その活動内容比 ,部落の輔問題や迎営 ,塵並振興 ,生産宿勤 ,町誠の選出という政治的

な問RZiにも参加するという意欲的でか在り,姓投的なものであったようである｡･また娯楽的な面で

紘 ,一時演劇が盤んで設備も作b部落ととに上映したD.盆踊Dも盛大に催されていたらしい｡と

ころが .全国的毛帯隼田活動の衰退という現象に伴なh ,52,55年頃よb各単位EBで段々解散

をはじめ ,57年には地後まで残っていた多恕支部が解散 している｡赤坂町にかける背年柚活動比

これで完全に停止してしまった｡

その後 ,公民館活動で述べたように町の社会教育輯興諸により,59年に｢赤坂町留年友の会｣

として再発足 したが .わずか-年後に石和 ,笹間 ,軽部の5区のうち石相,笹岡が姿を粥していっ
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た｡しかし,残った軽部地区を中心に名称を｢赤坂町青年団｣と改称して町全体の骨隼田とするた

めの仲間づくb組織づくbという組織活動がなされながら現在に至っている｡

◎ 凪 椿

赤坂町青年団比 .一般虚村にみられる部落ことの支由軌横はなく,町一木という形態をとっ

て文化部 ,体育部 ,女千部,帖宜部の各専門部がかかれている｡

表11-2-13 背年団員椀成衰(847年度)

軸 斡隼田名帝よb作成 ( )内は学生

そして ,47年度は ,常任委Bとして団長 .副団長 ,耕務局長 ,会計 ,監頚委員,顧問 1名とな

っている｡も年団員の砿成杜去 11-2- 15の劫Dである｡ これによると登鐘されているujLi汝

紘 .20名で町全仏C)対如年令の1a- 25才U)ね故から考えるときわめて少をい｡地区むにみる

と軽部地区が全体の5/4を占めていることがわかる.これ比栄桑敬蔓の衷 11-2-7でも述べた

ように拒齢的な問題もあるが ,地区香iに社会教育の活発な地区とそうでない地区との差の現われで

もあるだろうと思う｡敬薮をみると.戯打地帯であるが .公坊良 ,サ旨T)-マyがほとんどで噸

戯束の帝年は1人もいない｡･iた,4,5年前壮学生数が多かったそうであるが現在では5名であ

る｡そのため,夜が瀬もJJiitbやすい時閲と凍るが ,夜勤 ,残業等があるため活動に時間的帝嘗が

か表拘 るらしいoそれは女子の数が1/5ということにも当鯛 係してくるのでは- だろうか｡

また, このととは ,47年度のスローガy<学習活動にと17くむ｡時間厳守>にも伺えると思う｡

◎ 活 動

次にp-14年団の活動であるが ,全国的な動向に載れず低鞠といわねばならないたら)｡だが全

く活軸を陣止している市町村がある現在 .偲鴫といいながら活動が行なわれているととは ,それだ

けで悪戦のあることであろう｡即実 ,隣の山隈町.藤戸町では障止している｡赤坂町背年旅は ｢本

田は陪団体と密接な逮交換を凶b.和良相互o)細 と載巷とを高め,理想郷土祉投と民主社会推進

及びや年の地位の向上を図る.｣という目的で活動を行なっているOます ,帝隼田の年間中英であ

るが ,軽部地区対象であった活動を45年の金既bを実損として44年に壮成人式 .45年には敬

老会を町全体の骨年団中共として概則を広げていっている｡それでは .前述した娘も青年印活動が

盛んだった昭和29年と4占年の年間称美の主そるものを比較してみよう｡くま 11-2-14参府)
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29年は計画であるが .この表から次のととが言えるであろう｡

衰 11-2- 14 宵 隼 田萌 黄 衰

29年度 (計-lg)

O虚業先進地視察

o触発肌習金

o産米発表大金

o料理コンクール

o金月評習会

o弁 論 大 会

o背年と抽入の集h

o卓 球 大 金

o球技町大会

o陸上町大会

o血液検束 ,検便

(耳I兼 報 告 )

0億前地区研修会

o節7向背年間庇研修会

o町盆肘少大会 o女子問題研究集会

o敬 老 会

o球技 大 会

o研 修 旅 行

0-/I-ク4'ンスの相串

oクt)ス17スの集い

()新年 宴 会

o成 人 式

o建部町赤坂町惜年鰍 会

O_V3 ㌧二iy_≡_三｣墜軍会 ｣_タ平準隼里堅ヒ

01日 金

o稲刈bバイト

･･ー

J
L

t
-
JT
I

｢
.-
∫一一
.I

-
~
.I.-

.

29年塊においでは ,地域の現実榊勉 .すなわち彪 塞 ,産兵を宝達ん忙しようとする学習依勤JilJ]'

隼田身の教養知識を高めることにかなb笹点がかかれていたようである0

- 万 .46年は .レクレーシyンや奉仕が中心となっているのではなかろうかOだが ,町長との

懇談 ,研修会 .毎月一一回の1日会等もなされ学習活動にとDくもうというスt,-ガyも起っている -i

ので 意欲的な姿勢も見逃せないだろうO人手不足 ,老人の家庭俊先で .奉仕を含めて行なわれる稲

刈bパイHrJ:47年度に比計画されていなレゝ｡これは財政と的連するので酉年団の財政についてみ

てみ ようL,(衷 11-2-15参照) F

衷11-2- 15 脊 年 団収 入表

扮 赤坂町軸年En会計報告野よb作成

収入総計は 2.2倍に増え ,1人当bの会出は 42年で200円 .4占年壮 1,0aOP]と5倍にな

っている｡これは .前述の的入会地と比べて相当高hoさらに収入の内分けを比較してみよう｡

図 11- 2- d忙よると,EEl良全判 .町 .軽部支館よDの補助金の占める割合は ,ほとんど変化
I

をく寄付金が増加 し.邸炎収入金が減少 している｡大きを変化としての 1人当Dの全於の増加は ,

団月数の減少によるものと思われる｡以上のことから,帝年Bl活動は ,補助金と鵬 収入金によb
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その運営がなされていることがわかるであろう.

受取補助金(45)(7･4)｣.1中英収入金(45.2)I__-一一___一･._ユ__-｢~1---~~-~TT言~1
_｣__.一__._⊥ ⊥ __⊥___ 一

図 11-2-占 甘年EE取入内分け図

その他¢2)

これらの宵年摺活動は ,情宣部に上b町内二カ所に殴けられた掲示板(坂辺 ,町苅田の両バス捗)

さら(n:.年2回発行亨れる赤坂町fJ･隼田織舶舷で広く町民に知らされている｡

放牧に竹年別活動にかける現在の問題点は ,会員数が少ないということであろう｡47年度に行

なわれたアyケ-トの調査結果をみても,付年糊の必要性を85%の省が感じ.町内男女の記し合

し1東棟は89如 )者が必要と答えながらもパ拘:LETlへ入即したいかという野間に比 14卑しか人臣i

希望者はいなし1｡これは ,45年まで軽部地区llJ心の活軸で町全体の活動でなかったことも馳係す

るであろうし,婦人会活動の ｢人が集まらない.｣としへう御皿点と共通のものであろう｡

内藤氏の話によると｢盆臓b,ク1)スマスの拡い等のレクレーション馳係を除いて町民の出rJjlを

得られず ,増年団活動に対しての理解不足がみられる,,*た .軽部中心という.敷く言えば封建性

の残bである学区恵故があるo｣と言われたO

このようにある1地区を中心にそこからなかなか抜け切れをいところに .常年目_1倍軌にかける矧

員数の不足が生まれる原田があるのではなかろうか｡たが .斡隼田活動の低均か-fii凶に,公民館活

動 ,婦人会活動等 ,すべて0')祉全教帯KBgしての弗適の原凶が横たわっていることも見逃して壮な

らない｡それは .出接ぎ.人口流Luという.いわば若者に多くみblpL魂β市化現象という祉全問超で

ある｡竹年の都771JJへの流出.在町の博年も昼間比岡山方面へ飽きに出ることが .根本的な殿田であ

ろうOとすれば .酉年団の仲間づくD,約枚づくbとし1う麓l轍満助は .相当朗出女ものとレ､えるだ

ろう｡ (荻 野 登美子-)
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(tj穀粒施設天'亡感

現在の天心新は.
社会福祉法人の鳥取上小児福祉協会の卒業として迎営されているもOr)であるが.I

現協会長である山本徳一氏が .私財を持ってこ0)由挫Bl地区の蘇生観念等の改新を始められたのが

大正 4年である｡

当時の戯村の風習は .この地区のみならず全国的に不衛生な状態を生じている｡今日に至って多

く改普されてきているが ,内馬屋 ･兼尿処援 ･もらい風呂 L台所や病気 ･けが等の処正について知

比の不足が見られ ,長い間の生活の中で経験を過 してやってきたことをそのtTi引き継いでいた｡

山木氏が雷点的に改溝を行たおうとされたの比 .Lb産に幽する問猫の他に.貧戯救済の自給用米 ,

売渡用米の管理をどがあるが .ここではLb産削係についてみていくことにする｡

裳 11-2-18そらび忙図 11-2-･7で分るように,大正初年の乳児死亡率比 20庵台であ

る｡生まれた子どもの14以上が死亡することになるのであるo子どものみならず ･母親も多数死

亡する状態にあったことは首)までもをV)｡この根本的を原因は出産をけがれと考える風習があっ

たことVC上るものであるo実 ,分娩酸価 ･用具の不備 ,妊産細の雷労働も大きを斑帝を与えた｡

以下 ,山本氏を中心になされた軒菜がどういう経過をたどっていったかを4時期に分けて恐悦的

KiFlっていく.ただし,この4時期U')区別は ,法紬の制定等C'Cよって即託種別が'変わっていったの

であって ,堺武内葬の変化とは折按拭臥l倖しない｡むしろ時代の変化I,Cよる社会的背祭がどのよう

にこの地方に彰密したかを知る一手段として用いた把すぎないくらいのものである｡なお.この項

は協会で発行された概要 ,現斬長の山本光佐氏 ,指呼月の川淵砕郎氏等からの開きとDを大いに参

考にさせていただいJt｡ ｡

袈 11-2-18 鳥取 上村乳児死亡率 _A

｢天心寮概要｣p.7から
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囲11-2-7 乳児死亡率 の推移

%

(1)天心訳に至る経過

㊤ 母の会

大正4年 ,鳥取上村の婦人を対象に出産 ,育児等の書純 を行をおうとする動きがあらわれた｡

その先頚にたったのは山木氏であb.当時の馬取上村長 .石相小学較長 ,医師 ,直垂等の協力を得

て石相小学校を中心にその仕郡が進められていった｡当時 .学校の校医は現先であD.健庶管理は

段底であった山本氏 ,小坂氏によってなされていたのである｡したがって地域にかける母乳 乳幼児

の保齢 t母の会 "を中心にして行なう一方 .大正8年になると学校にかいてP学校衛生金 〝をつ

児血の衛生.菅坪を徹底させていこうとしたO苧捺祈生全の什glは児淀城Laの身体焼売 .校内

衛生 .衣服の桁糖化 .また卒薬する児Efの適性検査などがその主なものであった｡

母の会あるh壮学校術Ji:.全とhDの比この時期で比未発違段階の職 であ9,.町患家の協力をも

ってのみやっていたのであるが ,大正 10年に至ってこれが風格化亨れ ,設備も整えられてきてい

る｡そのきっかけとなるのが大正占年の悶山県済世宙問制度であb.山本氏が済世応了附に脱fEされ

て村の社会郵券全般に挑さわるようにな.,たことであるDここで所世瀬間制度に少しふれてかく｡

その日的 .平集 ,櫛問の資格等を r済世新聞艶旺規程｣でみると次のエ)になる｡
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節-姦 済世顧問は県下市町村の防共W光を遂行し,個人ならびに社会を向上せしむることを以

て目的 とす｡

第二灸 済世顧問の防貧方法は ,粘神上の感化 .物暫上の斡旋等(,C依少,現在及び将来に於ける

武田の原因を消滅せ しむるものとす｡

第三灸 ,節四条 略

解五条 済世脇間に推乾せらるべきものは左のYf格を具備するものなることを要す｡

～ 人格正しさもの

二 身体健全なるもの ,

三 常識に富めるもの

四 慈善同帖心に宙めるもの

五 市町村中 ,中等以上の生活を営み ,/少なくとも停給を以て衣食の紫に供せざるもの

六 忠実勤勉其の峨栃に尽すべきもの

折六灸 済世顧問は共の蛾務を執行するに当b相互間の連絡を保ち必要ある時壮艶係官公署の助

力を要求することを得

第七姦 略

湖山兜編の ｢岡山県の歴史｣によれば ,この済世願悶制度は第-灸の目的に見られるように ,

〝従来みられたような任恵的gJ'附や人道的立切のみに立った慈善救済l抄光と結果をb貧困の間組を

祉全問題として取わあげ .紐銘的永鼓的表社会堺煮たらしめんとするもの〝であるが ,このような

本格的な社会中英も昭和に入b軍国主耗体制の下で次第に弱まっていく｡しかしこの社会JJI炎は ,

済世顧問制度を補助L.よ姻 主力化するための済世委月制度 (T,10)方面委員制度(T.12)y･生

萎規制皮から現在の民生萎良の制ER'にまで発展してくるのである｡

㊥ 鳥取上村小児保鉦協会

済世頗問制度の突放等によb択からの援助 ,助成金交附が行なわれるようになると成文化さ

れた組感のもとにその中薮を進めていく必要にせ淫られ ,大正 10年に名称を鳥取上村小児保妊協

会と改めた｡協会の事務所扶会則の第三灸により鳥取上村石相噂常市等小学校にかかれていたが ,

和光の拡張によって昭和三年石柵小学校の南束約 5087nぐらいのところに瓦葺二階建の会館がた

てられた｡協会の組縦は以下のどとくである｡

現一条 本会は小児の身心の発達を保趣向上せ しむるをもって目的とす｡

第二灸 本会は鳥取上村小児保鮫地金と称し,医師 ,教月 ,村役場吏員 ,産婆其の他の薄志家を

RJて机枯す｡

解三粂 本会の邸番所は鳥取上村石頼尋常高等小学坂内におく ｡
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爺四姦 本会の目的を逢するため下の職 をなす｡

一 妊娠の保薮

イ)嘱託直垂を巡姻せしめて妊婦を診察し讃当72る鍛生法の指示及び処隈をなす｡

口)妊桶の心得に対する帥話及び印刷物の配布をなす｡

二 分披及び産額時の保排

イ)分娩具の消毒捷供

t])細民産鮎の如料助産

-)分娩時用器具の泣付

=)東都補助輪の派池

三 乳児期工少学齢矧に登:るTiでの保維 '

イ)乳幼児に対して巡回怒妊桐を廻らして母乳の捷方 ,人工栄井の壌合はその稀釈法及ひ分61

等を指示し,其他虚砧児 ,病児の傑出をなす｡

ロ)牛乳検査の依頼に応ず｡

Jl)各小児の保狂者に ｢学齢前発帯状放免浄罪｣というカー ドを与えて,分娩よ少学齢期に至

るまでの発育状憶を記録し臣しめ ,学齢前の蝕JR状態を紙査す｡

去)孤児 .里子等に対し,時々係月を派LSJ臥状態を識査し,保育上の1t=& を7:i:すO

･r･)時々.母の金を湘催して.小児の発班に凱する的語をなす｡

べ 小学校入学の前年度に於て身休検査をなし,畝学上差支ある疾病に催れるものに対しては .

適当をる処置をなさしむ｡

ト)簡易幼稚園を設けて幼児の保証をなす｡

四 児来期に対する保乱

イ)較外に於ける身心の保虹
ロ)小学校在学中の児酢に対して .学扱病の治輸

ノう 小学校卒業期に於ける唯菜選･択

ヰ)菱期林間学校の経営

第五粂 本会の役負

捻 理 一名 鳥取上村長を堆徹し.本会群集の裁決を安く.

会 長 ,副会長 各一名 会員中上b逆夢し会長旺本会を代表し且つ .串糞を洗骨す｡副会長

比会長qi故ある時 ,代理す｡但し.fF:期はニケ年とす｡

医 月 二名 .由科医FI 一名

載額係 二名
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医月及び歯科医良は会見中より,教務係比石和座長及び首席訓邸に屯粧し.各-*集を分担す｡

産 婆 一名 妊船及び産鮎の保評に就¢す｡

学校帝拡娘 一名 学較児虫に対し衛生上の君肝をなすものにして校内k:在て比較医の補助を

なし,校外にあbては家庭を訪問し新生.上の往忠をなす｡ l

巡担君推始 一名 村内を巡回して乳幼児の保拓に就中す｡

常務斡革 二名 本金の庶務及び会計を簸る｡

保 母 一名 予備学園の教･#時に就lll'す｡

家中補助的 一名 分娩及び産栃時家Iflの手伝いの縦に応ず｡

野馳畢B 若干名 宥謎寄月は各受持区域の妊嫡産的及び′ト児のある家庭を適当なる拍車をな

し或比必要に応じて医員在婆等q)斡旋をなす.

節六姦 本金の捉弘は有志者の番付及び官公智の補助金を以てす｡

以上みられるように小児保堆協会におい七は妊娠淵 ,出産期 ,乳幼児期 ,学垂期と4時期に分け

統一した健放管理のもとで子どもを育てていとうとする姿勢が強く伺える｡母親昨対しては ,戯東

沖jを除く8カ月間 .月 1回4時間づつ一般教養とか結姑育児についてい訊我が行なわれ ,図秒の放

出も行希われている｡妊婦の保蕗として比妊娠中の話江恵を与えたb廼珍を行ない .出藍を汚れと

考える伊野を改軒することに努力し,分鮫川貝の獅額を行7たっているo 嚢中神助的を派iBL肝も.I.1が

1tq群をしないようにしたD.保嘘協会会館ができてから壮その産室の利用もあった｡衛生設a.Jの不

足や育児知粘り欠如から.図11-2-7を見ても分る上うに乳児の死亡率は大正初期まではかな

b高い｡その対馬として巡尉若鮎娘がlttEかれ ,乳児の掃気とか人=発券についての相弔や ,栄典記

録ml･とか学齢抑前の発育状岱配線熟の記入も行って就学前の児塵の身体検査で疾病のあるもの壮就

学までに治療をするように卓せている｡ざらに身体検査を終了後の児戯を対象に予備学鼠の名称の

もとに週 5回2時間づつ保育を行なってVlったdこれ拭大正 14年の全日制保守鼠へと発展してい

くのである｡

また瓜耗糊託児所が設けられ ,非瓜架の婦人会fi,女子柑年団等が奉仕で世話にあたった｡これ

仕出作共が忙がしくなる間のほほ一週間開かれ .食坊は副食 ,間食の金の負担とし,a:_食のみを持

参することに,してV,た｡ 年並期になると学校給食がなされているO当時は鍛早くから野良IJCLiiて

切く家が多く.朝食を抜いてくる児丑あるいはさらんとした食餌をとらずに登校する児並JJC弟巷失

調がみられた｡このためミルク姶良が始められたのだが. ミルクを飲みたくてわざと朝食を抜いて

くる子があったりするので,協会の財源の間唱から後ll:おかゆ給食にかえられている｡牧内禰生と

して机,柚子等女子どもの身体にあった標嘩型にあわせるとか,視九 聴力を考慮した席原を決め

るよう指嬉し.また児亜図尊重,映画施設.寄生虫=T,防菜歯を設けたり.ポyブを購入して消防訓

練を行なったり,寺社公会堂のそうじ等の奉仕も指尋した｡
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一方で剛節的に健康管理を行なうと同時に他方荘中老の知腔を高め .戯村にかける織#.概念を改

めるペくBB刑期を利用しての紙座や図鞍の触料投出.地政等がなされた｡家艇での衛生哲理を母鞄 ,

つまb出家の懐という家庭内でも発言力の粘い立場にかかれているものを対象にして行なおうとし

ているため ,なかをか徹底しにくいih'壮あるけれども,当時としてはこのように総合的をIlf菜は画

期的であD.隔日｣県のみ75らす全国にも先がけた職 といえる｡

◎ 財Bl法人鳥取上村小児保雄協会

昭和11年になると財団法人とをb,法人#L範をつくっている｡昭和14年に保育厨風食が

完成して .保背の充実をL淫Iる｡しかし終城とともに出確率が低下し,保健所法の制定で保鍵所が鎧

証され .協会で行7Eってきた耕光は保健所の仕堺にうつb,鍵既管理 .街4:.指呼の比寵は軽 くなっ

た｡それと同時に俄災孤児の増加が大きな祉全問伽となってきた｡会長や親任故管長の働きかけで

昭和21年に軌災孤児を収容するための施設 ｢果任教天心が｣が発足した｡開架にあたって髭住敢

5'.長からの経営指導や番付表どが多数あb獣性敬天心寮としていたが宗教紬体では貴く,後qc比単

に｢天心LE｣となるDDL.和25年の児品福祉法制定に上って ,翌 24年に乳児院とも溢施hLが認可

され ,天心奴は脱ぎ辿払祉法cJもとに払込施設となった｡ したかってこの恥点でCJ由金の勾}義は乳児

醍 .保田『 .芯.?E放設の5つであった｡

㊥ 社会福祉法人鳥取上小児保盛脱会

昭和28年に社会坊斐法の制定で ,協会の邸炎内容上社会福祉法人に改称する必要を生じた｡

そして昭和50年には町立保育園の発足と同時に協会の保育園を町へ移管し.石相鮎合と在る｡

さらに昭和54年忙そると乳児院を廃止している｡これ比岡山市に乳児院ができたことや産児制

限のために入院者が狩ったことによるものである｡したがって現在は .経営形感は社会福祉法人 .

qf集秤は児蛮福祉法による沓誰施設としての天心Y.fが協会の概要である｡

(2) 天心水の現状

天心軒比定Fl47名 .45年4月20日現在で55名の在か者かいるO取且は貯長1名.指節

月d名 .保母5名 ,勧記1%..嘱医1名 .劉 14名である｡以下 .天心折の児_S;の状況を昭和22

年以降の無料を中心にみていく｡

㊥ 入群書退新著の推移

入群者数の推移は表 111 2- 17からわかるように ,50年代Kは比較的/少なく2D年代

40年代が多くをっている｡ 25年を中心とした前後の増加は天心群の沿革でも述べたように ,敬

災孤児の収容によるものと考えられる.当時の収簸鞍給仕現在のように福祉堺務所を通 してではな

く.家族から蔚接とか ,近隣の人 .油Tr1-.人等によって収容せれる枕合がほとんどだったためP.料と
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して収容状況を記餅 したもU_)仕残されてレ･ない｡後半の増加の現象は後で収容PP.由の所で明らかに

してい くことにし,ここでは傾向だけをかさえておく｡また ,退か者はそう変化壮ないが少 しづつ

増加する傾向を見せている. これもrEj株に彼に くわしく述べることにする｡
1

衷 11-2-17 人辞退敬老漉

ユ IZて王二王1--51二 一･5-4-J
l.･-

1 t 二 1 ｣=
: - 1 .I : ' .I :I.: . 1 .

昭和47年 12月22日現在 在宕f市よb作成
l■

ll

㊥ 入 出 理 由 一

入3;(理由Qi米飯0)感触能力欠如だが ,具仏的忙あら77れる形壮 20年代V(仕 .1炊災忙上るも

a)と拙穀卓TLるが .現在で比衰 11-2- 18に見られるように内談の加地 ,タヒ別あるいは叫糾こ

よる車両不可能の椴合が多い｡一人の子どもについて多 くの場合が罷って人が理由となることや ,

衷 11-2- 18 括 毘理 由 人か当時の甥由が在宅モ中に変化 していき ,天心

即凧 42/lF-9月 15日現在

軒に収容されている本当の理由がはっきbLな

くなる場合がたびたび生 じてくる｡ 】

したがってそ ういう点で衰 11-2- 18日

休 も項目は明確であるが ,数的侶廟性比 うすい｡

7tた ,堺故の項は行方不明 .病気治療中をど

がはいってくるoJi近の傾向としては .学校恐

怖症 .登校拒否7Trどの怠学児塵が入訴対象にな

って くる場合 もみられるということであるか ,

それ も多 くの場合離婚 ,死別などが怠学につな

がって くる｡また両親が再略 した b .駄別 した

両親が再び一括になったDLで在灘理由がなく

なった場合yL,も誰も引きとらないということも

ある｡
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◎ 退穀理由

天心衣の変化を過怨灘由から見ていくことにする｡在米者がどういう形でこの完fから山てい

くのか ,それ比そのまま社会柵典の変化の一端を童ナことにもなる｡表11-2-19から,引取

bで父親や母親のもとに揃っていくの比過去25年悦を感じてそう大きな変化比みられす .片安幽 言

他人である場合も往々にしてあるが親の存在する寮Lfq:)中で子どもを育てていとうとしている軌の

立櫛比変化してい夜い ｡28年代以降全くなくなゥた理由項目に死亡があるo敵中から戦後の物fY

の不足の中でG.まれ帝った17-4-1栄沓不足からをる瓜巌児が多(,天心穀で死亡するのも主にそq)た

めである. 44年に 1人死亡があるがこれ托水泳中の死亡申故である｡ 50年代になると里子染励

政斑がうちだされるが ,天心加においても原著にIt九がみられるが近年になってくると邸-_子もほと

んど弟を粥している｡また ,50年代から施政姿見が符に苦 しくなっている｡

これは社会福祉政集の鍵備に上b.適切な秦荘寄忙欠ける児東を主体に収容するよう紅なったこ

とがあげられる｡主に楕諮児施投 ,亀鑑施設への各軸が4tT一散である｡捻合施設への移動のIij1合 ,そ

の詳細が不明椛をので正畝ではないが ,施投変更全休の25庵位が栴詐児施設へ ,同じく22rJ位

が改正施投であるOなか .15才で過払･して象在役AIvしたのち進学する省はたくさんいるが.諒魅
鮎九打できないi･V_)ためt'L.'大JL敏か独白に進'li:させることもある｡
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袈11-2- 19 退 択 即 由統 引表
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@ 在寮期間

次に22重馳嫌 の延人数で在女赦間を掬べると.40解強の15D人が1年未満で避余してい

っている｡その5ちの1/4が 1ケ月未満である｡在如期柵がこの上5忙極めて短かく,入過がひん

ぽんであるため在寮著聞のつながDにある程度の限界をもたらす｡

次項でも述べるが ,このため子どもの中に組粒を持たせるととができず ,指導員 .鼠色を中心に

生活l脚 がなされる｡

盛 11-2-20 在新期間衰

47年 12月22日現存

㊤ 在米老学令別棟成

在米している年度'JC誕生日が.来たとした幼合に何才忙なるか,というよう'lC年鑑別の年令で衷 11

.,.--2-21を作成したれ 在矧明制が短いためたとえば12月1日が誕生日の子が4月2aEIL/C吋 で

入･#し, 7月20日で退頼しても7才として計井していくような磁合が多く生じてくるが,このよう

にとっていけば,就学-rlJ'Jの子とも.小学生,中･学生, 由佼生･の相対性が明 かに な る｡

H,.tl肝と在るの吐年度末から年度始めVt:在穀した子の苛合であるが ,それが端的にあらわれている

のが鼓の上で1占才で辿批するという結果になったことである.児薮福祉法で比 18才までが対象

I-597-



のがほとんどであるにもかかわらず ,1占才の年令で19人を記するのは4月2日とか5E]とかrIC

退演した場合1ム才として計i‡せざるを得ないからである｡

さて表 11- 2-21ならびに図11-2- 8をみていくと,ほほ27･8年tBから55年あた

Dにかけて天心矧で大きな変化が起っていることがffi君にわかる.この裏比当然退薪坪由表と傾向

を同じくしていることが考えられるが .ま-博 通対決が変化したことがあり,昭和 24年 8月から

の児虚福祉法による潔述皆から28年の社会梱祉法人としての天心東に至る側に,内容規1漣ともVC
崖凝施政として軌道Jlcのっていったことが伺える｡その結IR.就学前の千ども妊息;k'/こ減少してい

るO反対･lC小学生が増えていき,次第rL中学生徒も増えてきている｡そして滋近に至り池対数が′ト

草生,中学生ほほ同故になりつつある.このことは年令比率でいけば′1､学生の2倍の割合で中学生

が多いパーセ/トを示すことJlC-なる｡家庭の泰護能力Ijt欠けているのが中学生の年代の親'rC多いと

いうのがどういう背教をもつのかを考察するのは広荊凶からの検討が必嬰であり.むずかしい開港

なのてこE,で/jiそういう現象が天心帝にみられるという啓発を記するにとどめてかくことl/tする｡

光 1トー2-21 在宅f老学令秋成表
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